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デザイン・配線工法を一新、価格は据

一 一 一 一 ク マ リ フ ト な ら で は の 量 産 体 制 が 、 そ れ を 可 能 に し ま

. 三 方 枠 と 臓 板 が 、優 美 で 鍋 や 腐 蝕 の な い ア ル ミ

形 材 製 品 に

ク マ リ フ ト ( 小 型 昇降 機 ) の 積 下 ろ し 口 の 枠 及 び 膳

板 に ア ル ミ成 形 材 ( 枠 見 込 10伽 m 膳 板 巾 160 ・180 ・

21伽 mの 3 種 ) を 規 格 品 と し て 制定し、 全 機 種 に 採

用 し ま し た 。 扉 は メ ラ ミン 樹 脂 焼 付 仕 上 げ の ポ ン

デ 鋼 板 製 で す 。

ご 希 望 に よ り 、 特 殊 寸 法 の 鋼 板 ・ ス テ ン レ ス の も

の も 製 作 し ま す 。

. 工 場 生 産 さ れ る シ ン プ ル な 配 線 工 事

工 場 生産 に よ る 独 特 の 短H寺聞 に 巧拙 の な い 確 実 る

配 線 工事 を 得 られ る プ ラ グ イ ン配 線 方 式 を採 用 し

ま し た 。

. 他 に 別 価 絡 で カ ゴ 到 着 と 同 時 に 扉 が 聞 く 自 動 戸

開 き 装 置 も 用 意

カ ゴ の 到 着 が ひ と 自 で わ か り、 手 数 が 省 け る の で

き わ め て 能 率 的 で す。 ( 用 済 み 後 は 手 て' 閉 め てく

ださ L 、。 実用 新 案 出 願 中 )
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オL 幌 ・仙 台 新 潟 ・長 野 ・横 浜 ・静 岡 ・名古屋

京 都 ・大 阪 ・ i昇 神 戸 岡 山 ・広 島 ・高 松

出 雲 . 1- 量岡 ・長 崎 鹿 児 島 ・那 覇

園 周 途 に 応 じ た 量 豊 富 な 機 種 を 用 意 し ま し た

書 類 小 物 問 、 料 理 用 、 小 荷 物 用 、 般 舶 用 そ の 他 防

水 ・防 爆 型 な ど特 殊工 場 周 な ど。

し- 5 ・・・ ・・ 10kg 積

j  - 30 ・・・・ ・・ 30kg積

口M - 50 ・・・・・ 50kg積

M - l 00 ・・ ・・・・100kg 干責

M - 20 0 ・. .. .200kg 積

M - 300 ・・ ・・. .300kg積

M - 500 ・-ー・ -500kg積

S  - 150 ・・・・ ・・150kg 積

S  - 30 0 ・・... .300kg干責

M - H  . ... . .  80kg積

( 高 速 型 )

そ の他 人 荷用 エ レベ ー タ 一 、荷 物用 エ レ ベ ー ター

病 院 用 エ レベ ー タ一 、 自 動 車 用 エ レ ベ ー タ ー も ご

注 文 に 応 じて 製 .i! 主L 、たします。
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棄処理する側からみると逆に厄介なも のである。すなわち マ ッドス

廃泥水処理工法

アースロックシステム

クリーンやサイクロンを過す程度の機械的操作を繰返すだけでは 、

応、濁している微細粒子をすべて除去して清水に戻すことができない

まず化学薬品の助けを借りて土粒子中11互開の凝集反応を行わので、

せることにより 、懸泌土粒子と水との分離を容易にし、ついで機械

建設工事に伴う廃泥水処理について

的操作によって脱水する処理方法が現在一般に研究されている 。

凝集剤として 加 える化学薬 品には、無機物としては、硫酸バンド、

ポリ塩化アルミ、消石灰、土箆化第 2 鉄、硫酸第 1 鉄、硫酸第 2 鉄、

次健崎111 

セメントなどが主なもので 、有機物としては、天然品および合成品

の高分子凝集剤カf 主要なものであるが、ベン トナイト 廃泥水の場合
1  . 廃 泥 水 処 理 の 必 要 性

には、べントナイト粘土が水中で Na イオンを吸着して膨制し、水平日とくに市街地の施建設工事に伴って発生する振動、騒音の公害が、

ました安定な N a ーベントナイトを形成していることが多いので、工において大きな社会問題となるに及んで、従来永年にわたって行

ず消石灰あるいはセメン卜を 加 えて、脱水性のよい C a ーベントナ法に代って、われてきたシートパイルの土留や 、既製ぐいの打撃

イトに変えてから、高分子凝集斉IJ を加える併用法が研究されている 。

3 . ア ー ス ロ ッ ク 式 泥 水 処 理 シ ス テ ム の 特 徴

図 - 1 にはアースロック式泥水処理システムのイラスト図を示した。この両工法とも、掘削壁面の崩壊防止と湧水防止、ならびに掘削土

無振動、無騒音を特徴とする地中連続壁工法とか場所打ぐい工法が

盛に採用され、脚光を浴びるようになってきた 。

ここで処理区分の「在来の方法」部分にあるマッドスクリーンはサ砂を浮遊させて地上に排出する目的のために、ベントナイトを水に

イクロンや沈澱池と同じく、従来からどの掘削施工現場にお いても分散させた泥水が安定液として使用されることが多いが、ここで循

採られている方法であり、本システムではこれらの装置によって車且環使用を繰返して掘削土砂 の ｩｬｾ 入した用済後の安定液は、最も簡単

粒土砂を予め取除いた后、機械 的操作だけではどうしても分離するには沈澱池に導き、悦花した土砂を重力の作用で自然沈降させ、あ

ことのできない微粒子を化学的 に処 理することに主眼 を置いている 。るいは図ー 1 の処理区分で「在来の方法」の部分に示したように、

それは粗粒土砂を、予め機械的に除去しておく方が、粗粒土砂の j昆マツドスクリーンやサイクロンなどの簡単な機械操作によって、粗

った泥水に直接化学薬品を添加 する 処理方法よりコスト的に安価 な

ためである 。

粒子の土砂分を分離した后 土砂分は搬削残土として土拾場に投棄

しかし残る大部分の泥水は粘土分が多〈含まれ

てい る関係上、そのまま政流したのて' は水質を汚濁し、下水道を閉

することができた 。

3  - 1. 装置

図- 1 に示すように、本システムは大きく分けて 3 つのセクション

に分れる 。 第 1 セクションは造粒過程で、流下反応塔の上音11から処

理する泥水が反応板の上を流れ下る途中て¥凝集斉IJA、B 、 C 液 が

饗するなどの 2 次公害を起す恐れがあるので、バキ ュー ムカーやコ

しかしンテナーカーによって述搬投棄が行われている現状である 。

ｩｩ 主近 の急 速な都市 ｉｾ 日発 につ れて、投棄場所が建設現場から次第に遠

順次撒布添加されて、最終段の反応、板を流下する i時点では、微細 な隔地化してゆき、ために辺搬投棄1' 1 が全工事背広" に占める割合も軽

(  i疑築塊 ) を 形成し、清水土粒子が相互に集合して大きなフロック視できない状況となり、さらには人間性昂協に伴う社会情勢のもと

と分離した状態となって、次の第 2 セクションの 1 次脱水過程すなに産業廃棄物としての法的規制を受けるに至り、廃泥水は適切な処

泥水およびA 、B 、C 液の各流量はわち t戸過脱水槽内に流入する 。fこ。避をした後、廃棄しなければならない必要に迫られて

流iiE計 M を通して常に所定量が送り込まれて、連続的に造粒反応が2 . 泥 水 処 理 方 法 研 究 の 現 状

進み、十分な大きさのフロック粒 ｬ 支が得られ分離術水の ｐｈ および ｩＹｾ処理しようとする廃泥水は、灼i削H寺の安定液として 利用 された 関係

伎は 一定基準値内に似たれる 。上、土粒子の懸濁安定性 のよいことが特徴であるが、この特性は ｉｪｾ

第 3 セクション

2 次脱水過程

第 2 セクション

1 次脱水過程
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図 - 1



流下: ; : r

このようにして造粒形成されたフ

ロックは 強 くて 大 きく形成されて

ンによって容易に清水と分離する

れた 比較的網固 め大 きいスクリー

ことができ、脱水槽内には、泥水

いるので 、炉過脱水槽内に設け ら

の土質性状によって多少の変動は

あるが、平均 200%程 度の含水 比

放

流

水

をもっフロック 化泥土 がl I i' 溜する。

第 3 セクションは 2次脱水過程で

あり、 j戸過脱水槽内に貯溜された

1次Jl 見水泥土は、次 に31笠脱水糟

涜 l放

装置の写真図 - 3フロー図図 - 2
内に移され、強力な真空大気圧 の

第 2 第 3

現 場 状 〉兄 セクション セクション

( 一次脱水) (二次脱水)

マッドスクリーン等によって取除くことの

。 。

出来る組粒土が相当量ある

現場内で同一時期に発生するその他の掘さ

。 。

〈残土が相当量ある

作業現場が広 <i 戸過土をさらに自然乾燥す

。 。

ることが出来る

海上や河川の工事で残土をパージ等で埋立

。 。

jJ ! 1 または遠海に投棄する

市街地工事等で残土の仮置物がない 。

土拾物が狭い 。

施工現場と セク ションの組合せ ( 。印最適)
作用によ って 脱水され、平均含水比 100%前後 の 固い泥土となる 。

表 - 1

これは直接ダ ンプ トラ ックによって 搬出が可能であり、セノマレータ

ここに使ータンクに溜った炉過水は河 川 または下水道に放流する。

用する真空ポ ンプおよびタンクは建設現 場のど こにでも見受けられ

るウェルポイント工法則のもので十分間にあい、真空加圧H寺聞は勿

このように脱水性が良

好である のは大きく 造粒されたフロ ックを 破壊しないで一次および

3  - 2 . 薬 剤l
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論土質によって異るが30分一 1時間i でよい。

二次の脱水を行うからである。

使用する薬剤には廃泥水中の懸濁微粒子を集合フロック化させて、

清水と容易に分離させる性能を必要とするニとは当然であるが、放

流水を水質汚濁防止法によって規制された排水基準値の範囲内に保

直接ダンプトラックで搬出する方がよい。この場合脱水槽はトラ y
ち得るものでなければならない。 又脱水されたフロック化泥土に対

1  クが到71¥するまでの Jj見7KiJE土のn宇溜橋i の役目を果すわけであり、しても産業廃棄物として取扱われることを考慮する必要がある 。 す

2 次 を問わず、いずれの脱水槽も脱水泥土の貯溜容器であり、次、なわち 2 次公害の防止 を主目的にして行った廃泥水処理の結果が、

しかもそのl I ' 宇治J 摘が脱水機能を備えているとみなすことができ、こ逆に 3次 公害を 惹起するようなことは十分注意しなければならない。

のよう な容器を複数個用意することによりダンプトラ ックの到着待たとえば掘削孔中にコンクリートを打設したときに溢れ出る廃泥水

ち時間中に脱水を行い、また脱水処理のためのトラックの積込待時中にはセメ ン ト成分が混入しているので、ただフロック化泥土を分

このように 3 つのセクションを有機的filJ をなくすることができる。離して清澄な水にしただけでは、排水基準を外れてアルカリ性の強

に組み合わせることにより、地工現場によって全〈様相を異にするい場合が多いので、そのままでは放流することはできない。この場

建設工事に容易に導入するこ とのできる廃泥水処理装置を開発する
合水については成程アルカリ性の強い水でも中和工程を経て基準値

このアー スロックシステムによると僅かの設またことができた，内におさめて放流することができるとしても、捨土として搬出する

イ旅費地加によ って 何倍も の処理容量の装置を設けることができる の
脱水固化させた泥土中に含まれているセメントアルカリ分について

て“ 大量の泥水を扱わなければならない現場には最適のシステ ムであまたベントナイの自己慮をなおざりにすることはできないのである。

るということができる。卜廃泥水の処理を容易にするために消石灰やセメントを添加する処

図 - 2 に本システムのフロー図を示し、図 - 3 には 1 日8 時間稼働
理法の場合にも問機のことがいえる 。

で 100- 150m

3

/  day の廃泥水を処理すること のでき る実用的な標準3 セクション聞の相互関係3 - 3  

機を示した。アースロック式廃泥水処理システムが 3 つのセクションから成るこ

株 式 会 社 鴻 池 組 技 術 研 究 所 高IJ 所長 ・技術士)けんじ( かわささとは前述したが、これらセクションの組み合せは施工現場の状況に

ア ー ス ロ ッ ク シ ス テ ム に 関 す る お 問 合 せ 先

技術研究所

TEL. 06- 252- 3100 

2  

事且

〒540 大阪市東区北久宝寺町 4 - 27 

池鴻株式会社

応じ、経済性を勘案して適当に決めることができるように融通性を

それらの関係を表 - 1 に示す。 すなわち施工場所がもたせてある 。

1 次脱水を終った広〈、掬削残土置場が設けられている現場では、

j尼土は逐次残土置場に推積しておき、掘削残土 とともに搬出しても

よく、また掘判残土置場のない狭隠な現場では 2 次脱水まで行い、



日 本 建 築 協 会 会 告

‘ 新緑の京の郊外を訪づれて

一一 北山杉の見学と高山寺石水院の拝観

4 通常総会議決報告

清滝川をはさんで西の斜面は朝日 ，東の斜面は夕陽をあびると美しく

造植された北山杉の樹林が金色の針のようにキラキラと郎き ，その翠鹿

さは筆舌にはつくしがたい。

北山杉ーー・京都市北区中川 lの里は ω 0 年もの速い首ーより親子代々にわた

って値えつがれ，育てつがれ，i ! c j ( い木としての誇りをもってまもられて

きた杉のふる里です。 また茶室，寺院などに使われている磨丸太をは

じめ ，建築には関係の深い北山銘木の産地として知られております。

新緑』ζ 色影られた 5 月lζ 会員の皆さまとともに土曜日の半日を京都lζ

過したいと企画いたしました。多数のど参加を期待いたします。

なお ，北山杉見学の後，栂尾の高山寺の国宝石水院を拝1説いたします。

5月26日( 土) 集合 12. 50→解散 17. 40

国鉄京都駅東口 ，旅行会館 ・ステーションホテ J レ前

京阪国際観光パス 1台 ・目J際会旗

ただし京都までの運賃は各自負担の乙と

費 8∞円( パス ，拝観料，抹茶代ー別に補助あり)

員 50名

程 13 ∞ 京都駅前出発→ 14.∞ 中川北山町若

14. ∞→15. 30 北山杉について説明 ，丸太磨などの見学

15. 30 中川北山町出発→15.50 栂尾山高山寺者

15. 50→17. 00 高山寺石水院拝観，抹茶

17. ∞ 出発→17. 40 京都駅前着 ・解散

往復はがきに限ります。はがきは l 枚 rc 1名11良りとし ， i 新

緑の京郊外を訪れて」と明記し ，氏名 ・勤務先名および所在

地 ・役職 ・述絡電話香号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入の上

5 月12日( 土) までに; 事業課へ。

ただし定員を超過したH寺は抽せん lζ て決定し ，参加証をお送

りいたします。

・北 山 杉 ど説明をお願いする山本末治翁は本年82才生涯杉を恋人と

して育てはぐくんできた杉仙人といわれ，杉を愛し ，杉ひとすじに生

きて乙られた方です。また ，I時期はづれながら特別に丸太磨きの見学

などもと配慮いただいております。

・栂尾山高山寺 有名なもみじど乙ろ( 高雄，槙尾，栂尾〉三尾の北は

づれにある高山寺は ，平安末期 lζ 高雄，神護寺の別所となり ，明恵上

人によって洗心の道場と して栄えましたが，応仁のi散乱で石水院だけ

が災禍をのがれ，あとはみな焼失して終い ，その後明恵上人の徳を高

めるために次々と復興事業が進み ，明治の末どろか ら石水院の移築を

はじめ ，ー; 立院，茶室 ，J i l i 裡などを再建，昭和34年に戦乱や火災をのが

れた数多くの寺宝，国宝級の絵画，彫刻工芸品などを収蔵する法鼓台

文庫を完成，面白を一新 し，い まだに汚れをしらない清滝の清流とと

もにと ζ ろのふるさととして年々訪れる人が多くなっております。

昭和48年 2 月21 日開催の通常総会におきまして ，下記のとおり議決さ

れましたので ，ど報告申し上げます。

1. 名誉正会員の推挙

下記 9 名の方々を ，定説; 第11条による名誉正会員に推挙申し上げるこ

とに決定いたしました。

日 時

集合場所

会

定

行

佐 次 郎 氏

拾 治 郎 氏

繁 吉 氏

村

阪

林

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

信

栄

勝

人

郎

折

一

平

雌

茂

忠

正

三

不

繁

紺

定

井

海

悶

網

中

柳

本

口

上

坂

平

吉

片

g

m

H

岡

城

井

百己

伊 藤 鉱 一 氏 小 早 川 美 武 氏

永 岡 鼎 三 氏 藤 岡 正 一 氏

本 多 正 道 氏 松 田 昌 平 氏

2. 監事 1 :名，本部所属評議員29名の選任

選挙の結果 ，下記の方々が夫々当選せられました。

@ 監 事 奥 村 俊 夫 氏

@  本部所属評議員

木 村 尚 治 氏 桑 田 繁 男 氏

村 上 ; . t 尚 氏 大 西 幹 郎 氏

川 前 勉 氏 野 尻 正 博 氏

井 上 司 郎 氏 大 野 勝三 郎 氏

志 賀 修 一 氏 島 問 勢 喜 氏

松 岡 照 夫 氏 村 悶 隆 次 氏

井 上 博 泌 氏 } 河 野 政 太 郎 氏

杉 村 正 二 三 郎 氏 鳴 尾 源 厳 氏

平 減 勧 氏 山 田 光 次 氏

川 岸 繁 夫 氏 山 崎 晃 一 氏

鳥

藤

若

昭和 48年度第 1 回・第 2 回若い会員の集 い

4 高層ビルを考える

込申

生産技術と経済力の飛躍的な発展と都市の巨大化は，日前建築建設の

条件を満たし ，都市にす『しい建築空間が出現し始めまたしが，建設産業

lζ 携わる者としてきわめて興味あるテ ーマと思われます。

とのたび峻工しました大阪大林ビルデイングと大阪国際ビノレディング

にスポットをあて， 2 回にわたって各設計及び技術担当者に ，高層ビ J レ

建設にあたっての越本的な考え方や姿勢を伺い今後の粧にしたいと思い

ます。多数 ζ 参加をJt ]待いた します。

く第 1 回 ・ 大 阪 大林 ビルディング〉

4 月28日( 土) 13. 30→ 16. ∞ 

大阪大林ビノレ 4 階，土木部会議室

( 大阪市東区京協 3 - 37 T  E  L  06-943・1131)

附大林組本庖ビノレ工事事務所 所 長

岡大林組本庖 ビノレ工事事務所 設備主任

附 大 林 組 本 庖 建 築 本 邸 設 計 部

く第 2 回 ・大阪 国際 ビルディング〉

氏

氏

氏

之

武

俊

信

正

部にと

受 領

乙のたび名誉正会員 ，白石登喜男氏より事業資金の

金一封のど寄付を戴きま した。

乙乙 K 謹んでお礼申 し上げます。

3  述築と社会/ 1973年4 月号

関

部

純

新

南

藤

時

場

師

日

会

講

の寄 附 金

5 月19 日( 土) 13. 30→ 16. 00 

附竹中工務応大阪本庖 9 階談話室

〈大阪市東区本町 4 - 27 御堂ピル内 T E  L  06-252・1201)

( 附竹中工務庖大阪本庖

大阪国際ヒソレ作業所建築主任 丹

附竹中工務庖大阪本庖設計郎計画設計課長平

岡竹中工務応大阪本庖設計部設備設計課 井

各 50名

無料( ただし参加註持参者に限る)

往復はがきに| 妓ります。はがきは各回 ごと に 1 枚 rc 1  : 名限り と

し， 第 1 回，第 2 回の区別を明記の上，氏名，勤務先名および

所在地，担当部課名 ，述絡屯話番号，返信用宛名 ，郵便番号を

記入し ，第 1 回は 4 月20日( 金) ，第 2 回は 5 月10日 ( 木) ま

でに事業課へ。ただ し定員を超過した ときは拙せんにて決定

し，参加証をお送りいたします。

氏

氏

氏

稔

央

則

祥

良

羽

内

上

時

場

師

員

費

込

白

会

言禽

定

会

申



発 行 所 社団法人 日本建築協会
発 行 部 数 月刊 14，000部

大阪市東区北浜 3 - 37 w 54 1  
体 裁 A 4 判 変 形 ( 225mmX  297mm)  

大 阪( 06) 23 卜 9 6  4  8  (代)
広 告 原 稿 平 版 印 刷 な の で 版 下 ま た は オ フ ネ ガ

創 刊 年 月 大正 6 年 10月
原稿締切日 前々月 25 日 ( 7 月号ならば 5 月25 日)

業種別読者層( % )

建
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年 令 別 読 者 層 ( % )

20才まで 30才まてe 40才まで 50才まで 60才まで 61才以上

12%  29%  23%  17%  

地 域 別 読 者 配 本 比 ( % )
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τ  

一 一
， 

中 国

九 ナト|

北 海 道

四 国
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72.5%  

東 オヒ L 一 一 品J 1. 3%  
ー

関 東

E  

一
}白♂ ‘ ー

， 

8.2%  〉毎 タト I::i!l 0.5%  

広 告 料 金
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| 頁 ( 2 色) カ ラ ー | 頁 価 格

タテ 265X ヨコ 190

掲、干載¥頁¥、T ス¥T¥ベ去 、ーm¥¥ 叫ス

| 頁 カ ラ ー l 頁 価 格

タテ265X ヨコ 190

表 京氏 2  85 ，000 230 ，000 前 付 最 初 頁 60 ，000 200 ，000 

表 出氏 3  75 ，000 220 ，000 前 付 各 頁 50 ，000  180 ，000 

表 市氏 4  110 ，000 250 ，000 前 付 記 事 対 向 55 ，000 190 ，000 

後 付 各 頁 40 ，000  

(注 1) 後付各頁のみ 1/2頁 ・1/4頁 ・1/ 12頁のスペ ースがあります。

(注 2 ) 年 6回以上の継続掲載契約をいただ〈 場合は 5%の害IJ 引金額て. お願いし ，それ以外はいっ さい害Ij ヲ|いたしま せん。

事

(注 3 ) 一般デザイン広告以外の特例として、レポートなど本文記事形式て祉名 ・住所 ・電話番号が記事未尾のみに入る場合、 l 真につき 30，0∞円の掲

載料をいただきます。



。塁汎ニついCだけ考丈Cみても----b

たとえt式この寺院。幾多の人に深い感銘を与えつ' ブけたことでしょう。

いかにも日本的な調和の美しき一一。いにしえ人の美意識と

造詣の深さには、いまなお新鮮な何かを教えられる気がします二

明日の笠活環境づくりに

アイディアでとりくむ一一一

マ凶手当M

もとより、この壁が、私たちの目を楽しませるため だ

か ど と は 思 い ま せ ん が 、 こ こ ろ な ご む あ た た か さ ・・・

人間味・・・ということの犬切さを、強く感じるのです。

さらに間仕切壁ともなると、いっそう人間的な豊かさが. ..

要求されます。物の豊かさや合理性の追求から は得られ

ない何かー・・・ ・・・人間性に才艮ざした豊かさこそ、も っと大切に

されなければ一- 。私たちが、 いつも考えている ことて寸。

実際、私たちマンテン独特の間仕切壁工法が、帝国ホテルを

はじめ、有名ホテルにも

次つぎに採用されている

のも、数かずのすぐれた

機能や合理性もさること

ながら、人間性を根底に

した生活の心 を、調和を

犬切にする部屋づくりが

オフ ィスとしてのビルづくりも同じこと 。 まさに意のまま

の設計で、それぞれ個性的な間仕切を可能にしています。

マンテンは、部屋づ切の技術ノミートナーとし廿生立ちま主

むろん、札上計画の段階から、設計 ・施工を一緒に考える

ノf ー トナーとして・… 。それも、たんに間仕切壁だけでなく

マンテン特有のアイディア性が好評の、天井下地工法( ネール

ロックシステム) ・床下士也工法( ネダコーシステム) をも自在に

組み合わせた、住空間づくりのシステムメーカーとしてです。

さらに私たちは、問f士切壁だけでも、収納間f士切壁 ・ユーテ ィ.

リティ間仕切壁・ ・などの実現にも夢をはせなが ら、これから

の生活環ぢをブくりに、地道な努力をつづけているのです。

時代の鰹鉄間仕切l i . i I i :去

日二ーヌ7vrs安諾

* カタログを差しあげます。本社・1重装部 K S f系までハガキでご請求ください。

株 式 会 社 マ ン テ ン
本 社 干542 大 阪 市 南 区 日 本 偽 筋3- 2 含 (俗 ) 6 32・1151 代 東 京 支 庖 〒 136 東 京 都 江 東 区 亀 戸 2- 3- 17 雷 (0 3) 682- 3241 代

名古屋 出 張 所 〒454 名古屋市中川区百船町卜3- 4 雷 ω52) 353・3177代 福 岡 出 張 所 〒812 渇岡市情多区1膏多駅 東卜12- 26(岩頒 ビJ レ) 世 (092) 43- 4あ6代 牝幌出張所 干侃5 刺殺市東区北八条 東19. 22 雷 (011 ) 7引 -8439



6  

なめらかな肌ざわり、美しい 7 色のカラ

T OT Oのホーローパス ICは、ピンヲ ・ブルー ・グリーン ・イエロ

一 ・アイボリー ・ベージュ ・背磁の 7 色の カラーと白色があり ます。

T OT O鋳鉄車一日ーハヌ

FB 70 ￥48，000 

( 排水金具付)

和洋折中形エプロ ンなしパス

1，210X720X555 

容量 2501'

専用フロフタ Y9152 #10( #20)  

￥2，750 

ζ のほかにも、たくさんのホーロー

パスがあります。右記まで C 請求下

さい。カタログを差し上げます。

量単語回

東 陶 機 器 株 式 会 社

本初

〒80吃北九州市小倉区榔崎町458

大阪支社

〒530 大阪市北区曽根崎上2- 31- 6

(梅新第一生命ピル東館)



一一一ーーー一.

法 令 コ ー ナ 一 目 次

( 1970年1月号 - 1973年3 月号)

1970年 号 !

29 ごあいさつ ・法令解誠一騒計規制法的

施行と建設工事騒音内規制について j  

ー福岡朝主主 ・』岐谷信保 l  

30. 建築占基準法の新体制的確立について j  

・0 上 川 恭 弘 一 2 :  

31. 日日発許可制度について 片岡 俊彦一 3

:  32 開発許可制度についてー片田 俊彦ぃ 4 :  

33 風致地区内における建築苦芋の規制に附

。 する大阪府条例の制定について

0 ・・・片田 俊彦 5  

34. 1:日発許可制度について( ぞの 3 )  

. . J宇 田 俊 彦 6  

35.  r建築物における術生的蹴境町硲保に

l射する法律J について… 片岡 俊彦 7  

36 建築必準法的改正について

・0 片 田 俊 彦 … 8

37. 大阪府公害防止条例にウいて

片 回 俊 彦 ' 9

38. 自11市計画施設などの区域内における建

ｾなどの制限について 片 田 俊 彦 ー 10

39. 尿尿浄化槽へのアプロ ーチについて

ー 一Ｎｽｾ｜問克吉ー ＱＱ

40 質疑応答・建築物における術生的破鏡

的確保に似iする法伺!Ji 血行令について ー

建築基準法第55条第 2 :rn向指定による

建蔽津の緩和について一片田 俊彦ー 12 

1971 年 号

41. 法令改正について… ・ー竹口 信夫

42. 改正建築器準法および同施行令の迎

ｾ 量 生制 ｩ￮ 関係について . .. !;.¥問 克己 2  

43. 建築基準法施行令的改正と集団規定

片 凶 俊 彦 ' 3

建築確認申請件の不適合同訂正処理に

ついて( 大阪市)

44 大阪府建築ＢＮｾｩｉＧ ｬ 法施行条例の改正につ

いて e ・ ・・..・・・ 0 ・・・・..・ 0 ・木田 !!日之 ・4

45 大阪府建築北部法焔行条例の改正につ

いて( その 2 )  ー・……木間 !m之… 5

大阪府建築基単法制1行条例( 妙)

46. 大阪府建築基準法施行制f I I Jの一部改正

について e ・・ . . ・. . 木旺1 1照之. . 6  

47 建設業法的改正について・・河島 潔… 7

48 道路位低指定的基地について

鈴木映ＺＹｾ ，.. 8  

49 土地区画監理法における往築行ねなど

の制限について ・・ …・ 三好 進 ... 9

50 改正基準法的解釈について

東京消防庁の回答一一伊I也知徳蒋ー 10  

51  総合設計上に係る許可継lt 'Jについて

ー片岡俊彦ー 11

52. 総合設計許可i ¥' j ft リに| 制する技術法単に

ついて ・ ・ ・・… 片田俊彦・ 12

1972年 号

53 建築基準法第四条町建設大臣の認定基

単について( 後) … … ・ー伊t也知徳務。。・ 1

54 建築 協 定 一 - ・ … 菱 田 公i立 ' 2

55 特定建設業についてーー 河 島 潔 .. 3  

56. 日照権と建築基準法ー一本多 正道… 4

57 排煙設備および非常用の照明装置に l刻

する告示について( その 1 ) 平林孝一 5

58. 排 煙設備および非常用の照明装置に| 苅

する告示について( その 2 ) 平林学. . . 6  

59. 消防法施行令の一部改正について

ー田中 隆夫…7・8

60 予 備 電 源 … … ー ー 清 原 省三 9  

61 大阪市町道路位置指定3庄司直

革ま谷 1;;11来一 10

62 大 ｬ 坂 ＱＧ Ｑ ，における ｭｭ ＧＡ ｾ 可ｈｩ ｉｊ 皮 肉 械製

一香川 町i司 ー 11

63 内装制限に ついて ( その 1 )  

・・前野 良規… 12

1973年 号

64.  rJ..H伎制限について ( その 2 )  

…ｽ手 ｊｾｊ 良規 . . 1

ＶＵ 容積ｬｉ ｾｊ について 岡 村 雅 央 2

66 大阪市町新 しい地域糾に ついて

上回 |裕夫 3  

日本建築協会法規委員会

令 コ ー ナ

質疑などの投稿をお待ちしております.

67 

法 令 建 築 事 務 所 制 度 発 足

一 一大 阪 建 築 士事 務 所 団 体 協 議 会 発 足 に あ た っ て一 一

竹 口 信 夫

建築基準法をめぐる諸法令は、新法改正によっ

ていっそう複雑化し、建築物をめぐる諸問題は

ますます多様化の様相 を呈し、これの解決はあ

たかも建築行政庁だけの責任であるかのごとく

社会的に認識されていて、これにあたる特定行

政庁、建築主事のご苦労は日を追ってますます

過大となっている。このときに当り、われわれ

建築技術者もこれを黙って見過ごせない情勢に

たたされている 。 この困難な社会的建築公害(7)

を除去し、建築家のプロとして社会の要望に応

え、そのi ' t 任をはたし 、 これの解決にあたらん

とする建築家の集団が大阪に早くから誕生しつ

つあったことは、知る人ぞ知るといえると思う 。

一 方、行政庁は早くからこれの解決策の検討に

全力を傾倒してきていた。

府下行政庁の研究とこれに応えんとする建築団

体 が一 丸となって、まず自主規制として自らを

律し、社会にある建築的社会慈を追放せんとた

ちあが ったのである 。 これは、もちろん行政庁

の指導もあり、建設省の了解の上に立っている

と聞いている 。

この制度づくりの準備は昨年まで大阪府および

大阪市ほか大阪府下特定行政庁が行ってきたと

ころである 。 途中でバトンを民間団体が引きつ

ぎ、自らを律し実行しようとして、大阪建築士

事務所団体協議会( 三団体) が発足し たのであ

る。 目下、このため大阪府の主催する建築基準

法の講習会が行われ 、450名がこれに参加しての

研 修 ( 15日間l 60時間) を受けていることはごゑ

知のとおりである。

この制度は、 4 月 1 日から業務開始する計画で

3 月末頃から事務所登録を行う予定となり、目

下その規程づくりなど、準備におおわらわであ

る。( 一部主要規程は 、すでに可決制定ずみであ

る) これらの内容を詳細に説明するのには、わ

ずかな頁ではむりである上、現在の段階でも種

々の解決 ・運用などについて研究不足かつ未熟

な点の存在することも事実である 。

本稿は、法令建築事務所制度の発足とその概要

を説明し、少しでも多くの方々に認識と協力を

得んとするためのものである 。 すでに会sIJ . 規

程の基本は決定し、会長、副会長その他の役員

- 委員が決定し、運営にはいったところである。

いずれにしても、母船はつくられ、船長、パー

サーなど主要' ) ーダーのメンバーが決まり、出

航してしまったのである。大阪の建築家の名誉

にかけてもぜひ成功させたいものであり、行政

庁も当然これに協力される決意をもっておられ

るもので、これの成功、不成功は ー に大阪の建

築 界 の 双 肩 に か か っ て い る 。 全 国 で は じ め て

のテストケースとして1Tわれるもので、やがて

は法制l化される ものであることを、現在期待し、

実施にふみきられている。メリットは何 かの言命

殺がこれをめぐってなされているが、メリ y ト

は 自 らつくるもので与えられるものでないこと

を自覚し、かたい決意をもってこれに対処し、

全国に範を示したいものである。

これから、団体協議会がこれを自主的に運用し

ていくことになっており、その事務局は( 社) 大

阪府建築士会事務局内で暫定措置として士会職

員が兼務することに決定し、実施されている。

当初より士会事務局長である 中村常任理事 と 私

がこの準備のお手伝いをさせていただいた関係

上、以下、せんえつながらご説明申し上げる次

第であることをお計二しWJi いたい。

その概要は、大阪建築士事務所団体協議会会則、

法令建築事務所制度規程、大阪建築士事務所団

体協議会役員名簿を次頁に添付してあるので、

これを参照していただきたい。なお、その概要

を図解または表として添付しであるのでこれも

ご参照ふただきたいのである 。

大阪建築士事務所団体協議会構成図… 第 1 図

法令建築事務所説明図 …  ー.. .... ... 第 2 図

法令建築事務所の業務概要… ・・・・…・…・第 3 図

法令建築事務所制度実施までの経過概要表

・・第 4 図

x  x  x  

おわりに、会長の大阪建築士事務所団体協議会

発足にあた っての、ごあいさつを添付しますの

で、その精神をご理解下され何分のご協力をた

まわりますことをお願い申し上げ、鐙をおくこ

とにしましょう。

( たけ 〈ちのよお 大阪府建築士会1

法令セ ンター担当常任理事 /  

担W5 と社会 11973'1'-4 J11} 
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当

断 熱

法 定耐 火 材 料

ス ミ モ トピル( ホワイ トパ ー ク ) ・広 島 市

Z宣言十 K A M I 建 築 設計 事 務 所

施 工 世帯鴻 池 組

使 用 場 所 カ ベ ・7 ジ キ リ

而七た

@ シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  ユ 二 期 短 納 を 要 す る す べ て の 建 物

2  空 調 を 要 す る 工 場 ・合 賄 事 務 所 住 宅 等

3  鉄 骨 大 張 閉 め 工 場 ・体 育 館 等

4  軽 量化 を 要 す る 日 用 挫 築 物 ・軟 弱 地 盤 の 建 物

5  鉄 骨耐 火 構 造 の 建 物

長ポレ11/ ' 7ヌ 株 式 会 社

本 社 ・東 京 支 l苫 東 京 都 干 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平 沼 ピ ル )

言舌 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4 5 1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 9 0 ( 第 三 富 士 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 538 ) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 J苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 商 ビ ル )

電 信 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4 2 1  

8  



大阪建築士事務所団体協議会会則

第 1 粂 ( 目 的 )

こ の 協 議 会 は 、 情 成 団 体 的 協 力 に よ っ て 、 建 築 士

ｉ ｾ 務所的業務的進歩改普をはかることを目的とす

る.

第 2 条 ( 会 只 )

社 団 法 人 大 阪 迎 築 設 計 協 会

社 団 法 人 大 阪 府 建 築 士 会 ( 建 築 士 事 務 所 都 会 )

社団法人日本主主築家協会関西支部( 但し在阪会只)

第 3 条 ( 事 業 )

1. 大 阪 連 築 士 事 務 所 協 会 ( 仮 称 ) 設 立 に | 刻 す る 制

査 研 究 並 び に そ の 単 備

2.建 築 士法 改 正 の 推 進 に l比lす る 事 業

ＳＮ 法令建築 ｚ ｬ ｾ 務所の業務並びにその報 酬規穫の制

定と巡用に ｬ 刻する ｚ ｬｾ 業

4 .法 令 建 築 事 務 所 の 登 録 ・ 認 定 並 び に こ れ に 伴 う

事 業

第 4 条( 司王務所)

社 団 法 人 大 阪 府 建 築 士 会 内 に 置 く

第 5 条 (1生 只 )

会 長 1 名

目IJ 会 長 3 名 以 内

理 事 20名以内( 会長 ・刷会長・監査 2 名 含 む )

第 6 条 ( 役 只 町 選 出 )

会長・日IJ 会 長 . } 1 a 査は理事の互選により 選任する。

理 事 は 団 体 構 成 よ り 若 干 名 を 推 せ ん し て 選 任 す る 。

第 7 条 ( 役 只 の 任 期 )

役 只 の 任WJ は 2 年 と し 、 留 任 を 妨 げ な い 。

第 8 条 ( 会 j 荘)

役 只 会 定 例 月 1 回 他 臨 時 と し 、 会 長 が 招 集 し て

ｩＧ ｾ長となる 。

委 只 会 随 時

第 9 条 ( 経 質 的 支 弁 )

構 成 団 体 よ り の 分 担 金 並 び に 事 業 に 伴 う 収 入

第10条 ( 事 務 局 )

社 団 法 人 大 阪 府 建 築 士 会 事 務 局 内 に お し

第11条 ( 解 散 )

こ の協 議 会 は 目 的 と す る 事 業 を 達 成 し た 時 に 解 散

する.

|附 則 こ の 会則 は 昭和 48年 1 月29 日より施行する。

発足にあたっ て大 阪 建 築 士 事 務 所 団 体 協 議 会

大阪建築士 Ｇｉｾ 務所団体協議会

会 ｌｾ 小河吉之助

建 築 物 的 高 層 化 ・ 大 規 桜 化 ・ 多 機 化 過 密 化 な ど に よ り 、 建 築 必 単 行 政 を め ぐ る 符 問 題 は 益 々 被 雑

化 し て い る こ と は ご 承 知 的 通 り で あ り ま す が 、 こ れ を 単 に 建 築 行 政 庁 の 問 題 と し て 見 過 す こ と は で

き な い 情 勢 に 立 ち 至 っ て お り ま す . 大 阪 府 建 築 士 会 に お い て は 、 か ね て よ り 建 築 士 の 活 用 と 行 政 協

力 的 立 場 か ら こ れ の 解 消 に 力 を 尽 す べ 〈 、 建 築 基 準 法 の 単 体 規 定 的建 築 士へ の移 識 に つ い て 関 係 庁

へ申入れ、巡目凶を展開してきました。一方行政庁f J l lJ に お い て L 、民間建築主司王制度、法令建築士な

どの桃 恕 を 打 ち 出 し 、 こ れ の 具 体 化 を 検 討 し て こ ら れ ま し た 。

この度、はからずも大阪府下特定行政庁の袈望もあり、法令建築事務所 ｩｬｾ ｬｊＡＡＺを設け、自主的に建築

士 の 資 質 的 向 上 と 行 政 協 力 を は か る こ と を 目 的 と し て 、 大 阪 建 築 設 計 協 会 ・ 大 阪 府 建 築 士 会 ・ 日 本

建築家協会| 湖西支部の 三 団 体 の 合 同 で 大 阪 建 築 士 ・l' 務 所 団 体 協 液 会 を 設 立 す べ 〈 準 備 中 で あ り ま し

たが、この ｊ Ａｲ 意思の 一致をみて大阪 建築士事務所団体協演 会を設立 することができ、 ｾ Ｑ 回役只会

に お い て は か ら ず も 会 長 に お さ れ 、 日 正 に 一 部活動をはじめております。別掲の当協謙会的会l { I J. 役

貝 名 簿 ・法 令 建 築 事 務 所i)i llJ .交 規 程 を ご 日 承 賜 わ り た い の で あ り ま す。 こ の制 度 は 、 大 阪 府 を テ ス ト

ケ ー ス と し て い ず れ 全 図 的 に 広 が り 、 や が て 法 制l化 さ れ る 巡 び と な る こ と が 予 恕 さ れ 、 ま た そ れ を

期 待 し て い る と こ ろ で あ り ま す。 従 っ て 、 わ れ わ れ の 今後 の 行動 と 結 呆 に は 盛 大 な る 資 任 が 諜 せ ら

れ て い る 円 で あ り ま す. 本制度は法に，J J i < も の で な く 、 あ 〈 ま で そ の 趣 旨 に 質 問 し 、 自 主 的 に 規 制

運 営 す る も の で あ り ま す。 こ の 点 、 と も す れ ば 法 令 に し ば られ な い か ら と し て 安 易 に 考 え る 向 き も

あ る か と 存 じ ま す が 、 前 述 の 如 き n任 の 重 大 さ を 考 え 、 厳 格 な 述 営 を 行 い 少 〈 も 宮 古i規 筏 に 逃 背 す る

会 只 に 対 し て は 、 除 名 を 行 う と と も に 行 政 庁 へ 通 報 す る な ど 断 乎 た る 処 訟 を 講 じ 、 こ の 団 体 的 自 律

機 能 ・ 倫 理1 ・名 誉 を 堅 持 し 、 近 い 将 来 に は ill 反 迷 築 物 を な く し 怨 築 士 の 地 位 を よ ワ 閉 め る よ う 努 力

して参りたいと思います 。［渚先ｾ ｉｩ各位 向ご賛同とご支援とご 指潟を賜り、また本協議会的運営に対

し 力 を お 貸 し 下 さ る よ う お 願 い 申 上 げ 、 会 長 就 任 の 拶 後 と 致 し ま す 。

季 夫

新; 台郎

祐

原

因

回

石

山

窪

和 5爾( 副 会 長 )

敬 三

文 一 郎

水清

駒

花

房

第 1 条 ( 目 的 )

こ の 規 程 は 、 建 築 士 事 務 所 の 業 務 の う ち 、 建築 基

単 法 に よ る 建 築 確 認 事 務 に | 羽 述 し て 、 建 築 士 の 質

的 向 上 を 図 る た め 法 令 建 築 事 務 所 制 度 を 自 主 的 に

定 め こ れ を 巡 用 す る こ と に よ り 、 行 政 に 協 力 し 、

建 築 指 導 行 政 の 円 滑 な 運 営 に 寄 与 す る こ と を 目 的

とする。

第 2 条 ( 法 令 建 築 事 務 所 )

法 令 建 築 事 務 所 と は 、 自n 条 町 目 的 に 賛 同 す る 一

級 ま た はニ 級 建 築 士 事 務 所 で 、 次 の 各 号 の 要 件 を

具 え 、 大 阪 建 築 士 事 務 所 団 体 協 議 会 ( 以 下 協 議 会

という) のまま録をうけているものをいう .

(1)  開 設 者 又 は 管 理 建 築 士 が 、 第 3 条 町 法 令 建 築

事 務 所 主 査 録 有 資 格 ( 以 下 「 有 資 格 者 」 と い う )

で あ る か 、 ま た は 有 資 格 者 を 使 用 し て い る こ と .

こ の 場 合 、 少 な く と も ー 名 は 専 任 で な け れ ば な

らない.

(2) 構 造 お よ び 設 備 に つ い て 、 協 議 会 が お の お の

内職 務 を 誠 実 に 履 行 で き る と 認 め る 建 築 士 もし

く は 技 術 者 を 使 用 す る か 、 ま た は 、 f易 機 会 が そ

の職 務 を 総 笑 に 履 行 で き る と 認 め る お の お の 司 王

務 所 と 2位務に附する契約を結んでおること。

(3)  当該怨築士事務所の過去の実餓および| ; ; 阻止者、

管 理 建 築 士 的 人 格 総 見 が す ぐ れ て い る こ と .

2  法 令 建 築 事 務 所 の 登 録 的 有 効 期 JHI は 3 年 と し .

JUJll JJ i前了前に: a 新の登録をうけることができる。

第 3 条 ( 法 令 挫 築 事 務 所 登 録 有 資 格 者 )

法 令 建 築 事 務 所 登 録 有 資 格 者 と は 、 法 令 建 築 事 務

所 内 業 務 を 行 う も の で 、 建 築 士 法 の 建 築 士 の う ち .

次 的 各 号 に 該 当 す る 協 液 会 内 定 め る 有 資 格 者 の 名

簿 ( 以 下 「 有 資 格 者 名 簿J と い う ) に 登載 さ れ て

い る も の を い う 。

(1) 建 築 主 事 資 格 検 定 考 査 ま た は 協 議 会 的 行 う 資

絡 検 定 に 合 格 し た も の。

(2)  協 議 会 が 行 う 受 録 研 修 を う け 、 こ れ を 修 了 し

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

法 令 建 築 事 務 所 制 度 規 程

震

男

大 阪 建 築 士 事 務 所 団 体 協 機 会 役 員 名 簿 ( 順不同)

・大 阪 府 建 築 士 会 9 名

小 河 吉 之 助( 会長)

小 西 岬

平 田 定 男

・ 大 阪 建 築Z宣言十協会 6 名

小 川 実 ( 副 会 長 )

小 田 健 治 郎

・ 日 本建 築 家 協 会 関 西 支 部

岡 本 一 郎

西 嶋 徳 太 郎( 副 会 長 )

容
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大 阪 建 築 設 計 協 会

(  6 名 )

( 会 長) 小 河 吉 之 助

( 副会長) 清水利 瀬 、 西 嶋 徳 太 郎 、 小 川 実

〈ユ

審

員

4  
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( 10名)

査

委

登

重量

業

務

対
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酬

委

員

三 J L三

(  10名 ) ( 10名 ) ( 10名 )

大 阪 建築 士 事 務 所 団 体 協 議会 権 威 図

研

修
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員
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北 出 品 岸 地 止 副 社 当 主 出 品 〉 と 副 社
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1. 露出防水のフクレを完全に防止します5

2.下 地 挙 動 を 緩 和 し 、優 れ た 耐 亀 裂 性 を

発 揮 し ま す 。

3.従 来 の 絶 縁 工 法 に な い 接 着 力 で 、胤に

よ る 剥 離 を 防 止 し ま す 。

⑥Ef Z2Z2 2 mJE芳2p 組 合

. 大阪市東淀川区瑞光通 り4 丁目 30の 2 T E L 大阪 ( 329) 7737(代 表 )

日 新 工 業 赫 式 会 社

本社営業所 . 東京都足立区千住東2丁目 21 番28号 T E L 東京 (882) 2424 (代 表)

大阪支底. 大阪市東淀川区消光通り 4丁目 30の2 T  E  L 大阪 (329) 7737- 7740  

出張所. 名古屋 (741 ) 4257- 8. 広島 (21) 1010・1061・福岡 (74) 3461- 3

. 札 幌 (51 ) 5659・6885・山形 (23) 0437- 9 工寝. 東京. 鴻王・山形
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1 登 法 !
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1 お務 !

i 者 所 ;

11川11川11川11山11川11川11川11川1“川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11山11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1刊川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l“川11川1日川11川11川11川11川11川11川IlI t川111川11川11 l  

たもの。

2  j前狗I郡1貰1の有資格名は、 f協晶Z議高会町行う研修をうけな

lけt tれ1.1はj : "主な.らな bい、~。

3  有資格者名草簿軍の登縦の有効J期銅Ii川附i日川11は 3 年 11問i日川11 とし、

J却UI日川11川!日川11附付t筒了前に主登走司批の E挺z華' f r をすることができる。

第 4 条( 法令建築司事E務 所 の 業 務)

法令沼往Ａｾ築 ｅ 耳Ｄ玉務所は次肉 Ｒ業監務を行うものとする Ｎ

(ω1υ)  建築主カか‘ ら設3計十依頼をうけ主挫E築 士z司事l拝玉背手務主M戸所斤とし

てZ設生1計十するにあたり、 主建ｉＡｾ築 ｦ｛， ｬ必圭割部直法ならひぴ，に延建 ｅ 築

[ 閃則係法令( 以下建築l附刻矧イ係系法令という) に| 附則して適

正 な 2設i生tJ計十図 F件Fを 作1成蕊することι @  

(凶2幻) 他の主建主築士司事玉務戸所斤の作成した般J剖tl図週f件1咋Fまたは

確 認 申 2消古z件1咋Fを誹淵1査し、主建主築l閃湖係法令に| 附則して適

正主な- 石硲在認申 2前hf古'/f'件I咋Fおよひぴ必必、喜袈z図 f件1咋Fを{ 作乍成し、 また

は 作 成 に 協 力 す る こ と 。

(ω3ω)  建築士およひぴＧ主建主築主カか、ら主建ｉＡｾ築再ｼ似閃品則 ｬ 係法令に ｉ閑刻 し

て、 ヲヰ1王前相3淡斑に応応、ずること .

2  前 ｉ唄 ｒ 担第 ｾ ｬ 号およひぴＮ白ｾＺ［ 2 号の業務を干行T うときは、

あらカか、じめ現1地也を』剥:.1'1査f主Eし な け れ ぱ な ら な Lい、、。

司第1 5 条 Ｈ法令 建築 ｚ事 ｩド ｅ苛手務若灯戸所斤の Ｑ資ｾげす務主約 )  

法令抱建Ａｾ築蒔 ｙ弔 ｊ ＾珂幸務 ｅ 所は、 狙控Ａｾ築 ｅ制 ｬ閃則則ｻ係系法令に ＱＱＯ，附民則 ｬ しＫ分迎迎 ｩ 解

を 深 め る よ う 研s鈴賛を旦虫1ね、 ｲ向 ｅ別 ｊ皮支な街知 Ｑ［ 謎誼の琶曾 ｾｈ 符呼につ

と め 、 誠E実E な3業佐f 葺をヰ行T わなけれ{ ぱZ な ら な い。

自m6 条 Ｈ法令狙建Ａｾ築 ｅ ヲ ｊ＾ 河幸務藷所の殺務 Ｉ

法令沼建Ａｾ築ｉＧ［ ＼ ｊ＾βｅ 可 手務革抑戸所斤 ｬは立、 自ら股ｾ Ｍ日 ＱＭ した ｅ池 ｅ 築物または工

作物については、 法令抱恕E築 3司市i芥E可干務主創R所好と L て の 業 務 を

- r r わな tすt L lはj : " ならなし、、
@  

2  法令沼恕 ｉ 築 と＼ ｊ ｾ 務所が作成またはｻ作乍成の協カをした

硲認認l申官制}「舟r.件f咋Fに 添 付 す る 設 計 図f魯!咋Fについては、冒t r ; 3

条の有ま資T格名者a 第 2 粂 z第I U項J(耳第1 2号号トにいう榊造およ

ひぴ設 ｬｅ投 ｪ止 ｴ 制制伽 ｩ￬ Ｍｴ但旦当技 ｦ術桁者もし〈は Ｇ ｊｾ 珂手務若所は自ら ｦ作乍成、 ま

たは作成の協力をした図 ｦ件 ｴ咋 ｆ 向各王諜臨に記 Ｔ才ｾ ， ｦ燦祭印しな

けtれ1I はj : " ならない.

3  法令主迎住 ｺ築ｬＡｩ ｩ ｊｾ 汗す務若所が ｦ作乍成、 ま た は 作 成 内f協畠力をし

た抱挫E築石硲寵認認. 申 J消f舟I件には別に定める" 昨F式によ，り) 、法

令抱挫Ｚ築 Ｍ ｊ ｾ王可す務 ｅ 所 ｦ名 ｅ 、 およひぴ. 耳布T' f 資E絡司ポ者門片守4才v片' を3記己、峨1隙在しなけ

t L lは立j : "なら主な. い.

4  法令主往 ｅ 築 ｚ事 ｊ ｾ珂手務 ｅ 所が作成、 ま た は 作1成蕊の f協晶力をし

た主往ｉＡｾ築 ｅ削守物勿もし〈は工作物のエ ｺ司事 Ｑド主については、有資

絡オ名，Ｍ自ら工 ｺ司事 ｊ ｾ 箆位 ｩ 理寸す名， Ｑ ［［ Ｍ となるか、 泊池!t築E主 を し て エ2司事ｊｾ＠ E  

E肱主葛攻! 者を定めるよう扮草導事しなな了けれぱならなルい、、.  
5  i前i五狗i可I項 の 工z事1持玉に閲しては、法令に巡反することの

なきよう f品品古一に現抜坊1を把t縦民し、 狙建!g築E主、 エ 2司不J>監翠珪E者

またはコ二コz事I匹E施工者者一に協力しなけれぱならな Lい、、.  
首第17 粂 ( 法令週建lt築E制司不王務F所斤の3資茸任 )

法令廷建!t築Eヲ弔F 務戸所斤が自ら f作乍成し、 またはf作乍「成此の協力

をした Z設生抑:計計十. 図¥'1同カがず叶l閃刻係法令に適子令トしないまま祖強lt築E  

物 若 し 〈 は エ 作 物 が5梢r行fエされ、 E成比いは工>J>nカがe完 7

した f場必合、延建E築 主 等 の う け る 釧z空怒T竪子については1賀:-tれf任壬

をもつて合法的主な- 措t也丘を」泌梓じなけれ lぱ工ならな L 、、.  
第 8 粂 ( 契 約 . 報 酬 )

法令忍建 ｬｾ 築陸司事王務所の業 ｉ務 ｅ の契約と報酬は別に定める

と こ ろ に よ る .

第 9 条( 大阪週建I築 士z事F務 所 団 休 協z股高会)

こ肉規干位込町笑施は、 大阪狙硲!t築誕士Z事J>背手務E戸所斤団休協Z液搾会

てで. 行う九。

2  大阪主建韮z築E士< ] : > 務所団f体本f協品; 議斑会の会n蜘則1引川lリl は、 男矧別lリl に 定

める.

百t:o lω0粂 ( 指草持主. 監督 )

宮第1 3 条の法令沼建E築耳事E冴幸務占灯戸所斤が不誠E尖起な業務を行つた

ときは、 ｔ協私 ｺ談員会は、当骸法令抱雄Ａｾ築甚 Ｇ ｊβ Ｑ河 ｲ務 ｅ 所の登録を

I取f収兄r消肖し、 若し〈は有資絡者名担締草の登、峨 ｬ隙 准を抹 ｩｾ消 ｲ悶 ｪ する

ことカずで子きる.

2  t協島t淡謹会が前耳項1の 処 分 を 行 つ た と き は 、 そ の 旨 を

大阪府ならひぴ. に各特定行政庁に通梢鰍1す る も の と す

る.

第1口I 条 (  車剰細{田D 11則lリlけ)  

この規程の施行に必喜婆喜な2事F 存羽Iについては、引別l に 細

H卯則lリl てで，定める。

1I附什 H即則iリl  

1  このf制1計制削11刈円山JJ.皮変は、 日昭召和4ω8年 4 月 1 日カか、ら爽施する。

2  このi制li制刷】H刈リ山JJ.皮交実施まえと笑純施i初 年l皮立に限り、 r大阪姐処l  

築士碍事E務 所 団 体f協島z殺斑会カがe沼建E築主司事E資格検定考考- 査に

手令半格した 者 と 同主奇等号辛: 以上と詑認. めるオ者? 肉取扱い要領 J

により詩第 ｾ Ｓ 粂担第 ｾＱＱ 項 Ｑ買 Ｑ 第 Ｑ 号に規定する ｊ布司守今と同 ｚ勾す芋 ｲ 以

上 と z認zめた宅者f については、 ｺ第 Ｑ Ｓ 条自第ｾ 1  J立羽ri 首第11 号 に

鋭宝定芭する者とみなすものとする.

3  この i制1初削H削JI皮変 の 笑 施 前 に お い て J郎{of向由e行 う 登 録 研 修 を

終 7 し た 者 は 、 第 3 粂 第 1 耳羽i 第 2 号に去鋭昆定する者

と み な す も の と す る .

11川11川11川l川川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川111川1111川11川11川11川111川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l日川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l  

11 

法 令 建 築 事 務 所 制 度 実 施 ま で の 経 過 概 要 表
第 4 図
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τ ，宅，ｾＮ、ごＮＮ ..: 

マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

耐 久 性 の す ぐ れ た 防湿床 材

特 長

1  耐久性 : 耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低〈、ホコりなど生じない。

3  すベり十正抗性: すベり抵守克性にすぐれている 。

4  復元性 : 弾性があり、万一亀裂ができても使用している問に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリー卜、金属 、木など、 どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

J 園、@

FLl NTKOTE 

、_，

フリントコートについてのお問合 せ は 下 記へ

ｪ 限式会 ｦｦｩ￭ シェル厄 ｾ￦～ 版発売所
τｆ 宅 ｉｾｉＭ こｉｬ ｾｉＭ 施工販売部

大 阪 ⑥532 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 2 丁 目 7 6  f i ( 0 6)  303 - 7 13 1  

東 京 ⑮104 東 京 都 中 央 区 宝 町2丁 目 4番 地( 第2ぬ り 彦 ピ ル3階 ) 含 ( 0 3) 5 62  - 4646 

名古屋< ! i ! > 461 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日本 橋 ビ ル4 階 ) f i ( 052 ) 931 - 8537 

広 島 <!!!>730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 審 6 号 ( 西 林 ビ ル 3 階 ) f i ( 0822) 21 ー 1224

掲 岡 ⑤810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 l ー 1 - 5  ( 舞 鶴 ビ ノレ3 階 ) f i ( 092 )  77 - 1961 

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 



口写真と概裂をどしどしお送 。) ( ださい.

凡!日1) :  a 所h・1血 b 倣I血IfiiW c. .¥Jl築 lfiil!t d  延 而111 e. IoWj 立#l. 悦 f. T .J U) 

856. 日 野 自 工 デ ザ イ ン セ ン タ ー I 857.  日新製糖豊洲スポーツセンター I 858.  泉 北 E - 1 高層団地 B 地区

設計 : 竹 中 工 務 底

施 工 竹 中 工 務 l苫

a. 東 京 都 日 野 市 日 野 台

b.  43. 964m'  

c.  1，239m'  

d.  1，849m'  

e.  S造、 2 F

f. 1I目f1147年 6 月~昭和47年 12月

設計 : 竹 中 工 務 底

地 工 竹 中 工 務 后

a  . 見L京町)1 江 点 区 12 洲 5 - 6  

b.  9，474m'  

c.  6，616m'  

d .  21，378m'  

e.  R C & S 6 F  

f  昭和47.11' 1 月~昭和471ド12J)

設 計 日本住宅公団 昭 和 設 計

施 工 大 日 本 土 木 大 阪 支 l吉

a  . よ阪府堺市泉北} J ! ヶ丘地区E- I

c.  1，222m'  

d.  11 ，119m'  

e.  S  R  C 造、 10F

f . 1I円相146.11' 7 f1 -11日平日4711' 11 月

859.  三 菱 セ メ ン ト 中 央 研 究 所 I 860 ， 西 日 本 体 育 会 本 部 ビ ル I 861 .  大阪府南河内府民センタービル

862 楢

:ut JI" : 竹 中 工 務 庖

地工 竹 中 工 務 l苫

a.  J荷I i . 県秩父 m; 償神高村

b  .  185，933m'  

c .  812m'  

d  .  2，551m'  

e.  R  C 造、 4 F 、P 1  

f .  I昭和47年 0 1 一昭和47年 12月

設計 : 安 原 中 筋 建 築 研 究 所

焔 工 : 大 日 本 土 木 大 阪 支 庖

a. 東大阪，[ ， ｌｾ 悶 Ｕ 4  9  - 1  

b .  2，306m'  

c  .  1，374.  78m'  

d.  2，831. 64m'  

e.  R C造81 3F  PHft 且 R遣2F

f  昭和47年 5 月~昭和47年 12月

設計 : 大阪府建築部営鉱工事謀、対聖書計

施 工 : 飛島建設 ・海原建設共同企垂体

a 五i l l l H，打 J.r 田r2  r 口6 - 1  

b.  9，871. 300m'  

2，776. 729m'  

7，954. 308m'  

e.  R  C j立、 4 F 、8 1. P 2、その他

f . 1I 11初46年 10).)-11召和47年 12月

栄 ビ ル I 863.  茨 木 市 合 同 庁 舎 I 864.  神 戸 銀 行 三 田 支 底

設計 : 大 日 本 土 木 大 阪 支 庖

脇 工 大 日 本 土 木 大 阪 支 l苫

a  大阪， )il t J 区鰻ri- oJ' 之町 3 i岳地

b.  202. 23m'  

177. 07m'  

d  .  743 .94m'  

e.  R  C j近、 5 F 、P HH

f . 1I円相47年 2 ).) - l I ll千1147年 9 J1

設 計 : 革本市重註留軍草書、車恒温華事宮前

総工 鹿 島 建 設

a. 茨 木 市 束 中 条 町 2 9 8 得

b  .  1，840.  53m'  

c.  1，102. 00m'  

d.  6，569. 0Im'  

e.  R  C述、 7F 、8 l (一部4F )  

f . 昭和47年 1 月~昭相48
1
f 1  JI 

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 熊 谷 組

a  兵1・11県三岡市三姶' 1 ' 杉元6941昨地

b  .  2，337.  59m'  

c.  733. 47m'  

d  .  1，421. 70m'  

e.  R  C 造、 3 F

f  昭和46年 8 J I- II 目制47年 2 月



防水層の保護と軽量、断熱に

東邦の，¥0ーヲイトヨ〉タリート (桁… 一

Ｂ削川Ｇ即酬川ｼ目川 ｬ川 ｉｉｉｾ 川 ｅ
一γ，，. - 1 岡岡困岡圃岡. .  圃固. 凶-

丙L〕 剛 剛 耐 四 叩 圃 四

圃

岡 田 岡 田 岡 田 園 田 岡 田 . 圃 ・ - -

園田園田・_ 11

屋 よ ア ス フ ア ル ト防 水層 の 保 積 、 断 熱 、 軽量 に 東 邦 J ぐーラ イ ト コ ン ク リ ー 卜

P C ー D 工 法 採 用 の 大 埠 法 務 合 同l守 番

殺 計 近 畿 地 方 建 設 局 施 工 K K 伊 藤 組 、 K K 笹 川 組

PC- D工法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

. 11方水層 の 押 え に 使 用 し 仕 上 モ ル タ ル の 要 ら な い 金 ゴ テ ー

ノマッ仕上 工 法

・ デ y キ プ レ ー ト の 軽 量 化 や 銀 出 11方水下1也、 ま た は 貼 物 下

地 に ナラ シモノレタノレの袈らな い金 ゴ テ ー パ ツ 仕 上工 法

畳下地の省力化と塩ビ系タイル下地の防湿、防温、軽量化、断熱( 結露防止) に

東邦の，芯ーヲイトモルタル

各 階 の 9 タ ミ 下 地 に 東 邦 J ぐー ラ イ ト モ ル タ ル P Mー C 工 法 採 用 の

大 宮 高 層 介 線 住 宅

殺 計 大 阪 市 住 宅 供給 公 社 主革エ K K 間 組、 K K 熊 谷 組

本方 ｉｲＭｉＢＧｾ キ ｓＴ
化粧 、l吸音 、防湿 、断熱 ( 結 露防止) と多 目的用 に

- ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リー ト 下地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 接 吹

付 し て 争IJ自IE.の 心、直己がない

・ か ベ 面 は 金 ゴ テ 押 え す れ ば 旅 情 壁 タ イ プ の 表 面強 度 の あ

るソフトでデラックスなムードである( ネオノマーノレスキ

ン の 特 徴 )

・- . I-，f . ' E で仕上るので工 期 の 短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・ 下地はポード類、鉄板 ｾｲｩ 、 石綿板、モルタ ｊ レ主Ｚど 何 んで

もよい

- 際司I! 色 20色 と 特 別 色 も で き る

P M- C工法

- タタミ 下 地の 床 組 ( 大 工仕事 ) が 全 〈 要 ら な い の で工 期

短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・床 組 し な い の で 建 物 の ボ リ ュ ー ム の 節 約 が で き る

e  

・無 機 質 100% 絶 対 耐 火 そ れ に 多 孔性 材 料 の た め I汲ifllt 、: i IA

音 に 優 れ て い る

・ 独 立気 泡の 東 邦 パ ー ラ イ トと 防 水 液 を 使 用 し た 完 全 防

水 パ ー ラ イ ト モ ル タ ル であるため、 jJJ 気 を 全 く 透 さ な い

比 重 ・ 断 熱 共 木 材 並 1 3  

( 比 重 0. 85kg / t 、 熱 伝 導 率 0 . 14kca l / mhc )

か ベ函 に ヰ オパ ー ル ス キ ン 1 F  K  ( 吹 付 後 金 ゴ テ 押 え ) 採 用 の

村聖子、 森 建 築 事 務 所

般 世 十 村 野 ・ 森 建 築 事 務 所 施 工 鹿 島 建t2: K K  

命|

東邦ハ。ーヲｾ・銑王宮会担 ｼ

14 

大阪市東区森之宮酉の町ｾｾＭ 代 表 06 - 941 - 9243 - 7  

〈営業 所〉 東 京[I M: I !U s::a<......... 広 島[1!:}'.i-.czr:.....I_1 岡 山 0862 - 72 - 2  0  6  9  

高 松[11: ，l: "，，，_ _ : WI "， 金 沢0762 - 44 - 3  3  4  7  



建

築

の

眼

安 田 宏

新 自 事 後 術 コ ンサルタ ン ト 企 画 郡 長

城 谷 豊

福 井 大 学 敏 慢

木 原 正 雄

住 宅 公 団 大 阪 支 所 理 録 音 事 長

深 井 満 雄

新 日本 空 調 大 阪 支 庖 支 庖 長 代 理

1 月号より 6 月 号 車 で上 記 4 氏 で 担 当

発ミ 3 月号よ り よ領 潤 一郎 氏 に 治、わ っ

て 深 井 満 雄 氏 が 担 当

口 人 工 の 制 御

家 の 中 に 太 陽 を よ び 入 れ 、 高 原 の 冷 気 を さ そ い 、 ま た 居 な が ら に し て 月 世 界 遊 泳 を 楽 し む と い っ た 人 聞 の 夢

は い ま や 現 実 の も の と な っ た 。 ま た 、 コ ン ビ ュ ー タ の 発 明 は 社 会 や 技 術 の 開 発 に 一 大 革 命 を も た ら し た 。 建

築 設 備 や 物 質 環 境 の 急 速 な 発 達 は こ こ 数 年 と み に 著 し い 。 と こ ろ で 、 こ れ ら 近 代 的 機 械 文 明 の 歴 史 は 、 た か

だ か 100年 前 後 の こ と だ か ら 、 何 億 年 も の 永 い 問 、 自 然 を 対 象 に 生 き て き た 人 間 が こ れ に う ま く 順 応 し え て

い る か ど う か は 疑 わ し い。 そ れ よ り も 、 新 し い 設備 の制 御 を 誤 っ て 大 惨 事 を お こ し 、 自 然 の エ コ ロ ジ カ l レサ

イク J レ を く る わ す こ と の 方 が よ り 心 配であ る。 自 由 時 間都 市 とか 24時 間都 市 といっ た考 え 方 に い た っ て は 自

然 の 冒 と く で な く て 何 で あ ろ う か。

一ーイ 最 先 に す だ れ を 下 げ 、 風 鈴 の 音 に 涼 し さ を 味 わ い 、 露 地 に 打 水 し て 、 氷 水 で 喉 を 潤 す な ど 、 自 然 融 合 を

基 調 と す る 東 洋 的 な 環 境 演 出 は 二 度 と 庶 民 に は 戻 っ て こ な い の で あ ろ う か 。

便 利 に す る 、 自 然 を 征 服 す る と い う こ と は 、 限 ら れ た 地 球 人 間 に と っ て 必 要 な こ と な の か も 知 れ な い。しか

し 、 よ り 便利 に 、 よ り 人 工 的 に す る 前 に 、 も う 一 度 自 然 を 見 直 し 、 多 少不 便 で 貧 し く て も よ い か ら 、 安 全 対

策 と か 故 障 絶 無 を 期 す る こ と の 方 が 、 よ り 人 間 的 で よ り 重 要 な こ と で は な い の か 。 ( Y )

口 住 宅 の 規 模

北 陸 3 県 の 住 宅 は 大 き い。 Uf!j;f 日43年 住 宅 統計 調 査 に よ る と 都 道 府 県別 の 住宅 平 均規模は、 富 山 県 が 全 国 1 位

で 127m
2

、 2 位 が 石川 県 で 120m
2

、 そ し て 福 井 県 が 4 位 で 115m2  ( ちなみに 東 京 都 は50m
2

) である 。 な ぜ 全

県 平 均 で35坪 以 上 も の 規 模 に な る の か 、 歴 史 的 ・地 域 的 要 因 の 関 係 し た 興 味 深 い研 究 テ ー ? で は あ る が 、 依

然としてなぞである。

ほ か に 住 宅 の 比 較 的 大 き な 県 と し て 新 潟 ・秋 田 ・長 野 ・滋 賀 ・岐 阜 ・山形 な ど が 挙 げ ら れ る と こ ろ か ら 、 雪

国 ・袈 日 本 ・農 業 県 と か い う こ と に 関 係 あ り そ うにみえて、実は 明 快 に 説 明 し き れ な い 。 そ れ ら し い 理 由 に 、

浄 土 真 宗 を 中 心 と し た 信 仰 厚 い 地 方 と し て 仏 事 を 家 庭 で 行 な う た め の 広 聞 の 必 要 が指 摘 さ れ て い る が 、 戦 後

の 生 活 様 式 の 変 化 な ど か ら 、 こ れ も 決 定 的 理 由 に は な り そ う も な い 。 た だ これ に 関 連 し て 思 い 当 る の は 、 北

陸 で は 、少 な く と も 福 井 地 方 で は 、 仏 事 に も ま し て 婚礼 が盛大で、 2- 300万 円 の 出 資 が 平均 的 ・慣 行 的 だ と

い う こ と で あ る 。 異 常 と も い う べ き こ の 示 威的 支 出 は 、 資 産 家 で あ る こ と を 重 んずるこ の地 方 の 伝 統 的 な 風

潮に根ざしており、 必袈 以 上 に 大 き な 住 宅 を 建 て る こ と も 綴 は 同 じとみら れ る。 他 国者 の邪 推 で あ れ ば 幸 い

であるが一一一。 ( S )

口 人 間 エ ゴ

何 故 か 、 ま た 「 ぼ や き 」 の よ う な こ と を 記 し て し ま う 偏 狭 さ を お 許 し 願 い た い 。 一一ー と か く 動 物 と い う も の

は 、 集 団 に な れ ば 不 満 や 外 敵 に 対 し て 粗 暴 に ま で 強 く な る も の だ 。 人 間 に あ っ て は 頭 脳 が 整 っ て い る だ け 、

そ れ が 意 識 的 に 計 画 し 行 動 さ れ て い る 。 こ れ は 生 存 競 争 上 の 本 能 で あ ろ う が 、 権 力 に 対 し て の 弱 者 の 主 張 と

し て な ら 肯 定 も で き る が 、 近 年 の 流 行 の よ う に 、 無 思 服 、 な 暴 力 的 行 動 に 対 し て は何 を か 言 わ ん や で あ る 。 な

る ほ ど 、 人 間 に は 椴利 と い う も の が あ る 、 し か し そ れ は 反 面 で 義 務 と い う も の の 自党 が あ っ て こ そ 全 う し 得

る も の で あ る と 思 う 。 人 聞 の 生 活 は 、 究 極 、 自 己 に 直 結 し た も の を 中 心 に出 発 す る の は 己 む を 得 な い と し て

も 、 少 な く と も 社 会 集 団 の ー 貝 で あ る 自 己 を 忘 れ で は な ら な い 。 同 世 代 の 多 く の 若 者 が 社 会 の何 ら か の 梢 成 貝

と し て 世 に あ る と き 、 恵 ま れ た 環 境 に 育 て ら れ て い る 一 部 の 分 子 が 革 命 の 名 に 酔 っ て 、 極 端 な 暴 徒 と 化 す の は

許 し 難 い。 こ う い っ た 風i弱l が 近 代 社 会 の 一 種 の 馴 れ と な っ て し ま っ て は た ま ら な い 。 み だ り に の さ ば る 一 方

的 権 力 に 対 抗 す る こ と は 赴 と す る が 、 そ う で は な く 、 一 旦 、 あ る 獲 得 を 得 た と き 、 そ れ に 到 っ た 大 来 的 、 第三

者 的 見 地 を 忘 れ て 、 さ ら に そ れ 以 上 の 何 か を 満 足 さ せ よ う と す る 一一一人 間 必 然 の 欲 望 を 超 え た 「 人 間 エ ゴ 」

の 部 類 に 属 す る よ う に 恩 わ れ る 運 動 が あ ま り に も 多 過 ぎ る 現 代 に 、 設 も が馴 れ 過 ぎ な い で 、 正 し い 批 判 を し

ようではないか。 ( K )

口 「車色対」という 言 葉

最近、 r ; j : 色対」という言葉があらゆる函で簡 単 に 通 用 し 難 く な っ て き た よ う に 思 わ れ て な ら な い。 とくに、

過 去 、 科 学 技 術 の 分 野 で は 好 ん で 使 用 さ れ 、 通 用 き れ て き た 言 葉 で あ る が 、 極 度 に 情 報 化 さ れ 、 多 角 化 さ れ

て き た 現 代 、 す べ て の こ と が 、 常 に 相 対 的 で あ り 、 表 裏 的 で あ る 。 立 場 、 事 情 の相 途 、 正 反 対 も ま た 其 な り 、

今 日 の 白 が 明 日 の 黒 で あ り 得 る こ と を 常 に 念 頭 に 置 か ね ば な ら な い ほ ど 複 雑 化 し て い る こ と は 否 定 で き な い

だろう 。

十 数 年 前 、 絶 対 不 可 能 と 思 わ れ て い た 月 世 界 へ の 人 類 の 生 存 が 可 能 と な り 、 絶 対 安 全 と 思 っ て い た 食 品 が 明

日は公害の元凶であ ったり、まったくわれわれの貧しい常識では考えも及ばない今日この頃であることを思えば、

「草色対」と断言できるものは何もないように恩われる。

各個 人 々 々 の 知 識 、 常 識 、 能 力 、 経 験 が い か に 狭 隠 に し て か つ貧 困 な 範 囲 の も の で あ る か を 再 認 織 す る 必 要

が あ る と と も に 、 逆 に 、 衆 知 、 綜 合 力 は 絶 対 不可 能 をも 可 能 にする カ を十 分 も っ て い る こ と を 自 党 す べ き で あ

ろう。

「絶対不可能だ」、「絶対こうだ」、等々各個人が断言できるケースはきわめて少なくなってきていることは事実

で あ り 、 今 後 、 「 断 言 」 と 「 決 断 」 の 相 違 点 を 十 分 に 理 解 し 、 方 針 を 鋲 ま ら な い よ う 注 意 し た い も の で あ る 。

r l + l = 2 j だけでなく、 r 3 - 1 = 2 j も あ る と い う 感 党 が 、 今 後 ま す ま す 要 求 さ れ る 時 代 で あ る ば か り

でなく、 r l + l = 3 j に も な り 得 る 発 想 こ そ 定 着 さ せ ね ば な ら な い の で は な い だ ろ う か 。 ( F )

挫築 と社会/ 1973年 4 月号
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近 畿 車 輔 株 式 会 社

近 畿 工 業 株 式 会 社

本 社 大阪市北区梅ヶ校町 1 0  8 排地 新 梅 ヶ 枝 町 ピ ル 電 話 大 阪 (363) 3  3  7  1代表

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 神 田 松 永 町 1 9 東 京 近 鉄 ピ ル 包 括東京 ( 255) 8  2  7  1代表

名 古 屋 支 底 名 古 屋 市 中 村 区 広 井 町 2 - 2  2  1I 1/ : ，¥ピルm. ft昔名古屋 ( 571 ) 9111 

神 戸 営 機 所 神 戸 市 生 田 区 梅 山 i岨1 - 5  - 1  新*11 ピ ル 包 括 神 戸 ( 391) 0 9 0 5

広 島 営 換 所 広 砧 市 鉄 砲 町 1 0 番 1 0 号 舟 匝 ビ ル 世 話 広 島 (21 ) 6  5  8  5  

福 岡 営 換 所 福 岡 市 博 多 駅 中 央 術 8 伺 3 6 博 多 ピ ル 包 括福岡 (41) 9  3  6  1  
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編 集 人 松 井 昭 光

印 刷 昭 和 48 年 4 月 20 日

発 行 昭 和 48 年 4 月 25 日

発 行 人 補 中 定 三 郎

発 行 所 ( 社 ) 日 本 建 築 協 会

大阪市東区北浜 3 - 37 

電 大 阪 231- 9 6 4 8

振 替 口 座 大 阪 39975

印 刷 者 網 野 栄

印 刷 所 側 研 文 字土

大 阪 市 北 区 堂 山 町 66

1I t 大阪 361- 0  3  5  1  
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告 通常総会議決報告。昭和48年度第 l 回 ・第 2 回若い会員の集い一高居

ヒソレを考える。新緑の京の郊外を訪れてー北山杉の見学と高山寺石水

院の拝観一。 … ・…・・… ー - 一 ……… ーー ・・・ ・…・・…. . . . . 3  
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グル ープ I S S B71 文 ・村 本 勝 司 写真 ・問 中 宏 明 ー.19

自然散歩村c o- oP五明センタ ー- … .. .. . . . . " . . . . …・・…・…ー 20  

設計 : K K鈴木隆二建築設計事務所

施工: 飯地建設業協同組合
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くつろぎのひととき. ビリヤ-

吻 吟 v・W句"鯛マ
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9 nハヨピ U tヨード

¥.';t. 、 老 若 男 女 を と わ ず ビ リ ヤ ー ド フ ァ ン が 増 え て い ま す 。 ビ リ ヤ ー ド は 撞 t 人 の 腕

に 応 じ て 正 確 に 反 応 す る 頭 脳 的 な イ ン ドア ス ポ ー ツ で す 。 仕 事 疲 れ の 息 抜 き に 、 家 族
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し み く だ さ い 。
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多 年 の 経 験 を 生 か し て 他 に 類 を み な L 、 最 適 環 境 で あ な た を お 迎 え い た し ま す
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飯 地 高 原

自 然 散 歩 村 五 明 セ ン タ ー

計画設守

一 鈴木隆二建築設計事務所
監理

施 工 飯 地 建 設 業 協 同 組 合

所 在 地 岐 阜 県 恋 那 市 飯 J也町入野

事 業 主 体 一 宮 生 活 協 同 組 合

造 形 担 当 造 形 美 術 工 房 二 科 会 事 代 宏 、 松 治

全 体 面 積 330，OOOm'

第 1 期 対 象 面 積 64 ，OOOm'  

建 築 物 概 要 セ ン タ ー ハ ウ ス ( R C 造 2 階 建 ) 等 10棟

延 面 積 2，100m'

開 設 年 月 昭 和46年 3 月

メ 包ｾ Ｍー ィ ー・官 ｜

一坦 坦 リE且一一



名 称

施 設 建 物

情 造 ( 規模)

屋

械 要

延fuifr!

駐 車 織 野 外 食 堂 焼 却 炉 ・貯水ダム ・高 ili 水槽 天然、スケート場

魚つり谷

内

{  

廿

屋 | セ ン タ ー ハ ウ ス R C造 2 F  

ロ A ロ ッジ(1) C  B造 平家主主ー 2 室

内 1 " A  0  .，ジ (2) C B造 平 家 建 4 室

ジ B ロ ッジ(3) C B造平家主主 4 室

グ B ロ Y ジ(4) C B造 平 家 建 2 室
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施 |
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研修センター( 宿泊併用) 第 3 期計画中
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外集会場 キャンプ村 ( 計画中 ) 咽

今 日 レ ジ ャ ー 産 業 が 、 自 然 破 域 に つ な が る

施 設 依 存 型 開 発 と な っ て い る こ と は 、 衆知

の事実である。

こうしたなかで、一宮生活協同組合が、 、、よ

り 良 い 生 活 の た め に H と い う 創 立 の 理 恕の

具現として、水自然との対話のなかで人t:ll 性

を と り も ど し 、 よ り 22か で 創 造 的 な 人 間 と

し て 生 き て い 〈 た め の r場 J 飯 地 高 原 自 然

散 歩 村 五 明 セ ン タ ー の 建 設 に 、 か ぎ り な い

情 熱 を か た む け て と り 組 ん だ こ とは、 n の

レ ク リ エ ー シ ョ ン 向 原 点 に 立 っ た 先 行 的 事

業 と し て 、 笑 に1主義深いことであった。

昭 和43年 企 画 に 稽 手 、 以 来 3 年 有 余 の 歳 月

をかけた設計期! 日l 中 、 企 画 に 参 画 し た 人 々

の王手門的総点からの多種多様な意見やビ ジ

ョ ン の 一 つ ひ と つ を 大 切 に し 、 ど う' かた

ち ' と し て 表 現 す る か 、 つ み か さ ね 、 ね り

あげてい〈プロセスこそが、 f也に類をみな

い価値ある事業であったと思う。

与 え ら れ た 3 3 万 平 方 米 の 空 間 条 件 に 、 対

応 す る 望 ま し い 空 間 e 1; 1"  

1  イ申 び 伸 ぴ し た 感 じ を 起 さ せ る 開 け た 自

自主・拡がり

2  と じ 込 め ら れ た リ ラ ク セ ー シ ョ ン と 休

息 的 場

3 . 輿 鷲 や 気 晴 ら し 、好 奇 心 、 動 き を 呼 ぴ

起 す 空 間

この 三 つ の 呉 質 な も の を ど う 統一 し 、 ど う

表 現 す る か。

た と え ば 、 駐 車 場 へ 稽 い て 、 セ ン タ ー ハ ウ

ス ま で の ア プ ロ ー チ を ど う す る か 、 訪 れ る

人 的心理 状 態 を 考 え て み る 。 自 の ま わ りが

過 度 に 人 工 的 だ っ た り 、 暗 か っ た り おし

つ け が ま し か っ た り、 ーといった場合、

訪 問 者 は 潜 在 意 織 と し て 、 長 〈 残 る よ う な

不 快 感 を も つ だ ろ う . い か に 暖 か く 迎 え 入

れ て も 、 い か に す べ て が 造 型 的 で あ っ て も 、

全 体 と し て み る と 、 そ の 効 采 は 最 初 に 与 え

た 悪 い 印 象 に よ っ て 減 ら さ れ る で あ ろ う 。

こ う し た 、 部 分 部 分 を 限 ら れ た 条 件 の な か

で 、 可 能 な か ぎ り 追 求 し て い っ た プ ロ セ ス

を 通 し 、 形 あ る も の へと 結 晶 さ せ て い く こ

とが矛4 町役: 羽l りであった。

自 然 の な か に あ っ て 、 い さ さ か も ご う 慢 さ

を も た な い 謙 虚 な 、 し か も 笠 か な 表 情 を も

っ 建 物。 一人 ひ と り が 個 性 あ る 余 暇 を 、 自

ら創造し得る活動空間とやすらぎの‘ 場砂町

jil J i 1 1 、という大テーマにじっくリと時間

を か け 、 真 剣 に 取 り 組 ん だ こ と は 、 環 境 保

全を含む新しいレクリエ- : ，. . - ョン空間的創

造 が 、 こ れ か ら の 建 築 家 同 職 能 と し て 重 要

な 分 野 で あ る だ け に 、 賞 重 な 経 験 を し た と
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特集・レジャーと施設

レジャ ーと未来生活 との関係において ，今後数 カ年でおそらく普及し て

いくであろうと思われるいくつかの レジャ ー施設のタ イプをとりだ して

みたものである。

・総論/ レジャ ーとその将来的展望

・社会体育型/ 神戸 Y M C A総合青少年会館 ・総合体育館

・総合プラザ型/ 千里の セノレシ ー

・発想転換の場型/ 自然散歩村co-oP五明 セン ター

・海洋施設型/ 洲本の マリー ング ィレッジ 計画

・レク リエー ション都市型/ 千種川 レク リエ ーシ ョン タウン計画

〈なお. . 村地域の「過F来事l用型」として某センターの紹介と，総合施投とし ての泉北パンジョ計画とは，依頼先の都合で

m鍛を見合わせた。〉

飯地高原自然散歩村五明センターの湿原地格
撮 1 > : 編 集 部
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レジャーとその将来的展望

中 井 之 夫

1 . は じ め に

昨年のゴーJ レデンウィ ークの 9 日聞に ，全国で 2，500 万人の人々が日本列島を移動し ，さらに ，乙れらに要し

た経費は， 1，200 億円に達したといわれている。 乙のため ， ゴーJ レデンウィ ー クにおける各観光地 ，行楽地は人

の波，行き帰りの列車は ，通勤 ラッシュなみのスシヅメ超満員 ，道路はマイカ ーのジュズつなぎで ，交通事故も

かなり発生したという。

それでも ，人が行くなら私も行くとばかりに ，多額の金と汗を流し ，人並みの疲労 lζ 満足し た人々 ，乙れがわ

が国の今日におけるレジャ ーの縮図である。

現在のわが国は ， 大衆レジャ 一 時代の到来とか ， ｾ明ＨれいめいＩと言われているよ う に ，レ ジャ ー の問題が

今日的課題として ，大きくク ローズアップされてきている。

しかし ， レジャ ーは人類がとれまでに経験したととのない ，全く新しい課題であり ，学問的にもまだまだ未成

熟な分野が多い。それだけに ，レ ジャ ーをどのように考え ，また， それがどのような方向を たどるかなどという

乙とを，軽々しく論ずる ζ とは困難である。しかし一方，国土の建設にたずさわる専門家や，行政を担当する人

々が， レジャ ーの現状を的確に把握し ，その将来的展望に思いを馳せるととは ，きわめて重要な 乙とでもある。

乙のような意味からすれば ， r建築と社会」が，今日的な課題である レジャ ーについての特集を企画したこと

は，まさに時宜を得た好企画 と言うべきであろう。

しかしながら ， 余暇行政の一担当者である私が， レジャ ーの現状ゃ ， その展望について とやかく論ずる乙と

は，厚顔のそしりを免れないし ，けっして適役ではない。けれども ，あえてそれを承知で引き受けたのは ，私の

主観的な意見が公にされるととによって ，乙れに対する批判のなかから ，少しでも人々の レジャー活動が充実さ

れる ζ とを ，余暇行政の担当者の一人として願うからである。

2. レジャーの現状とその周辺

まず，わが国におけるレジャ ーの現状や ，それを取りまくいくつかの間題について，その概要をみてみよう。

(1) レジャーの周辺

労働時間の短縮 近年の技術革新や経済の発展に伴う生産性の向上は ，所得の一般的な上昇 とと もに ，労働時間

の短縮をもたらし ，週休 2 日制や ，長期休暇制度の普及を促している。たとえば，労働省が昭和46年 9 月に実施

した調査によると ，何らかの形で ， 週休 2 日制を採用している企業 (30人以上) は ，全体の 6. 596，従業員数で

みると ，全体の2496に達し ，さらに乙 ζ 1 - 2 年急速に治加する傾向にある。

また ，家庭における主婦の労働時間も ，電気冷蔵庫などの耐久消費財や ，食生活の変化などによって ，次第に

減少し ， 自由時聞が糟加してきている。

生活環境の悪化 地域開発や経済開発の急激な進展によって，美しい自然環境は破壊され，大気汚染や河川の汚

濁，騒音などの公害がいたると乙ろで発生し ，さらにモ ータリ ーゼーションの発達は ，交通事故を加速度的に増

加させている。乙のように私たちを取りまく生活環境は自に見えて悪化してきている。

また ，人々の自由時間が増加する一方で，生産面における技術革新や ，生活の機械文明化 につれて ，職場はむ

ろんの乙と ，社会生活や家庭生活においても ，精神的な緊張が継続的 lζ 要請されるくらしが一般化し ，ス トレス

や運動不足 lζ 悩む人々が増加している。

物質的豊かさの裏側 一方，私たちの生活を振り返ってみると ，家庭電化製品や自家用車の普及 ，あるいは食生

活の多様化などと ，物質的には比較的恵まれた生活ができるようになった反面で ，ゃれカラ ーテレビだ，ゃれ J レ

ームク ー ラーだと ，世間の風潮に振りまわされ，主体性のない生活が随所に見うけられる。そして ，あまりにも

物質中心の社会のなかで ，人々は満たされない心の貧し容を訴え ，焦燥感を抱いて ，人間疎外や世代の断絶をか

とちつつある。さらに ，都市化の進展につれて ，地域社会における人々の連帯感も次第に薄れてきている。

(2)  レジャーの現状

乙うした悪化を続ける生活環境の一方で ，大衆レジャ 一時代ともいうべき ，初めて体験する新しい事象( 自由

時閣の増大〉に ，人々はどのように取り組んでいるのであろうか。

総理府が昭和46年 8 月 lζ 調査した「余暇 lζ 関する世論調査」の結果によると ， r何もしないで横になったり ，

テレビや雑誌を見たり ， 子供の相手などをする」といった ， いわゆるテレビゴロ良型が ， 休日 ＶＷ ｾ ぢ ， 平日 ＷＴ ｾ ぢと

24 u築と社会/ 1973年4月号



圧倒的 lζ 多く ，積極的 lζ レジャ ーと取り組むといった傾向はきわめて少ない。

また ，さきに述べたゴーJ レデンウィ ー クの例が示すように ，人がやるから自分もやるといった ，他人依存型の

レジャ ー活動が多いのも ，日本的な特質といえよう。

乙のように ，受動的 ，消極的なレジャ ー活動が多いのは ，わが国が長い間 ，産業優先の政策を続けてきた ζ と

や，あまりにも物質的な生活の充実に力点が置かれ， しかもその欲望増大のスピ ー ドが早かったためである。そ

の結果 ，人々はその欲望を追いかける乙とに精一杯で ，社会資本の充実や ，生活意識の面で立ち遅れを生じる乙

ととなった。

3.  レジ ャーとは何か

昨今の自由時閣の念、倣な増加につれて ， レジャ ーに対する人々の関心は次第にたかまってきたが ，その理解は

人によって大きしあるいは微妙に食い違っているのが現実である。

と乙ろで ， レジ ャー そのものは時間的な概念であるが，時間的側面からだけではなし質的な側面も含め ，従

来の レジャ ーと，今日的な主主 l床での レジャ ーの途いについて若干考えてみたい。

かつてのわが国は ， I働かざるもの食うべからず」という諺で代表されるように ，労働中心の社会であり ，人

々はただひたすらに働き，大多数の人々は ，労働のなかに人生の充実感を求めてきた。乙うした状況のもとでの

レジャ ーは，労働と睡眠や食事などの生理的時間の余ったものとして認識され，労働の再生産にその最大の重点

が置かれていた。すなわち ，従来のレジャ ーは，明日の労働のためとか ，労働の緊張緩和 ，あるいは ，労働のほ

うびといったように ，いわば経済フレ ームのなかに位置づけられてきたわけである。乙うしたなかでは ，レ ジャ

ーを内容的にどのように充実させるべきであるか ，というような問題が発生する余地は少なかった。

しかし ，今日的な意味におけるレジャ ーは， もはや労働 lζ 従属するものではなく ，それ自体が独立し ，人間生

活の主体として生活を基金かにエンジ ョイし ，生きがいのある充実したくらしをつくり出すものして ，積極的な意

味や願望がこめられている。

1970年 6 月，国際レク リェーション協会を中心 lζ ，レ ジャ ーに関連した国際活動を行なっている 16団体は ，レ

ジャー憲章を制定し ， レジャ ーを人々の自由な権利として ，全世界に宣言した。すなわち乙の憲章は ， I人はす

べて レジャ ーに対する権利を有する J (第 1条) と規定し ，さらに ， I誰にも左右されない自由さで， レジャ ー

を享受する権利は絶対的なものである J (第 2 条) と規定している。

ととろで ，自由な権利としてのレジャ ーとは ，どのような意味をもつので、あろうか。それは ，かつての レジャ

ーのように ，それが労働の再生産のための手段や ，労働のほうびとし て与えられ るも の で は な し 個人の自 由な

時間としてそれ自体が独立し ，豊かで楽しい生活を可能にする目的で ，個人が自由に活用したときに ，はじめ て

その自由や権利が確保されたといえよう。

語源的にみても ，レ ジャ ー (Lei sure) は，ギ リシャ語で文化活動を意味するス コーレ (Schole) と，ラテ ン

語で何もしないと とを意味するオティム (Opt i um) を両極 lζ 含む ，幅広い人間生活を意味している。また ，英

語の レジャ ー に対するフランス語のロワジ - ) レ (Loi si r) は， I何もしないと とJ I旅行J I スポ ーツ活動」

「文化活動」などの諸活動を含み ，人間性の開花をねらいとしたものとして ，理解されているようである。

乙のように レジャ ーは，まさに人間生活の中心的役割りをもち ，生きがいのある生活，いわば，より人聞にふ

さわしい豊かな生活の根本にかかる課題であり ，人々が生活の主人公として ，レ ジャ ーをどのように過ごすかに

よって ，豊かで充実した生活が実現で‘ きるか否かが決定することを怠味している。

4. レジャーをめぐる生活の展望

厚生省が，同省の審議会委員を対象 lζ 実施したアンケ ー ト調査から組み立てた「将来の日本人の生活像」によ

ると ，1980年代前半には ，週休 2 日制が完全に実施され，平日の自由 i時間は ，今より 2 時間ほど増加して ，約 7

時聞になるという。そして ，家計費 lζ 占めるレジャ ー支出は 15%以上になり ，都市化がー居進んで ，全人口の80

9ぢ以上が，人 口10万人以上の都市に住み，65才以上の高令者のいる世帯は ，1987年頃には ，200万世帯( 現在120万)

に達し ，その頃には ，社会制度も整備されて ，生活保護世帯はなくなるであろうという。

一方，フランスの経済学者ジャン ・フラス ティヱによると ，21世紀 l乙は，人閣の平均寿命は80才程度に伸びる

ζ とが予怨され，一生の持ち時間約70万時間のうち ，睡眠，食事など，人間生活に必要な生理的時聞は， 1 日10時

25 
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聞として ，全生涯で約29万時間 ，そして ，労働時聞は週30時間 ，年40週，労働年数を35年 とすれば，約 4 万時間

という計算が成り立ち ，自由時間は実に37万時間 lとなるという。

しかし，人聞が生まれてから ，社会的人聞に成長する聞を22年とすると ，その聞に約20万時間が必要であり ，

そのなかには ，約 8 万時間の生理的時聞が含まれているので ，それを差し引いた 12万時間を ，フラ スティエの37

万時間から除いたとすれば，自由時間は25万時間となる。かくして人聞は ，将来約 4 万時間の労働 と， 約25万時

間のレジャーをもっとととなるわけである。

いずれにしても ，将来，人間の前 iζ 恕像できないほど巨大なレジャーという時間的空間が立ちふさがる ζ とは

必至である 。

と乙ろで， レジャ ーが急速に増加するなかにあって ，人々のレジャ ー活動や生活が，どのような特徴や方向を

もって進行するのであろうか。

まず ，最近のレジャ ー活動に見られる特徴的な傾向をみると，その第一は屋外化，参加化である。レジャ ーが

少なく ， とま切れの段階では ，ただなんとなく過どす消極的なレジャ ー活動が多いが， レジャ ーが増加し ，まと

まったものとなるにしたがって ，単 l乙見るレジャ ーから ，するレジャ ーへの変化をみせており ，また ，都市的生

活の拡大につれて，野外 lζ 活動の場を求める傾向が強くなっ てきている。

第二は ，広織化，大型化である。週休 2 日制や ，長期休暇制度の普及 ，あるいは ，自家用車の普及をはじめ ，

各種の交通機関の発達につれて ，人々のレジ ャー 活動の範囲が大幅に拡大し ，広域化するとともに ，所得の増大

などが加わって ，内容的にも大型化してきている。

第三は ，多様化である。 レジャ ーの増大と所得水準の上昇は ，一方において ，人々の行動の自由を拡大し ，レ

ジャ ー活動においても ，次第に多くの分野に人々を駆り立てつつある 。また ，管理社会化や，物質文明化が進む

につれて ，人々は ，より精神的な充実を求め ，より個性的でありたいと願うようになる。かくしてレジャ ー活動

は，いよいよ多様化する傾向にある。

ついで ， レジャ ーの増大につれて ，人々の生活がどのように変化し ，また ，そ乙 lζ 新たに発生すると思われる

課題について若干ふれておきたい。

①新しい家庭づくりの進行

レジャ ーの増大は ，当然 ，人々の家庭における時閣を増大させる乙ととなるが，乙れは ，人間性を回復し ，安

定させる拠点として ，また ， レジャ ー活動の最も基礎的な場として ，家庭の役割りが増大する乙 とを意味し ，そ

とから ，新しい家庭づくりが進行する乙ととなろう。したがって ，住宅の設計ひとつを例にとってみても ，家族

の団らんや ，趣味活動 ，家庭におけるレジャ ー活動などを配慮した発想が必要となってくるのである。

@  新しいコミュニティづくりの進展

家庭にいる時聞が増加すればするほど ，個人の家庭生活の豊かさ ，快適さを実現するためには ，快適な社会環

境の必要性が痛感され，地域社会 lζ 対する関心が高まるであろう 。そして ，人々が家と職場を往復し ，家庭が単

lζ 疲労回復の場であったときには ，それほど切迫感のなかった近隣社会の諸問題が，豊かな生活を営む上で ，人

々の身近な問題として意識され，快適な社会環境づくりと積極的に取り組む乙との必要性が痛感 される ζ ととな

る。一方，個人や家庭における趣味やスポ ーツなどの活発化は ，やがて地域内のグル ープ活動を促進するととと

なり ， ζ れらの活動が相互 lζ 関連しあって ，乙れまでの個人中心，家族中心の閉鎖的な活動から脱皮 し，近隣を

含めた広がりのなかで ， レジャ ー活動が展開される ζ ととなる 。そして ，そ乙から新し いコ ミュ ニティ づくりが

進展するとととなろう 。

③ 新 しい老人問題の発生

今日のレジャ ー活動は ，1 日ないし ，1 年といった比較的短いサイク J レのなかで議論されがちである。しかし ，

わが国では今後老令人口の急速な増加が予想され，昭和40年 {ζ は，総人口の 9. 7 ; i ぢであった老令人口が，昭和60

年には ＱＴ ｾ ぢ ｬ と増加すると推計されており ， レジャ ー 活動における老人問題は ， 今後 ますます重要さを増すであろ

う。乙とに，長い年月にわたり働き蜂で通してきた人々 が，乙のまま老令化し ， しかも ，それが急速に増加する

とすれば，人生における最も大きなレジャ ーをもっ ζ ととなる老後において，とまどいや絶望感を抱く乙ととな

り，そ乙 lζ 新しい社会問題が発生する ζ ととなる。そ ζ で，老後! とおけるレジャ ーを充実したものとするため ，

個人個人がライフサイクルを考えた能力の修得に努め，老後! と備える必要があろうし ，社会的にも ，とのような

点を配慮した施策を早急に進める必要ーがある。



④ 創造欲望の増大

人閣の欲望には 3 つの段階があるといわれている 。その第一段階は ，寒ければ着るものが欲しい ，空腹になれ

ば食物が欲しいという生存欲望である 。第二の段階は ，快適欲望 とい われるもの で，同じ着るものでも ，よりよ

いものを ，同じ食物でも ，よ りうまいものをという欲望である。また ，電気洗濯機や j レームクーラ ーが欲しいと

いう欲望なども ζ れに含まれ る。 ζ の快適欲望が満たされると ，第三の段階では ，創造欲望が頭を持ち上げる。

乙れは ，精神的な豊かさを求め ，人間的により向上したいという欲望である。

ととろで， レジャ 一時代を欲望の側面からとらえると ，それはまさに創造欲望の段階といえ よう 。したがって ，

今 後， レジャ ー施設等の整備を推進する場合，人々の創造欲望の充足について十分に配慮する必要があろう 。

⑤ 自然への回帰

自然は人聞の心身をはぐくみ ，心の安らぎを回復させ ，美的感動を与え ，明 日への活力を生み出す土撲である

が，都市化社会 ，機械文明化の進展は ，人々の生活を自然から遊離させるという矛盾を秘めている。しかし ， 乙

のように自然と遊離した生活が日常的になればなるほど，人々 は レジャ ー活動を通じて ，心のふるさととしての

自然を求める乙ととなる 。そ して ， 自然は偉大な レジャ ー資源として ，ますます重視されるととになろう。した

がって ，急速に進みつつある自然破壊や ，生活環境の汚染と積極的 lζ 取り組む とと もに ， 自然を主体 としたレ ジ

ャ一環境を早急に整備する必要がある。

5. レジャーにおける 専門家の役割り

レジャ ー憲章がレジャ ーを人々の自由な権利として規定している乙とはすでにのべたが，さらにとの憲章は ，

自治体，都市計画専門家 ，設計技師，民間団体等の役割りとして ， i 乙れらの組織や ，専門家は ，人々が個人の

趣味や ，本人の責任において ， レジャー活動を選択できるよう ， レジャ ー活動の機会，美的環境 ，レ クリェ ー シ

ヨン施設の計画を創造し ，援助しなければならない J (第 7 条) と規定 している 。

乙れは ， レジャ ー活動の場としての空間の整備をはじめ ，物的 ，人的条件の整備について ，専門家や行政担当

者等が積極的に考え ，取り組まなければならない乙 とを示している。

過去の歴史を振り返っても ，ノレネッサンス運動などに見られるように ，建築家や芸術家といわれ る人たち が，

政治をリ ード し，新しい文化を築いてきた 事例は数多いし ，今後も ，と れらの人たちゃ行政の担当者が，文化の

先導者として ， レジャ ー社会の発展! と貢献しなけばならない責任はきわめて大きいといえよう。

6.  日本的レジャーの確立を目指して

さきに余暇開発センタ ーは， i わが国余暇の現状と余暇時代への展望」と題する報告沓をまとめたが，それに

よると ，わが国の レジャーは， 欧米諸国に比較してまだまだ遅れている という 。

たしかに ，週休 2 日制の普及や労働時間でみると ，わが国と欧米諸国の聞に大きな聞きがある し， レジャー施

設も少なく ，また，レ ジャ ーに対する意識も十分でないととは事実である。そし て， 今後わが国は欧米型 レジャ

ー活動や ， レジャ ー観を大いに取り入れる ζ とになると思われるが，私は欧米諸国に学ぶ乙 とはあっても，それ

をまねたり ，追いかける必要はないと主張したい。

明治以来 ，わが国は欧米の文化を導入する乙と! と急なあまり ， 日本の良さや ， 日本の文化風土をあまりにも無

視してきたように思われる。私は ，昨年の秋 ，機会があって ヨーロッパの国 々を回り ，馳け足ではあったが，ヨ

ー ロッパの文化にじかに触れて ，はじめて ヨーロッパと わが国の風土の迷い ，文化の迷いについて考えさせられ

た。そし て， 日本には日本の文化しか育たないというととを実感として印象づけられたわけである。

たとえば， レジャ ー施設の整備一つをとっても ，用地質が坪数万円もするわが国と ，用地費がきわめて安いヨ

ー ロッパ諸国 の場合を同一次元で考えるととはできない。用地質が高け れば，それなりの創意工夫が必要 となっ

てくる 。 乙れは単 lζ 一例にすぎないが，文化の成り立ちゃ ，風俗 ，人間精神の根底にある芸術感覚や倫理的なも

の，あるいは情緒性などといった点で ， 日本と ヨーロ ッパには大きな違いがある。

したがって ， レジャー活動やレジャー観についても ，ややもすると欧米を追いか ける方向をたどりがちな現状

を改め ， 日本文化の伝統の流れのなかでの「現在」を的確に認識するとともに ， 日本の風土にしっかりと腰をす

えて ，施設の整備はむろんの乙と ， 日本的レジャ ー活動や ， 日本的レジャ ー観をっくり出す努力が，今日のわが

国にとって ，最も必要な乙とを強調して筆をおき たい。
( なかい ゆきお 兵庫築生活部余暇謀 レクリェ ーション係長)
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- 社会体育施設と して
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余暇と身体的活動

今日，レジャー( 余暇) というものが，労働か

らの逃避や，今まで一般に考えられてきた ，遊

びというものの時間の治大ではなく，もっと新

らしい意味での犯え方が人聞にとって必要にな

ってきた。すなわち，余暇のもち方に人間的価

値が規定されると考えられる。そうするとレジ

ャーとしての活動，レジャーをいかに使うかと

いった乙とを考えておかねばならないという問

題が生じてくる。

本来，レジャ ーとしての活動は，余り特定の目

的を強調せず，自由時間のなかに ，気楽な遊び

としての要議の強いものであった。そ乙には，

気晴らしといった怠味のものを含んでおり ，手

軽に行われてきた。またさらにそれらの活動

は，そういった怠味から，施設をただ単に利用

するという形をとり ，かつ 7 スで行われる要求

から ，施設の巨大化とゴージャス化を生むとい

った傾向を示してきている。

しかし，時代が進むにつれ，社会が変化し ，そ

れに伴ってわれわれの生活なども変ってくる

と， ζ のレジャーをいかに使うかといった乙と

も変ってきた。わが国の近代化，すなわち都市

化は，労働に重点を置いてきた乙とに対する反

省を呼びお乙し，それだけに，余限というもの

の使い. 方に従来よりも強い関心と要求を生じ ，

そ乙 le人間性の回復をはかろうとしている 。一

方乙れと同時に，余般の内容も，われわれの生

活犠式の変化lζ 伴い変ってきた。余蝦 という も

のが，人間として生きるに必要な時間であり，

勤労との両立が，人間的成長そのものに関わる

ものであるから ，その内容も受身で，逃避する

ものでなく ，もっと積極的な，何かわれわれの

生活すべてに関わる態度を変格させるような ，

そういった傾向のものへと向かっている。

乙のようにレジャー( 余l駁) の内容，その使い

方が近代化一一都市化のなかで新らしい意味を

もってくると ，それは当然，社会体育の面にお

いても，様々な怠l床をもった現象が生まれてき

ている。社会体育においては，幅の広い様々な

活動が含まれているが，と くにそのなかでも身

体的活動としてのスポーツ活動が従来から大き

な位置を占めてきた。乙のスポーツ活動は，学

生時代 fe行った ，スポーツ ・クラブ活動が，学

校を卒業して後も ，自己の余暇の活動として，

引き続いて行われているわけで， ￭ｾｊ 年 ｼ時代の趣

味活動としても多く行われている。しかし乙の

スポーツ活動も ，wJ 述のような余畷の諸点での

変化と，それを生み出している生活様式の変化

により，通常の趣味活動としてではなく ，近代

化のなかに生きる人間の根本的なものに関係づ

けられたものとしての意味をもってきているよ

うκ 恩われる。すなわち都市化による過剰ス ト

レスの発生，人間の疎外現象による孤独，とい

ったものに対する精神的緊張，不安を処理する

ものとしての身体活動への強い婆求，生きがい

を強くはっきりと感じさせるような全身を打ち

込んだ身体活動の実現などが，容易に満たされ

ないという状態からの要求である。乙のように

社会からの様々な状況から生み出される身体活

動の要求と， 一方では個人の生きてゆく上での

基本的要求としての身体活動が，充分le行う乙

とができず，そのフラストレーションの発散と

しては，文化 ・創作活動は充分でなく ，そのた

めに身体活動が強く要求されている。そして乙

うした本来の身体活動への願望 ・要・求といった

ものが，われわれの生活観といったものに影響

を与えて，健康でありたいという願いを強く打

ち出してきでいる。当然健康でありたいという

願いは，われわれの生活すべての態度に変化を

もたらし ，乙乙 lζ 健康になるために身体活動が

必要なんだという自覚が生まれる。乙う見てみ

ると，乙ういった乙とは，全く社会体育の意義

が，今日では，大きくうったえられているわけ

で，その必要性が日時ばれるゆえんでもある。そ

して健康であるための社会体育はさらにわれわ

れの体育に対する見方にも変化をもたらし ，健

康と体育が密接に結び、ついた身体活動の社会的

価値観を新らしく形成していっているようであ



る。さて乙のようにして，健康と結ひ. ついた体

育としての身体活動への強い要求に対してどの

ような身体活動がよいのかといった乙とが必要

になってくるのであるが，その点では，いろい

ろなと乙ろで活動を行う施設を作ってきている

が，ζ のガイダンスとしての機能を果す施設は

少ない。国などでも ，まず線設をもっとふやさ

なければならないといって，施設づくりを昨今

進めてきているが，それはそれとして必要であ

るが，なんとしても，乙うした健康の願望を具

現するためのガイドとその場としての施設が必

要とされる。

神 戸Y M C A総 合 青 少 年 会 館 お よ び 総 合

体 育 館 の 誕 生

神戸Y M C A総合青少年会館および総合体育館

は，以上述べたような ，現代のレジャ ーと社会

体育の位置づけをもとに，そのガイダンス ・セ

ンタ ーとしての施設として誕生した。乙乙で

は，乙の施設の利用や集う人たちへの指導を通

じて，身体活動へのニー ドにはどんなものがあ

るかといった調査やそれに対応するプログラム

や指導性の養成などが行われ，そうするととに

よって，健康への芽ばえといったものが体験で

きるような ，教育的ガイダンスができる 。乙の

教育的ガイダンスといったものには，乙乙で行

われる主なものが，体育であるゆえに，いうま

でもなく体育のプログラムは， ストレス解消

や，余暇の善用としてのレクリエ ーションの本

質をもっているから ，そのレクリエーションか

ら体力回復としてのリハビリテーションに至る

広い範閣を含む乙と K なる 。

最初は余暇善用 ，ストレス解消といったレクリ

エーションからはじまって，それが人間関係を

グループを通して回復するに役立つ，スポ ーツ

・クラブ活動といったものに進み，競技といっ

たものを通して，より人間性の回復がはかられ

てゆく。一方，個人の健康と結ひ. ついた体力づ.

くりというものも注目されてゆく。体力を維持

する乙とは，個人の健康でありたいといった生

活観と結びついて，生活のなかでの体力づくり

が行われてゆく。また乙の体力づくりは，単に身

体のある部門を強くするといったととでなく，

健康と関係のある ，病気への予防，栄養の正しい

摂り方などを目的とする，身体のすべての器官

の良い状態の維持をはかるものである。そして

さらに失われた体力の回復をはかるリハ ビリテ

ーションや身体的障害をもった人のための治療

としての運動といったものまでが考えられる 。

乙のように，神戸Y MC A の施設は，社会体育

のなかでの，その意図的な方向性といったもの

が，教育的ガイダンスを通じて，多くの人たち

に示されていき ，個人の健康への正しい理解が

経験されていく。そして乙うした施設というも

のが，社会体育の意義を実際に体験させる上に

もつ価値は非常に高いものがある。 Y M C Aの

施設がその指導性を伴って，今日の日本の社会

体育の振興に， 乙うした点で寄与すると乙ろ

は，まζ とに大きい ものがある。そ して，施設

化といったものは，乙のようなものでなくては

ならないであろう。

つぎに，施設の概要を取り上げながら，具体的

に社会体育のために役立つものを述べてみる。

まず，余暇善用やストレス解消などのための，

レクリエ ーションのための活動のできるものと

して，広いスペースをもっ，ロビーとスポ ーツ活

動のための大体育館があげられる 。乙乙では，

各種のスポ ーツ，たとえば，パスケット ・ボー

J レ，バレーボーJ レ，バドミントン ，卓涼，フェ

ンシング，など，主として青年層のための活動

と，幼児から少年一小学生より中高生までーの

ためのスポ ーツ ・体育が行われるようになって

いる。幼児 ・少年のための ものと しては，主11: ，

運動技術の習得がはかれる活動がある。乙の大

体育館のなかには，棟上にランニング ・トラッ

クが設置され，日常でのいちばん不足がちな走

るととができるようになっている。乙の走る乙

とは，最近，中高年の人たちの健康維持のため

の運動として，推せんされているもので，スプ

リントを もった走りでなく ，綬走ージ ョッギン

グーが主なものである。

さらに施設としては ，中体育館があり ，乙乙で

は，社交ダンス ，フォ ーク ・ダンス ，バレ エ，

剣道，空手といったものができる。乙れらもス

ポーツ，レクリ エー ション活動として欠かす乙

とのできないものである。そして小体育館，乙

乙は別名 ，ウエイト ・トレ ーニングを行うと乙

ろであり，いわゆる体力づくりのためのものと

していわれているものである 。各種の器具を有

し，オ ーJ レラウンドな身体づくりができる。と

くに中高年の人たちのために，軽いトレーニン

グのできるトレーニ ング器具も揃っている。そ

の他，健康管理室，体力測定室などもあり ，健

康のための知識と理解か深められる ζ ともでき

るようになっている。最後に室内プーノレがあ

る。室内プールは，水泳のための技術や，水上

プログラムのために ，非常にその価値が高い。

しかしそれとともに，健康増進，維持のために

も，乙れから欠かす乙とのできないものであ

る。すなわち ，心 ・肺臓の機能向上，維持のた

めに大きな効果をもつものである。それから一

日の疲れをいやす意味での ， リラックスのでき

るのも ，乙の水泳である。競泳でなく ， レク リ

エーション的な水泳は，ストレス解消のための

良いリラクセ ーションでもある。

かくのごとく ，神戸Y M C A の施設は ，乙うし

た多くの活動の可能なものであるが，それは，

決して，バラバラな施設として利用するもので

はなしあくまでもあらゆる年令屈に，健康への

要求と 7 ツチした，身体活動の体験できる場で

あり ，前述した教育的ガイダンスをふまえたセ

ンターとしての機能を果すものである。個人の

良い指導を通しての健康への願望を乙うしたも

ので具現する乙とは ，われわれの明日への幸福

を約束するものである。なお乙の文のなかに示

されている構想については，下記の方々との意

見懇談をもと κ している ζ とを附記しておく。

器JZArfA 霊長吉今井鋲雄

神 戸 大 学 教 育 学 部 助 教 授 岩 田 教

(文 責 西 脇 要)
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一施設は大きく ，市街地型，郊外型，遠隔地型の

三つに分類できると恩われる。施設としては，

それぞ‘ れの型の範囲内での創造的レジャ ー活動

のための場が考えられなければならない。

他方，そのレジャ ー の場を形づくる空間造形

は，第ーにレジャ ー活動を規定してしまうもの

であってはならない。すなわち ，単一な目的の

ための空間ではなく ，行動の可能性を最大限iζ

生かす無限定空間であるべきである。しかも ，

その造形は，視覚的にも可能性を暗示するアイ

デンティティの表現が必要であろう。

コミュニティ・レジャー

セノレシーは，千里ニュ ータウンの中心である千

里中央地区センタ ーに位置 している。千里ニ ュ

ータウンは . 13万人の居住人口をもち ，今まで

にない新しいタイプの都市を形成している。中

央地区センタ ーは，乙 のニュータウンのセンタ

ーであるとともに，北大阪の副都市として計画

されてきた。乙の中央センタ ーの l ブロックで

あるアミューズメントプロックがマスタープラ

ンで計画されたが，序で、のべたように，レジャ

ーの本質を考えて，地域の コミュニティ施設と

しての役割が必要だと考えた。すなわち，郊外

型レジャー施設を日常生活圏で・の再生産の場と

してとらえ，人間性回復1 < : 必要な新しい怠味で

のコミュニティ性をもたせるために，単なるア

ミューズメン ト・センタ ーではなく，コミュニ

ティ ・レジャ ーの場として，セルシーは構成さ

れている。住宅内だけで、は解決できない人間接

触の場としての居間の拡張機能一一都市の居間

一ーであるといえる。

そζ では，クリエイティプ活動が促進され，あ

らゆる階胞の人々が楽しみ，接触できる業積が

考えられなければならない。そとで，大きく ，

教育，スポーツ ，アミ ューズメント ，情報，シ

ョッピング，プラス コミュニティサービスと

いう 商でと らえ，質と畳とパライティといった

3 つの要素のバランスと，相乗効果による活動

の湯の演出を怠図した 。

2. 

フーラスチェのいう r4万時間の時代」あるい

は，大衆余暇時代といわれるような世相を反映

して，各地1 < : . さまざまなレジャ ーの動向がみ

られる。しかしながら，其に人間性豊かなレジ

ャー活動といえるだろうか。かつて. J  . M . ケ

インズが心配したように，余暇時代の到来とと

もに永年つちかわれてきた生活習慣と本能が，

わずかの聞に崩れ去る状況に追い ζ まれている

兆候がみられる。すなわち ，資本主義経済のひ

ずみから生まれた逃避型のレジャーが大半をし

めるに至っている。

余阪とは，本来，労働力とは何か，幸福とは何

か，人間 らしい生き方とは何か，といった根本

的問題を抜きにしては考えられない。古代ギリ

シヤ社会にみられたような，創造的な活動乙そ，

人聞の根源的欲求と考える 。大衆レベルでの物

質的欲求を満足させた産業革命iζ 対比して，精

神面での人間革命の時代がきたともいえるであ

ろう。

乙の社会的方向として，心理面での余眼教育

と， 社会面での環境整備の二方向が考えられ

る。その一環として，レジャ ー施設というもの

を考えていきたいと思う。日常生活パタ ーンを

考えてみると ，図 1 のどとく，生産の場と，再

生産の場にわけられ，行動図 tζ 対応したレジャ

J  

ρ て

当 &

昼間序• 4

a

・
・

，

 

ュニティ

レジャー

「セルシー」

大阪府豊中市新千里東町

岩 井 正 道

小 林 泰 之

- 総合プラザ型

コミ

生

活

パ

タ

ー

ン

行

動

圏

マ

三?で竺め

図
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3. 空間計画

コミュニティ ・レジャ ーとしての空間のあり方

を考える場合，個人個人の主観的価値観の多様

性と変化性に対するために ，多業種， m合機能

と変動性，さらに， 周辺環境 との調和 ，参画性

と Symbol 性のある公共空間，機能等が問題と

なる。これらの空間要求 lζ 対する解決案とし

て，人工地盤による立体複層広場が提案され

た。すなわち ，従来の建築的概念を超えて，ネ

ガティプ空間の構成を重視し，技術的には，土

木的な発想による解決を試みた。乙の空間構成

の特徴を要約すると以下のようになる 。

① コ ミュニティ空閣のSy mbol としての広場

② ネガティプ空間の積極的利用一一広場を囲

空間計画 l  

空間計臨 2  

空間計画 3  

幽回選酒量滋田園田' 蝿櫨曜曜屡醐翻臨調贈磁翻

空間計画 4  

むオ ープン デッキ構成一 一

1. 公共通路への利用

2.  小広場群と立体公図的構成一 一変化，誘

導性，回遊性

3. 屋外劇場としての観覧席

4. 防災避難機能

@  内外空間の コネクタ ーとしての地主主構成

@ 建 物 と し て の 個 性 と 楽 しさ

⑤周辺環境との調和と自然の表現

⑥ 多業種，複合機能および ，業種変動 lζ 対す

るデザイン的統一

らないことは ，精神面での余暇教育の問題であ

る。乙乙で， レジャ ー施設に対する供給者仮IJ の

立場の姿勢 として要求されるのは，余殴のあり

方についての社会に対する積極的アピー J レと考

え方の柔軟性，そして，地域文化の育成，組織

化に対するリ ーダーシップ，施設自身の創造的

運営等と思われる。どうかする と， 造りっぱな

し，たれながしといった無責任さに流れやすい

函をも っていると思われるので，造る側の考え

方自身の変革乙そ要求されていると思うのであ

る。また ，同時に利用者側としての一般大衆自

身の意識の変革も推進されるべきである。

4. おわりに

環境整備としての場の用窓とともに忘れてはな

( ゆ ま さ み ち 7; ; 11工 業 問 支 庖 設 計 部 ¥

己 ば や し と も ゆ き 向 上 /  

" コミュニティー空問機成"

。 自 由 な 人 間 の 触 れ 合 い の 吻

。 自 発 的 な 演 出 と 地 域 行 事 の 湯

主 旨 都 市 の 居 間

( 1  )  

l  縁日、各信事、子供カーニ J

l… | |  

Ｈ ｏｏｏｍ ＧＩｾ＠ Iバザー、集会、コンサート 、etc

オープンデ y キ i 憩ゆテラス小イベント、子供の広場引c. I  

( 6，600M') t  

屋 上 広 場 l 展望広喝、回選定錦、集会、 et c. J  

( 2，OOOM') I ・ 一 l

J ，案内センタ一、休憩談話口ピー、売り賞

コミュニティーい、コーナ一、コミュニティーパサ一、防

ロビー l 災連絡本部

⑪

 

IO，OOOM'  

( 2  )  

エキジピション| 各種発表会、展示会、集会、制c.

ホール'

i パーティー、コンサート、演縦、教育咲|

多呂約ホール i 百 l  

l間 引C. 1  

( 3  )巴

5 看護婦常駐の肥満児相談、健康格設、

ヘルスクリニック1

|  (医師会連絡本部)

託 児 所

日 シー フラワ ー {案 内 … 綱 相)

看 壇 場 ( クリニ アク、病院、医師会連絡 )

巡ら 嘗宮、ガードマン (防犯}

E方災センター {防災、衛生)

峻エ後のセＩｾシー

J I L  t，_ 1  l  .. 岬 ーとL

晶玉μ Lいμ 品 川 町
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- 発想転換の場

自然散歩村

C Q - Q P  ( コープ)

五明センター

町

句

地

出

版

助

市

之

那

富

恵県

田

阜岐

津
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「なにつ / テレビがなくてマ ージャンがゃれな

い ? そんな退屈な所へ行く者なんてありゃし

ないよ」とは昨今一般の常識のように考えられ

てきた。しかし現実にそんな山のホテ J レが昭和

46年 3月岐阜県恵那市の飯地高原( 標高750.米)

に出現した。それを自然散歩村c o- oP ( コ

ープ) 五明センタ ーと いう。

読書の森の「らく書帖J Iζ 

「乙の村は奇妙な村だ。最初は人lζ 誘われてい

やいや来たが，一度来てみると ，もう一度来た

くなる。」

と書いた商社マンが第 2 回目は家族と来て乙う

き残した。 r家族は寝そべりの丘が気に入っ

た。子供逮は逆立ちもした。つつじの小径では

子供も妻も走った。私は結婚以来萎が走るのを

はじめて見た。」と。

その人が第 3 回目は会社の会議で社員を同行し

「乙乙は何回来ても不思議と心が安まるが，乙

んなと乙ろが創立者のねらいだったかも知れな

い。」と書き綴った。乙の来村者が漠然と気付

いた設立の意図を記述しようとすれば今から 6

年前にさかのぼらなければならない。

京都国際会議場で一宮生活協同組合が開催予定

の理事会に提案 した趣旨は，下記の撒文Iζ 要約

されている。

「余| 限時代が到来しつつある /

その余畷利用で人聞は容赦なく自然を破壊す

る

そして都市IL集中する人聞はますます孤独を

深める

乙んな時代一一

人聞の生活にうるおいを与え

ほのぼのとした愛情を復活させる道はないの

か ?

それは単lζ 人聞に対してのみでなく

鳥 ・虫 ・花を含める自然全体に対してである

道はある / 強く激しく求むる者にのみ… … 」

当時，人々は日々の労働に神経をすりへらし，

余暇には大群集方式の観光J レートにのせられて

身体を消耗し，帰宅すればテレビが乙れでもか

と襲撃する。乙んな時代に生きる人間はど乙 lζ

憩いの場を見出す ζ とができるのか。その実験

はアメリカの古典ソーロ ー の「ウオ ールデン

( 森の生活) J  IL綴られている。

自然の緑と夜の静寂を背景IC人聞が自然と対話

できる自然散歩村を作ろうと発想したのは昭和

42年11月であった。

明るい木立

明るい小径

明るい高原

明るい乙だま

明るい乙乙ろ

五明を仮称と して人間の自己啓発をねらう実験

村の着手である。

まず図A をみていただ乙う。太線でかとまれた

部分が自然散歩村で全面積33万平方米( 10. 万坪)

の区域を示す。駐車場①はかなり奥へ食い込ん

でいるので下車すれば周囲は緑の林と ，夏なら

ば鰐しぐれで包まれてしまう。また夜な らば駐

車場を照らす水銀灯のほかはただ静寂と満天の

星のみである。新婚旅行の二人は

「天地にただ 二人 だけが存在する思いであっ

た。」と述懐する。

森の小径をわけ入るとと45米で鉄筋二階建の本

館が自の前 lζ 姿を現す。本館ICはフロント ・ロ

ビー ・売庖のほか階上はレストラン「なんじゃ

もんじゃ」である。乙乙 IC立つと なぜか心が安

定する。理由は電柱や電線が地下配線されてい

て目障りにならないとか，自然林が建物壁面の

1米のと乙ろまで接近している とか，工事の徐

土 ・資材の運搬を空中輸送として自然の景観を

傷めなかったとか，いろいろ数えられよう。と

にかく自然を大切にして人閣の方を従とした考

え方がとの計画の中心をなしている 乙とが最大

の原因であろう。まる 2 カ年もかかって植物学

者( 井波一雄先生) が] ; 本 1本克明に調査され

たあと ，残す木と切る木を振分けて工事に着手

し，校払いは建築完成後 lζ 見る方の立場から徐

々に整理していった気の長さが，すなわち乙の

ような自然施設の生命である乙とは自然生態学

の専門家から教わった。( 東京都目黒にある国

立武蔵野自然植物園の手塚映男先生)

もっとも ，手塚先生 lζ 叱られたとともあった。

「考える丘③」の造成後の写真を持参したら

「とんな乙としたら 10. 年たたぬうちに赤松全都

枯れてしまうそ・。」というととであ った。松だ

け残してその他の木を切る ζ とは赤い実を食べ

iζ 来る野鳥を呼べなくなり ，自然，松 lζ も虫が

ついて結死する由。天敵あるために自然が調和

ある成長をつづけている生態学のイロハをまざ、

まざと見せつけられた思いであった。

入村宿泊に 1∞ 名の定員制度を採用しているの

も，もとはといえば乙の武蔵野植物園の先生方

の教示であった。自然生態学によれば 2 万坪 IC

l∞ 名が自然破壊防止の限界という。地下 3OclO

の深さには 2 mm以上の微生物が聖書しく生きて

いて，その数は 1平方米内 IC 2∞ 万匹といわれ

る。乙の微生物が落葉を食べて腐蝕したと ζ ろ

へ雨が降ると肥料分が自然に地下IL浸透し木の

根 IC養分となる。もし人聞が多勢で歩いてその

土を踏み固めると微生物は死に葉は腐らず林に

肥料が補給されなくなって木は枯死していく。

入村制限がまず乙の森を救う道とわかるまでは

なかなか設計ICも取りかかれなかった。総面積

は10万坪でも ，図B のように施設群( 本部 ・宿

泊棟 ・なんでもやってみよう室等) を収容する

地域はせいぜい日間坪 IC過ぎないので，一応

宿泊70. 名 ・日帰り 3D名を限度として予約に応じ

ている。

日帰り団体の方は原則としてど遠慮願っている

が，それにはそれなりの理由がある。関村当初

テレビ ・新聞の報道を聞いて予約なしで突然や

って来られた団体のなかで大切にしていた野草

を抜きとられた例がしばしばあったので急ぎ運

営協議会を開いて対策を協議した。メン バーは

わが組合理事のほか地元領地町各界代表者や社



、ρ (y¥

車 場 ⑪ ね そ べ り の 丘 @ 佼 線 コ ー ス

② セ ン タ ー ハ ウ ス ⑫ ふ る さ と の 石 坂 ② 段 丘 コ ー ス

③なんて ＢｌｾＢＢ てみよ地⑬あ リ ;，d; @ i 畠 lfi. コ ー ス

①祈泊ｾＡｉｩ l : f . ⑬秋の七 lj'[ 苑 ⑫ 深 山 コ ー ス

⑤ 111 小 hl ⑬ 刷 、 の 大 怯 ③ 魚 つ り 谷 ( 予 定 )

⑥ｾｨＺ＠ ｾ咋内総⑬石の小径③天然プールＨ子定Ｉ

⑦ 水 笠 リ 松 ⑫ べ に ま ん さ く 群 生 地 ② 凡 H/I 台

③ 考 え る 丘 ⑬ 不 在 的 JN . ⑧ 光 町 オ ブ ジ エ

③ む す び ざ 〈 ら ⑬ は な の さ 俳 'l'.J 也

⑪ つ つ じ の 小 径 ⑧ 大 fJ l  山
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会教育 ・労働関係 ・厚生関係 ・自然科学方面の も断じかねたが，結論として下記のような複合 泊室の設計はすべてパス ・トイレ付の和 ・洋双

学識経験者よりなる東海地方としては最高のメ 作戦が採用された。 方のほか，単身用 ・夫婦用 ・家族用 ・クツレープ

ンパーの委員会である。 (1) 標識板は間接表現を/ 用 ・新婚用等の 7 種類にのぼり ，好きな設計の

ζ のときも討議はかなりの熱を帯びて展開され 「カメラ のほかは何もとらないように 部屋から予約 して l 日どとに部屋をかわれば l

た。自然を守る仰lからは「立札の箸告はおろか 足あ との ほかは何も残さないように 週間の休暇にも充分耐えられる仕組である。ホ

鉄条網もやむを得ない」という強硬論。社会教 ( アメリカ アーチェス国立記念国より) テル方式であるからキ ーをフロントで受取った

育の側からは「一部の無思慮の人聞のために人 (2) 自然パ トロールの強化 あとはロックも自由で散歩も安心だし，部屋へ

間全体の不信感をかきたてる処置は断じて採る (3) 自然教育の徹底 入るときはそれぞれ別の方向か らとなってい る

べきでない」と激しく反対。討論はいつ止むと 川入村時のスライド教育の励行 ので，煩わ しい人間関係からも逃避できて都会

駐車繍よりの小径から本館を見る

建物と植生との接近 (本館階上レストランベランダ)

自然散歩村五明センヲー「考える丘」
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入村の方にその都度ロビーでカ ラースラ イ 的孤独もたのしめる。

ド ( 所要時間 10分) を映写し「散歩村の使 乙の場合の部屋づくり設計方針( 設計責任 ・名

い方J を普及するなかで野草をはじめとす 古 屋 市 鈴 木 隆二建築設計事務所) の基礎は「豪

る森の生物愛護を訴える。 撃にして素朴」であった。けばけばしさだけの

( ロ) 自然散歩ガイドブックの編集 荻撃さでは心の安らぎには程遠く，組末な紫朴

犬山のモンキーセンター( 広瀬鋲先生) の さでは位び しさ が身に迫ってやりきれない。山

指導により，海外の路傍博物館方式を採用 林のなかにおける自然と文明の調和に乙そ現代

した。散歩村全域にわたる植物名を一連番 的意義が見出せるのではなかろうか。

号に して目立たぬように開花時期による色 乙の五明センタ ーでは時に「無音楽」が批判さ

別番号板を立てた。植物の名前を知りたい れる乙とがあるが，五明センターは果して無音

人は売后にある「ガイドブック( 植物篇) J 楽であろうか。谷を埋める野鳥のコーラスも，

を買って番号別に調べ，知りたくもない人 そよ風が吹きならす葉ずれの音もとれすべて音

は無関心のまま通り過ぎるという気楽な散 楽で、ないはずはない。 山は時に万物静止かとま

歩。乙れとそまさに自主性依復でt ある。 がう一瞬の静寂K 見舞われる乙とがある。騒音

自主性恢復といえば乙の五明センタ ーにはテレ の現代にあっては，とれまた無上の音楽として

ビはない。各宿泊室はもちろん， ロビー にもレ 聴くべきであるう。

ストランにもないが，ただ l 台だけは事務所の さらに五明センター に用意されているものに，

片隅にニュ ースと天気予報用に置いてある。昨 アーチェリー ( 洋弓) と サイクリングにオリエ

今のように「テレビのない夜はない」といった ンテ ーリ ングがある。また散歩の道すがら「ふ

時代には，さぞや退屈な所と想像されようが， るさとの石塚」を見つけたら ，全国の山や川や

宿泊の方で「テレビないかね」と催促された方

はほとんどない。乙れは一体どうした乙とであ

ろうか。

タ閣が読書の森にたち乙める頃，全施設に照明

がつくと森は一種異様な雰囲気をかも し出す。

その森のなかに六角形の三つの部屋がお伽噺の

小人の家のように浮かび出るのもとの頃であ

る。 i 語る部屋J i 見る部屋J I作る部屋」の

三つをー絡にして ζ 乙では「なんでもやってみ

よう室」という。なかでも一番人気があるのは

簡単にできて美しい植物転写である。乙乙で美

しい絵はがきを作る大人も子供もきまって乙の

葉は何という名前かを知りたくなる。 I作る部

屋」から図書室を兼ねた「見る部屋」への自然

誘導である。ひとりで読み飽きたときは誰かと

語りたくなって足は自然に「語る部屋J へ速ば

れる。と‘ の部屋も一晩中消灯も施錠もない自由

さで社会的緊張感をときほぐすから，とにかく

テレビ文化の受身より解放される喜びは感動的

といっても過言ではないようである。

その上森の生物では窓辺にとまる昆虫も見慣れ

ぬものが多く身動きもせぬ姿は哲学者的でも

ある。朝の光を入れようとカ ーテンをあけると

き，窓辺近くの林ICフワリととぶ山の小鳥が自

然への愛情をかき立てる。秋ともなればベラン

ダの下にニョキニョキと首をもたげる雑茸の勢

揃いが都会人に新鮮な知識欲をよびさます。乙

のような自然との対話はすべて施設が林のなか

に組入れられてはじめて可能となる。それに宿

海辺から寄せられた自然の小石が呼びかける声

なき声を聞くととができょう。

ζ れらのすべてを演出するセンタ ー長以下15名

の常駐職員の目立たぬ心遣いがとの実験村に一

層の厚みを加える乙とになる。

昭和46年 3 月以来 2 カ年. 観光公害から自然散

歩村を守るために不特定多数対象の宣伝は極力

差控えてきたが，自然愛好者の根強い支援に支

えられて口から口への口 コミのおかげで来訪者

は定員の範囲内で増加の一途を辿っている。知l

k 特別会員制( 1 口10万円出資〉が，山の別荘

1戸の維持費と対比しての有利さも，ひとつの

魅力になっているらしい。

とまれ昨今の公害と自然破壊の社会情勢が ζ の

ような自然散歩村方式を人間 IL身近な余暇施設

に仕上げたともいえよう。それに本年 6 月いよ

いよ発効する世界有給休暇条約が世界各国の働

く人々に年間最低18日( 内 12日聞は述続休暇が

条件) の有給休暇を約束するととになるととか

らも ，個人は今や創造的時間利用を発想しなけ

ればならなくなった。 乙の五明センタ ーがその

ような発想、転換に役立つ村になるかどうかはー

にかかって来訪者の謙虚な思索につながるもの

と確信する。

今日も自然散歩村では花が咲き花が散る。

来訪者は虚心に乙の自然 ドラ 7 1 ζ 自らを没入し

ていけばよい。

( さわだ とみのすけ 一宮生活皆同組合理事長 ・一宮勤労1

協会専蕩理事 ・愛知婦人少年室l直助員 l  



- 海洋施設として

洲本マリン

ヴィレツジ計画

兵 庫 県 洲 本 市

竹 中 工 務l苫 大 阪 本 底 設 計 部

1  . 計画概要

主主立事業主体 兵庫県洲本市( 洲本市古茂江埋

立事業事務所)

土地利用主体伊藤忠不動産妹式会社

計 画 協 力 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

1m 発 規 模 23ha (約 7 万坪)

地 区 地 域 国 立 公 園 普 通 地 域

娯楽リクリエイション地区

( 建築条例案)

特 性都市近郊型の海洋性リクリエイ

ションリゾートとして、 Ｕ ＰＰ ｾ 査の

ヨット、モーターボートを収容

する' ? 1) ーナを中心に、別荘、

保養所、ホテル、オートキャン

プ場などのリゾートレジデンス

群と、 7 リンクラブ、アスレテ

ッククラブなどのリクリエイシ

ョンスポーッ施設群が、運河 に

よって有機的に結合されたリゾ

ートライフゾーンである。

建築社会/ 1973年4 月号

35 



II. マリンレジャーについて

レジャーとは、本来きわめて個人的なものであ

り、実存的なものである。その意味において、

人間の生活そのものであり、個人の行動様式そ

の ものである (way of life) 。個人 をつつむ諸

環境すべてに対する価値づけの土壌があって、

そこに動機づけカf 加わると、欲求となり、レ ジ

ャー行動へと速な る。それ は、場、時、媒体、

手段のあらゆる場合とその組合せ方でもって、

多種多様の形態をとって展開されるが、社会的

には、その個人的志向が、非常に近似的にひと

つの動向となって現象しているに過ぎない。し

たがって、マリ ンレジャ ーとは 、海洋性リゾー

トにおけるレ ジャー行動と把える のが妥当であ

ると思われる 。

III. 全 体 計 画 の 理 念

1 当社の開発手法に基づき、自然的条件( 地形

条件、気象条件、海象条件) 、社会的条件( 市場

条件、開発条件、制約条件) 等の調査、分析、

統合の結果、当計画地を、マリーナを中心とす

る海洋性リゾートゾーンとして設定し、都市近

郊型でありかつ滞在型リゾートのリクリエイシ

ョン基地として性格づける 。

2. リゾートの本質である、 SPACI OUS である

点を計画のポリシイとする 。 (fig. 1)  

3.滞在型リゾートライフを中心とした、リゾー

トコ ミュニティを作り上げるために、その核と

してクラブシステムを導入する。 (fig. 2  )  

アレジクャテ一ィ ピ、、テ¥イ" -

リクリエイション行動

対応施段規模

の専有面積

シティライフ - 10' ( M' f 人)

ex. 映画観賞 10'  

リゾートライフ 10' - ( M' f 人)

ex ヨッティング 10' 

。
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- 10' ( M' )  

10' 

IO' - ( M' )  

l (f 

fig. 1  
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4.空間構成としては、施設群を運河を納とする

クラスターパターンをもち、平盤埋立地である

ことから、セットパックによる丘陵状のスカイ

ラインをもたせ、ま た、全域のシンボルとして、

? リーナにランドマークとなる施設を配する 。

N. エネルギー供給基本計画

1 . 給水に ついては 、市水道の供給を受 け、 ヴィ

レッジ内の公道、私選に供給管をループ状に布

設する。また、コミュニティプラント に加圧装

置を設け、 4 階以下の建物には直後給水するこ

とを計画している。

2. 排水については、ヴイレツジ内の各プ ロック

ごとに汚水処理を行ない、下水管およ び開水路

へ接続する。また、大きく 3 ゾーンに分けて集

f i g. 2  



中汚水処理装置を設けることも検討されている。

3. ガスについては、コミュニティプラントに L

P ガス発生装置を設け、公道、私道に供給管を

布設する 。

4.電力については 、電力会社がヴィレッジ内、

公道に高圧ケ ープルを地中に布設し、使用量大

なる 施設には、高圧でそのまま供給し、分譲別

荘7 ンション、および分譲別荘地ゾーンへは、

各プ ロック内の変電室で低圧に下した後、各戸

へ供給す るよう計画を進めている。

5. 電話については 、電々公社がヴイレッジ内、

公道にケープルを地中に布設し、各戸で加入電

話を引込む。公衆電話も適所に設ける予定であ

る。

v. 環境緑化基本計画

1. 当計画地は、緑のなかにつつまれたシーサイ

ドリゾートゾーンとして、緑がつねに関与する

ことを骨子とし、常緑広葉樹( ; クスノキ、アラ

カシ、マテパシイ等 ) の イメージで統一する。

2.当立地の植生を生かし、海岸地域特有の瀬木

群( ハマナス、ハマポウ、ツキミソウ等) を所

司に配し、洲本周辺の自然の延長として、将来

その自然のなかに包み込まれ 、自然そのものと

なることを主眼とする。

3.計画地の埋立土は、当立地近辺の山より織出

される真土であるが、やや泥土分が多〈、通気

性、保水性に劣るので、上1 i の客土を必要とす

る。

3. 50  12. 00M 

H. W し +1. 80

L .W.L .  + 0.50 

- 1. 70 

3.50 

羽 . 運河について

1. 満干潮の潮汐差と潮流により、ハーパー内の

海水の浄化と、運河の自浄効果を発揮させる。

( 当社技術研究所の水理実験にて確認されてい

る。)

2 全域の空間の軸として、各ゾーンの独立性と

融合を同時に機能し、それ自身 、ひとつの空間

性( 水と緑の運河) を 発揮して、多様なレジャ

ー行動を呼ぶ企画を可能にしている。 ( fig. 3 )  

VII. ゾーニング

マスタープラン参照

第 2 案てみスタープラ必

o  - - _  100-

f i g. 3  

( 山元弘和)
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. レクリェーション都市型

千種川

は じ め に 置することは民間企業の生産性 を考えると、単

キ ｬｩｬ こｾ｝ｬ ｊ り出すことはできない。

レクリエーション

タウン計画案

千種川 レクリエーションタウン建設計画は 、千

種川レクリエーション株式会社(事業主) とフジ

タ工業株式会社 ( 設計施 工) との共同企画によっ

て、これからの新しいレクリエ ーシ ョン都市型

を志向するもので過疎化に悩む従来の暗いイメ

ージの佐用地域開発の一端を担うものである。

1 開 発 地 域 の 位置 図

fi g.  3参照

レジャーを、生活自身に変化を与え生活を演出

するも の としての、生活を再生産する意味と考

え、つぎの 2 つの事柄を総合的に取り入れ、千

純 川 レクリエーンヨンタウンの計画をスター卜

した。

まず第ー は太陽と緑と広大な空間のなかで健全

ないこいの場として都市生活の疲れ自然に 触れ

る環境から遠ざかってい るつぎの世代を負う都

市の子供達に自然を味わせ、自 然に親しみ単な

る r観光主体のレジ ャー』から『するレジャー』

への脱皮を図 り、 この千種川 レクリエーション

タウン計画は『精神的創造の場』と『肉体的創

造の場』を大きなテー 7 として都会生活のなか

で失なわれつつある『豊か な人間形成』また r

自然との融和』の場 として考 えた。

兵 庫 県佐 用郡

黒須 将 之 2.開 発 地 域 の 概 要

中国縦貫道路 ( 昭和49年度開通予定) の建設工

事に伴い京阪神地域からわずか 1. 5時閉め近距

維 にあり 、佐用インターチェンジに隣接し 、{左

用、南光両町にまたがる好位置にあり、開発面

積 500haのなだらかな丘陵地である。

開発地域南東、 北西には兵庫県屈指の清流千種

川、 佐用 )11 が流れ( 右方直下に豪放の響きを伝

えるのは千種川、左方直下緩々と流れるのは佐

用川、千種川は急流停をかこんで水勢烈しく、

佐用 川は13々雲を浮べて鋭の如しー佐用の史跡、

と伝説) 、中央には因幡街道が走り ( 後醍醐天皇

西遜の順路一{ 左用の史跡と伝説) 、名勝史跡に富

んだ観光資源を有し 、また山菜、 山鳥などの自

然の動 植 物がｾ￭ｊである 。

3. 開 発 構 想

労働時間の短縮、消費水準の向上、都市生活環

境の悪化 ( 人口の過密、住宅難、交通戦争、大

気汚染、騒音等) による社会精進の多様な変化

に伴い 、 レジャー開発も単なる人間活動の部分

的な娯楽対象のものから、すなわち r物的欲求

レベル』から人間性本来の生きるための活動と

しての『人間性回復の欲求 レベル』へと質的価

値 観の転換がなされてきている現在 、過去の こ

まぎれ的 な単なる単一拠点的な形態 から総合的

なものへの レジャー開発を考える場合、その規

模、内容を社会的ニースに適応した施設群を配

第二 は広域的な『レジ ャー開発』の多くは民間

エネル ギーによる要素が多く生産性を考えた民

間独自の企画に委ねられているのが現状である

しかしその本質を考 えれば『地 域』とそこに住

む『地域住民』との有機的結合 こそその開発の

意義をかもしだす要因であって、それが地域生

活の起動力になり、また下記に示すような 地域

の発展を担う先導的な役割l を果すもので、 地域

社会の r;骸』にな り得るものと 確信する。

fi g. 1  

以上の rr井j発榊恕」をもと にf i g. 2 のような総

合的な「千種川 レクリ エーシ ョンタウン」の企

画を立案した。

fi g. 2  千種川レクリエーションタウンの企画
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。民間エヰルギー

( 企 画、 資 本)

0 自治体の 参 画

。 住 民 の 参 画

園 土 開 発VI 51 0 N

国 : 中 国山地レクリヱ ーション基地

県 : 教育文化レクリ ヱーション基地

立地性

1  '都市か らのがれる

感 覚

2 め ぐまれ た自然

3 四 季の 利 用

4 広域レクリエーシ

ヨンの基地

地織の特性

l  歴 史 性

2 生 活 環 境

3 自 然環 境

4 交通ヰ ッ トワーク

5 地元住民の意織度

欲求

6 経 済 状 態

7 文化

8 教育

周辺 レクリヱ ーシ ョン地匁車

県立音水染林公園 ( 日名倉山 、

船越 山、氷ノ山 、後山 、那岐山

固 定 公園 )

瀬戸内海園立公園

山陰海岸国立公園

開 発 テ ー マ

都市生活者の自然との

対置舌を通じ 、精神的肉

体的な欲求に応え明日

へのエネルギーの創造

をはかる。

精 神 的 創 造 の 喝

肉 体 的 創 造 の 場

自然公園

人工湖、釣〉也、ポート 、

自然遊歩道、 サイ クリングロード

松タケ山 、山の幸園 (票、柿等)

ふるさとの村

住居施段

別 荘 「 一 土 地 介 徹

トー 建 売 介 綴

」ー 貸 別 荘

宿泊施設

9 ウンセン9 一、 リゾートホテル

ゴルフ ロッヂ

スポーツ施設

ゴルフ喝( 18ホール)

テニス コート 、サ ッカ一場

野球場、フィ ール ドアーチェリー

ターゲッ トアーチェ リー

ミエゴル フ場( 6 ホ- )レ)、 プール
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4.利 用 者 栴 成 の プ ロ セ ス

千種川レクリエーションタウンの利用者構成を

考える場合、とくにここで留意した点は、人間

性意識の追求からスタートし、多種多機化して

いる総合レジャー計画とは異なって、とくに、

r大人 J +- + r子供』のラインで結び『若者』とい

う活動的な年令層を対象外とし、さらにまた、人

間意識のなかにある『エスタブリッシュメント』

というイメージをかもし出すことに挑戦してみ

た。

。人間性憲司障の追求

。利用者年令居

老 年

壮 年 、

f ig. 5  

青 年 ' ¥ [ 0利用者構成

若 者 トー↑ 0 親 と子の対話・一→断絶

子供. ，. . / LO 現代の家族構成

f ig.  6  

5. 全 体 的 な 配 置 構 成

O タウンセンターを中心としたクラスター形式

O スポーツ施設公園などはすべてタウンセンタ

ーと直結し、利用者側の利便性を高める。

0 各ビレッジの通過動線をなくし 、それぞれの

プライパシーの確保をはかる。

40  

6. 土 地 利 用 計 画

(1)土地利用計画図は f i g. 4 のとおりである。

(2)土地利用計画の名称およびその面積、利用率

は第 1衰のとおりである。

第 1表土地利用計画表

名 称 面 積 (m') 利用率( %)

ゴルフ場(18ホール )

1，031 .500 20.63 

練 習 場

セカ ンドハウス 1，329.000 26.58 

コンド ミニアム 119.500 2.39 

タウンセンター 40.000 0.80 

ミニゴルフ湯( 6ホール )

102.000 2.04 

練 習 場

フィールドアーチェリー

103.000 2.06 

ターゲッ トアーチェリー

プ ) 1- 26. 000 0. 52 

7 ニスコート

76.000 1.52 

サッカ一場、 野猿場

ふるさとの村 32.500 0. 65 

公 園 487.000 9.74 

道 路 用 地 185. 100 3.70 

自 然 緑 地 1，468.400 29.37 

計 5，000 .000 (m' ) 100.00( %)  

7. 施 設 構 成

(1)ゴル フ場施設計画 (18ホール、 O U T，I N， P A R  

72 .  7，0 6 0 Y ARDS) クラブハウス、従業貝食

堂および宿舎、管理事務所、練習場ほか

(2)タウンセンター施設計画

コンドミニアム( ホテルタイプ100室) 、診療

F斤、 レストラン、クラブ、スタンドパ一、イ

ンドアゲーム( ポーリング12 レーン、ビリヤ

ード)

庖舗( 食料品、雑貨、プ ロショップ) サウナ、

セミナーホール、 小劇場、管理事務所ほか

(3)公園施設計画

( イ) スポーツ公園

サッカ一場(10 0 Mx 6 4 M) 、野球場( 両翼9 0 M)

テニスコート ( 17函) 、ア ーチ ェ リー( ターゲ

ット 1 0 0 MX  4 0 M、フィ ー ルド 14 ショット×

2  ) プール (2 5 MX 1 5 M、2 カ所、変型プール、

飛込台) ミニゴルフ場( 6 ホー J レ、 P A R1 8、

7 6 0 Y ARDS、練習場) 、クラブノ、ゥス、レストハ

ウスほか

(ロ} 子供公因

果樹園、 小動物公園、レストハウス、釣池、

散策路ほか

ト) ふるさとの村

郷土館 ( 3 - 5 戸) 、牧場( 牛、馬の放飼い)

管理事務所( 既舎、サイ ロ) 散策路ほか

( ニ時林公園

せせらぎの小川、レストハウス、 サ イクリング

ロード、梅林、ハ l J 7湖( ポート) 、散策路ほか

( ホ) 森林公園

レストハウス、テニス コート (14面) 、釣池、

散策路ほか

4 コンドミニアム施設計画

千種川 レクリエーシ ョンタウンにおけるコンド

ミニアム( 計画戸数 700) とは

・サービス業の管理システムの集約化



- 施設利用効率の高度化

などを考慮したリゾー トマンショ ンとする 。

配置構想

〈位置付け〉

・タウン セ ンタ ー を中心 としたクラスター形式

とする 。

f ig.  8  

- パ プリ γ ク ゾ ー ン ( :タウン セ ンタ一、スポー

ツ施設) とプライベー トゾ ー ン ( コンドミニ

アムー住空間 一) との質的、 分離 をはかる。

・パブリックゾー ンとは、直結動線とする。

( 管理上及び施設利用の面において)

〈群形〉

・屋根の利用

・地形にそった配置

・視野を妨げない

fig. 9  

・各住戸のプライパシーの確保

fi g. l 0・1

盤

/レベル差は広場(連続感) によ 円1

|処理する 。また互いの視野は妨|

t げな L 、。 I

fig. l 0-2 

〈住戸内空間〉

・画一化しない変化のある空間構成

・7 イプとしては

( ホ テ 付 イ プ 10- 15

T

/ 戸

7 ンションタイプ 15- 25 T  /戸

ｾ・

f ig " - 1  ホテルヲイプ

8.総合スケジュール

総合スケジュールは第 2 衰 のとおりである。

第 2 褒

ミ訴ミ竺

47年 | 4 8年

6  

l ゴ ル フ 場( 1. ホ建ルZE}  
ル フ 岨 工 事

2  幹(7 .S M、線9 ." 吋道.12. 0 M路}  

〈 幹 線 道 路 工 事

生(4 活 道 路

31 ( 4  Ｎ ｯｾＺＭ 5  .0M: 6 .0; ; )  

生 活 道 路 工事

4 土 木 造 成 そ の 他

5 建 築 関 係

6 ス ポ ツ 施 設

7 公 園 お よ び 造 園

8 防 災 エ 及 人 工 池 ，去 工 、 エ 池 工

9 都 市 段 備

昭 和47. 4.16 エ

1
'

中 国 縦 貫 道 路 路 エ

9. 各 施 設 の 完 成 予 想 図

各施設の完成予恕図は下図参照のこと。

ハリマ湖レストハウス

スポーツ施政クラブハウス

fi g 11 - 2  " ? ンションタイプ

4 9年
50年

6  6  

一茅蚕亙

X  観基盤工事

踊 益 工事

土木造 成 そ の 他 工 事

l切戸 コ ン ド ミ ー ア ム 、 タ ウ ン セ ンタ 工

" プハウZ 工事 レ ス ト ハ ス エ 事

ースコ 工

公園施股および造園工恵

五 盃. T示E 蚕 工 事

昭 和49. 9開 通 予 定

B コンドミニアム

ふるさとの村

( くるす まさ申き 7 ジタ工業昔前大阪支庖E主計部主任)
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- 海 外 の レ ジ ャ ー

米国における

レジャーの動向

とデザイン

機内恭介

42 

近来にない充実した文化的内容と経済的発展を

とげた米国のレジャー施設の動向はある意味で

はわが国レジャーの先行指標とも見られるので、

ここに概観してみたい。筆者は最近ホテルとレ

ジャー施設の関連に興味をもって、米国に調査

旅行をした直後なので、少 4 ホテ J レ建築にたち

いるかも知れぬが、まず生活意識的な面から、

つぎに各地 レジャー施設の発展、さらに そのデ

ザイン動向についてふれたし、

元来、米国は専門的職能分化の著しい国ではあ

るが、最近は、商業的建築における J ohn Por t  

ma n のように D E V E L OP E R A R C HI T E C T な

る多彩な企画一一設計家も出現し、その他M A R

K E T  R E S E A R C H E Rの MA R K E T C R E A T OR  

化等、境界領域にわたる統合的発展も見られる 。

とくに建築においては企画的発想動機とその表

明である演出的発送動機は融合するほど吸引効

果が大きいので、建築家側から企函構想、が提案

されるのは良い傾向であろう 。

レ ジ ャ ー 観 の 相 違

日本では「レジャー産業」、「レジ ャ一時代」と例

によって一億総ナントカ時代の観があるが し

E I S UR Eそのものの西洋的語感では 、「行動的感

覚」よりむしろ「時間的観念」が強〈、自由裁

量のできる時間を意味する。したがって rR E C

R E A T I ON
J
、rA MU S E ME N T

J という目的的表

現とは異なる総称と考えたい。ゴルフもコーヒ

ーもレジャーである。生活と一体をなす日常レ

ベルのレジャーもあり、非目指・レベルの挑戦的

レジャーもある 。

したがって、日本のように遊びにおける、仕事

と対比しての微妙Z罪悪感は存在しい、。脱日

常的なレジャーは未知の分野に向かつて、新し

l f ナ
自 然

S E EING 

WIL O  

SPOR TSk- FI E_L O 

OUT DOOR 

I NDOOR 

人 工

lぷ](

AMUS E ME NT  

V-E4N0B  T E RTA  NME1NT  

人

[  1] 

BIE S  

い空間体験を求めて、スカイダイプやパルーニ

ング( 風船乗り) などのチャレンジに向かい

ますますエスカレートする危険を伴う 。

活 動 単 位

最小生活単位である家族構成のなかで、とくに

活動の単位は夫婦であ り、子供にはできる限 り

早〈自立を要求する。単位グループとして、職

場 ・家族 ・夫婦などがあるが、つねに優先する

のが夫婦単位であり、日本における職場単位、

とくに男同志の飲み仲 間、雀友、ゴ J レキチ など

のレジャー単位はほとんど見受け ない。ここに

E N T E R TAl N ME N T  B US I NE S S の発展する

要因があり、各種クラブ組織も夫婦単位を基調

とする社交生活を発展せしむる。

レ ジ ャ ー 形 態 と 施 設

このような意識と生活を背景に諸レジャーは発

展・分化し、いくつかの主流をなす。大別 して、

人間の限界にチャレンジする超自然的レジャー

から 、 自然との融合をはかるレクリエーション

さらに T O O L と人の関連レジ ャー、最後に人と

人の接触にいたるまでの自然 ・物 ・人という次

元によって f i g. l のようなレジャ一分類表がで

きる。

このなかで特鐙すべき傾向は、少数ではあ るが

B A L OONI NGやS A F A R I NGのような冒険的レ

ジャーのエスカレーシ ョン、 C A MP I NG C A R  

の大衆的流行による家族の観光地周遊、 W A L T

DI S NE Y  WO R L D ゃ P L AY  B O Y  C L U B  

H O T E L のような大規模 C O MP L E X の発達、

そして各地に展開する老人向きレジャー団地、

さらに L A S V E G A S を中心とした E N T E R TAl

(例)

• MOON  E XPL ORE  ( Cape Kennedy)  

. B AL OONI NG  

. S KY  OI V I NG 

. SAFARI  (WI L O HUNTING)  

. AL AS KA (WI L O FI SHI NG)  

. GRANO CANY ON  

. WA L  T  DI SNEY AI RPL A NE  

WORL D  BALOONI NG  

(ORL ANO)  S KY  DIVI NG  

F I ELD A RCHE RY  

GOL F， Y ACHT  

WAT E R  SKI  

A MUSE MENT  PARK  

E NTE RTAI NMENT  

" ' ETC 

. OISNE Y  L AND  ( L. A.) 

. KNOT T S  BE R RY  F A RM 

. MARINE  L AND 

. MA RINA  DE L  REY  

. CA RME L  

. P LAY  BOY  CL UB 

. LA S  VEGAS  

. GHIRAROELLJ  S QUARE  

ー・各地
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f i g. 4  P L A Y  8 0 Y  C L U8 - HOT E L  at G R E A T  G OR G E.  N E W J E R S E Y  

f ig.  5  C ONT E MP OR Y  A R  H OT E L  (内部) I N WA L  T  DI S NE Y  WO R L D  

f ig. 6  H Y A T T  R E GE NC Y  H OT E L  ( A T L A NT A)  

NME NT - BUS I NE S S て・あろう。

とくに F L ORI DA半島中心の OR L AND周辺 110

K W余の巨大な沼沢地を開発して、空前絶後の

スケー J レをもっ WA L T DI S NE Y  WOR L D は

大自然から A MUS E ME NTまでをカ バー した一

大レジャーゾーンを展開しつつあり、 その第 1

期が最近完成された ( fig. 2 )。興味深いのは第

2 期の未来産業的な新しい交通システム、情報

ンステムを含む超近代的都市施設であり 、 自給

的S OCI E T Y であり、実験的な E P C OT (EXP.  

E RI ME NT AL  P ROT OT Y P E  COMMUNI T Y  

OF  T OMOR R OW) の建設であろう。

これは米国内の先端的な全産業分野を総合する

技術的開発を必要とし、これによって新材料や

各システムの産業発達に及ぼす影響は偉大なも

のとなるだろう。全投資額は少なくとも 1，200

億円と見積られ、さらに今後増加するだろう。

やはりレジャーには夢があり、未来指向的な知

識集約的なレジャー開発こそ、一つの有意義な

空間体験として 、万博以上の好評を呼ぶと思わ

れる。アポロ計画のケープカナベラルに集まっ

た巨万の群集を見ても、この未来指向的な「体

験的レジャー」 はありきたりのレジャーと次元

を異にする意義をもつことと思う。

つぎに P L AY B OY  C L UB のようなクラブ車E

織は、 E NT E RT AI NME NT BUS I NE S S を中心

として栄え、各地にパブリックあるいはプライ

ベットなクラブ を発達させた ( fi g.3，4)。特色の

あるクラブは社交的優越感をその所属によって

満たす一種の虚栄産業ではあるが、その資格を

得るのに数年間待たされることもある。たとえ

ばロスの MAGI CI ANS' C L UB や種々のプレ

ステージクラプがそれである 。の

一方、ラスベガスがG A MB UNG BUS I NE S S  

を厳正かつ安全な管理によって健全産業に発達

させ さらにニューヨークのブ ロードウ ェイを

上まわる一大E NT E R TAI NME NT のセンター

となり、室内娯楽のw築地としては世界に他の

例を見ない。

デ ザ イ ン 動 向

以上、巨大な複合施設を二、三あげたが、いず

れもレジャー基地としてのホテル施設を中心と

してデザイン展開を見せることが多い。その デ

ザインも従来は高級なホテルほど伝統的 なフレ

ンチスタ イルをコピーする傾向があったが、最

近はー速の新しいデザインによって、 非日常的

な空間体験を提供するようになって きた。前述

のDI S NE Y WOR L Dの中心のCONT E MPOR.

A R Y  HOT E L  (fi g.  5 ) はモノレールシス テム

と大吹抜ロビ ーの結合によって大胆な都心ロビ

ーを笑現し、またー速のJ OHN P OR T MA Nの

デザインする HY A T T RE GE NCY  HOT E L チ

ェーン ( fi g. 6 ) は、新しい空間と装置によっ

て大量の客を動員している。

レジャーを日常定型からの脱出と考えれば、そ

の施設デザインは、より高次元での企画と設計

を融合せしめ、レジャ ー内容に ふさわしい空間

体験が要求されるべきであろう。

( よこうち きょうすけ 7 ジタ工業( 株) 計段部

チーフアーキテクト、 M. S .  in AR CH. )  
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f i g.7  WA L T  DJ S NE Y  WOR L D- C ONT E MP OR AR Y  HOT E Lのデザイン評価分折
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- 情報サービスニュース

住宅産業情報サ ービス

住宅産業Iζ 関する情報を求める声がでてから久しい。それぞれの企業

なり研究機関が，何とかして，当局の資料や報告書を入手してかろうじ

て情報を知る手がかりにしているが，それらは何となしにパラパラの感

をまぬがれない。とくに海外の住宅産業についての情報となると，一周

それはパラパラである。

そういったとき ，住宅産業に関する一切の情報をサービスする峨関が

生れた。[ " " 財団法人住宅産業情報サ ービス」というのがそれである。

乙のサ ービス機関が. [ " " 海外住宅産業ニュ ースJ を，海外の諸雑誌リ

ポートから拾って . 7 2年 4 月の創刊以来，毎月発行している 。また海外

各国の住宅政策や住宅統計などのリポ ー トをほんゃくして. [ " " 住宅産業

シリ ーズリとして逐次発行しているし，日本の建設省 ・通産省その他

権威ある機関の住宅リポ ー 卜をこれまた「住宅産業シリ ーズ2J として

逐次転載して刊行している 。乙れら の資料は，まとまって手元にあると

大層便利である。たとえば. [ " " 海外住宅産業ニュ ース」ではアメリカの

工業化住宅ないし，モービノレハウスについての情報など，盛んに紹介さ

れているのも ，その道の人 {ζ は興味深い。各国の政策，計画，事業，製

品，市場，販売，工業化住宅，建材，設備などの トピックス的なニュ ー

スはきわめて豊富で、ある。もちろん乙れらはアメリカならびに欧州の比

重が大きくて，それに比べて，社会主義国の住宅事情はあまりにも紹介

が少ないのはものたりないが，現在日本の住宅産業の方向といったもの

からは，資本主義国のものに重点がおくのも当然かも知れない。

「住宅産業シリ ーズ 1 J の海外住宅政策のほんやくものでは， すで

に. [ " " 米国の住宅産業J [""国連 ・E C E世界各国の住宅統計J [""ス エー

デンの住宅政策J [ " " 西ドイツの住宅政策J [""オ ーストラリアのプレハプ

住宅産業J [""スエ ーデンにおける住宅および住宅設備産業J [ " " フランス

の住宅政策J [ " " 建設および資材の 1972年の展望( 米国商務省) J  [""イギ

リスの住宅政策J [ " " アメリカの住宅政策」などがある。

また . r住宅産業シリ ーズ 2J では. r住宅供給生産システム調査報

告書( 建設省) J  r住宅公団居住者定期報告( 抄) J  [ " " 住宅の基準寸法

に関する中間報告書: ( 通産 ・建設両省の提案 ・工技院委託研究報告省) J

「建設省住宅局工務后実態調査報告J [""住宅産業振興対策調査研究会住

宅像郎会報告書」などが転載刊行されていて，研究者 ・実務者にとって

将来の方向を見きわめる上で便利である。

参考までに以下，海外住宅産業ニュ ースNo. l l ( 73年 2 月) のトピック

スの見出しの紹介をしてお乙う。

巻頭言として「急がれる住宅建築業の近代化( 佐々木宏) J  . 欧米の

往宅政策として「柔軟性を欠く英国の住宅金融 ( T he Economi st) J  

「国税局は間接税の解釈を変更するか (A nt omati on in Housing) J  

「家なし家族κ 必要な適切な対策( 英国 ・T he Economi st )  J があ

り，各国の住宅産業事情の紹介欄では . [ " " 住建用鋼材の使用量は増大か

( 米国 ・A mer i can Met al  Market)  J  ["" ハワイで盛んな開発事業

(Busi ness We e k) J  T フランスにおける新しい木材市場の開拓 (T he

Fi nanc ial  Post)  J  [ " " 住宅業界 ( C答告を発するネ ーダ一氏 (Bui l ding

Supply  News)  J  . それに，海外ハウヅングトピックスの欄では「誰

でも簡単に組立てられるノックダウン住宅J r各種新製品が展示しであ

る全国住宅改善改築博覧会J [ " " 高層化と犯罪J などのニ ュー スがある。

ζ の財団法人住宅産業情報サ ービスの住所は，東京都港区芝西久保桜

川町 7 (第23森ビJ レB 階) にある 。電話は 03- 502- 8541 で業務部の編集

で責任者は三輪恒さんが担当 しているので，希望される人は同氏に迷絡

すればよいと思われる 。 ( M)

大阪府建築士会の建築情報センタ 一発足

創立20周年を迎えた社団法人大阪府建築士会では会員サ ービス事業強

化の一端として，今般，士会内 IC建築情報センタ ー( 委員長 : 坂内幾男)

を発足させた。建築情報センタ ーでは，以下のような計画で情報サ ービ

スをすすめている。

1  ) 情報センタ一室の整備と拡充( 情報，資料の収集，整理加工，蓄積，

伝達)

2 ) 情報センタ一室の資料lζ 関する閲覧および相談

3 ) 情報センタ一室の各種サービス業務

A  当初計画

① コンテンツサービス( 目次目録サービス)

対象雑誌20誌 新 建 築，建築文化，近代建築，建築. S  D .  a  +  

U. 建築界，商庖建築，病院建築，建築雑誌，建

築と社会，ひろば，ディテ ーJ レ，建築設備，建築

生産，都市住宅，新住宅，住宅，建築技術，施工

( 順序不同)

a ) クイッタサービス( 新刊号の目次をj苫頭K 並んでいるうちに見

る乙とができる。)

b ) パックナンパーサービス( 旧刊号の過去 5 年分の目次を見て資

料の所在を知るととができ一次検索を行なえる)

B  逐次計画

①海外版コンテンツサービス( 海外文献，雑誌類の目次)

② コンピュータプログラム畳録制j

③ カタログ資料サービス

a ) カタログ集の発行

b ) 建材，設備等カタログ収集分類，閲覧

@ 作 品 情 報 サービス

a ) 建築作品の記録の概要と掲載誌名などを問合せに応じてリスト

として送付する。( 紹介されている誌名 ，年月号，頁，作品名

称，設計者，規模，構造種別，その他の内容と図面，写真がど

の位の枚数入っているか，乙のリストをみれば資料にもられて

いるものの評価ができる)

b ) 一定の方法( 用途別，規段別等) によって分類したリストを発

行する。

c ) 情報カード( 小冊子) の発行〈カ ー ド内容は各誌に紹介されて

いるデータをカ ー ド内に収めたもので，図書館の索引カードの

ようなものを発行)

@  図面交流提携斡旋

⑥ 受 託 調 査 サービス( 調査，開発の資料収集と報告)

⑦ 各機関および情報機関の窓口業務. J  1  C  S  T 資料，学会資料，

各協会センターなどの紹介

③ 事務所資料の収集，閲覧( 会社案内 ，社内務規程類，事務用帳票

類，社内報なと)

③ その他ニュースの発刊( 建築情報センターだより) . 出版，セミ

ナーなど

必要望があれば，上記資料のコピーを士会のコピー設備で行なう乙とが

できる。

入会その他の詳細については . ( 社) 大阪府建築士会建築情報センタ

ー( 大阪市東区博労町 2 - 41 中博ビJ レ内 T E  L  06- 262- 1861) へお

問合せ下さい。
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日本建築総 合試験FVr !L望 む
試験装置紹介 ・その 8

防火材料試験装 置

原 野 律 郎

建築基準法令は防火 ・防煙性能を保持する材 壁高さの中央で 750:!:: lOOC の範囲K 30分以上安

財団法人日本建築総合試験所が，通商産業省

と建設省の共管団体として新たな発展を期した

のは昨年 8 月の乙とであったが，その後， 1， 000 

屯圧縮油げ試験機をはじめ，音響および熱関係

試験設備，大型壁炉等の試験施設を着々と拡充

整備されて来られた ζ とは本当に喜びにたえま

料を「防火材料」と総称し ，それらを性能上か 定するように調節されている。試験体は炉の上

ら不燃材料 ・準不燃材料 ・難燃材料lζ 区分して 部から帰入 し，さらに20分間加熱する 。試験体

いる。本試験装置は主として法令にもとづく防 投入前および試験中の温度変化は自記記録計IC

火材料の認定試験および J I S . A. 1321 f建築 より記録される。

物の内装材料の難燃試験」による性能試験IC使

用される。試験装置は表面試験装置，基材試験

せん。 炉の 2 つに分れている。

乙れで，東京の財団法人建材試験センタ ーと (1)  表面試験装置

並んで，東西の試験機関がいずれも通産，建設 加熱炉( 有効加熱面 18X 18cm)  1組 2 基とそ

両省の共通の指導のもとに，互いに協力する体 の上部K 共通に設けられている容積約 2 ni' の直

ffjlJ が名実ともに整ったわけで，関係業界の発展 方体の集煙箱( 内法高さ 1. 0m，他の二辺1. 41m

にもー庖貢献できるものと確信します。 m十半; 装置付) ，集煙箱下方 IC設けられている 煙

しかも ，西の建築総合試験所が構造材の試験 濃度をみる光量測定装置( 吸引装置付) ，オペ

を中心とし ，東の建材試験センタ ーは建材の試 レーションパネルからなっている。装置の外観

験を中心として，両者がそれぞれ特色をもって を写真に示す。加熱炉の主熱源は定電圧装置を

活躍している乙とも十分意義ある ζ とといえま 備えた電熱( 1. 5k w/h) ， )f; IJ 熱源は都市ガスで

すが， しかし一方，わが国の住環境の立遅れを ある。試験体は大きさ縦横それぞ‘ れ22cm(厚さ ，

E 的にも質的にも急速に充実する必要に迫られ 材料構成は実際のものと同一) で加熱炉lζ 霊直

ていることはど承知の通りであり，乙のために に取りつけ片面( 化粧面) から加熱する。試験

は構造材と建材を問わず，建築用材料金般の品 体の取付，加熱は各炉交1 i . IC行なう。加熱は最

質性能のー庖の向上をはかる必要がある乙とも

当然です。しかしまた，わが国では製品の種類，

製造業者数に対して信頼できる試験機関の数が

著しく不足している ζ ともど承知の通りです。

したがって，今後の日本建築総合試験所IC望

むものがあるとすれば，全国 IC散在して上記の

不便さを最も切実に感じている比較的中小規模

の建材業者の要望 IC も応え，少なくとも ，建材

に関する基礎的ないし共通的な試験を行なえる

初の 3 分間は試験面下端の都市ガスバーナ ー

( 流量 1. 5t/ mi n) だけで加熱 し， 3 分自かる

は1. 5 k w/hの包熱が加わって加熱する。温度の

測定は加熱炉上部にある煙突頂部における排気

の温度による。試験中その変化は自記記録計lζ

記録される。加熱温度はあらかじめ標準板( 厚

さ1. Ocmの0.8石綿パーライト板〉を加熱してそ

の排気温度が定められた曲線となるよう調節し

ておく。乙の標準板を加熱したときの排気温度

ょう，設備および人員の整備をはかる乙とにあ 曲線にそれぞれ50
0

Cをプラスした曲線を標準温

るといえましょう。 度曲線とし ，試験体を加熱したときの排気温度

私どもも ，資金面その他必要な援助は決 して 曲線が標準温度曲線を乙える部分の面積 ( tdB)

惜しまない乙とを付言し ，本試験所が関係全業

界の支持と協力 ICよってますます発展されんと

とを祈ります。 ( 通産省化学工業局窯業建材課長〉

|  ニ ュ ー ス |  

界 壁 の遮 音 試 験の建設省指定試験機関

となる

乙のたび. 当試験所は遮音試験施設について昭

和48年 2 月 6 日付47建設省東住指発第2e記号を

もって界壁の遮音性能試験の建設省指定試験機

関となりました。

今後昭和46年 1月29日付建設省告示第 108 号

「長屋又は共同住宅の各戸の界皇室の遮音構造の

指定の方法を定める件」に基づく界壁の遮音性

能試験を行なう乙とになりましたので，関係方

面のど利用をお待ちしております。

48  建築と社会/ 1973年 4 月号

が求められる。加熱により試験体から出た媛

は，煙突から出て集煙箱 lζ 入り ，援持され吸引

装置で集煙箱下方の光量測定装置を通過するよ

うになっており ，試験体の単位面積当りの発煙

量の変化が自記記録計により記録される。また

加熱炉の正面中央 lζ は観察窓が設けられ，試験

中の試験体の燃焼状況が観察で‘ きる。表面試験

の結果の実例を図ー 11ζ 示す。

(2)  基材試験炉

加熱炉の構造は 図- 2 1c示すような内径 75

m m，深さ 15 0 mmの定m圧装置を備えた円筒形

電気炉で，炉上部 lζ はステンレス製の遮風筒，

下部 ICは空気流入安定筒， ドラフト遮蔽筒がつ

けられている。試験体の大きさは高さ 5 cm，他

の二辺がそれぞれ 4cmのさい乙ろ形( うすい材

料は重ねて銅線でしばり高さを 5 cmにする ) で

ある。加熱温度は炉内壁内函から 1cm離し， .炉

度 度

300 

(90 ， 

表面試験装置

5  6  

図 - 1 表面武陰結果例

試料容器

遺風街

耐火物

電気炉本体

電熱線

空気流入安定筒

ドラフト遮蔽筒

図- 2 基材鼠陰炉



日本建築協会

月間の動き

昭和48年 2月分

通
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吊 総
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21 日 Ｕ 時 ＱＰ 分 ｾＵ 時半於会館集会室 Ｓ

出席者塚本会長ほかロ名

議事(1)名誉正会員推挙の件

ロ) 監事 l 名選挙の件

(3)本部所属評議員29名選挙の件

14) 役員重任承認の件

評 議 員 懇 談 会 ( 技 術 部 門) I  

2 日 Ｕ 時半 ｾＷ 時於会館集会室

出席者野中評議員ほか 6 名

2 月開催の総会における技術部門選出評議員

候摘者の推せんについて懇談協議

理 事

4訟.

τ"" 

21 日 Ｓ 時半 ｾＵ 時 ＱＰ 分於会館集会室

出席者塚本会長ほかロ理事

議事(1)定時評議員会開催の件

(2) 事務局規程一部改正の件

(3) 名誉正会員推挙の件

(4) 大阪府知事表彰候補者推せんの件

(5) 創立記念日の集い行事取止めの件

(6) 役員 ・委員の慰労懇親会開催の件

(7) 事務局験員退職承認の件

(8) 実務iζ 直結した建築工事別説明会開催の

件

(9) i 建築基礎工法と実例」講習会開催の件

凶建築工事実務講習会開催の件

仰財団法人大阪建築防災協会設立の件

凶未出版企画図書に対する措置の件

日入退会者承認の件

U4 ) 報告事項

編 集 委 員 会

大阪大林ピル座談会

1 日 Ｔ 時 ｾＵ 時於会館集会室

出 席 者 新 聞 信 之 氏，藤純正俊氏，彦谷編

集委員長

3 月号「大阪大林ビノレディング」特集の座談会

委 員 会

12日 Ｔ 時 ｾ Ｖ 時於会館集会室

出席者彦谷委員長，福田副会長ほか 8 名

議事(1) 3月号「大阪大林ピJ レディング」特集経

過報告

(2) 4 月号「レジャ ーと施設」特集報告

(3) 5月号「大阪国際ピJ レディング」特集報告

(4) 6 月号以降の企画

(5) 1 建築と社会」誌再編成案

(6) 新年度委員交代の件

作品作風小委員会

26日 Ｖ 時 ｾＸ 時半於会館集会室

出 席 者 岩 口 主 査 ほ か 3名

議事 7 月号作品特集の件

事 業 委 員 会

広報小委員会

5 日 Ｖ 時 ｾＸ 時於会館集会 室

出席者三品副委員長，小泉，木地幹事ほ

か 6 名

議事( 1) 第 5 回展示写真( 超高居ピJ レ) の企画に

ついて

(2) 第 6 回展示写真の企画について

(3) 役員 ・委員の慰労懇親会開催について

(4) 会員の余技作品展実施企画について

(5) そのほか

若い会員の集い小委員会

8 日 Ｖ 時 ｾ Ｘ 時半於会館集会室

出 席 者 岩 永，奥尾，西村各幹事ほか10名

議事(1)ヨーロッパの都市と建築調査団参加申込

状況について

(2) 第 5 回「建築家に話を開く会」の企画に

ついて

(3) 第 6 回「欧州の再開発事業について」の

オリエンテ ーションの企画について

(4) 次年度第 l 回「高層建築を考える」の企

画について

(5) そのほか

展示写真打合会

10日 Ｑ Ｐ 時 ｾＱ Ｑｊ時於会館 Ｓ 階会議室

出 席 者 三 品 副 委 員 長，竹 中 工 務 活 堤 氏

京阪交通社 2 名

大阪大林 ピJ レ・大阪国際 ピノレの写真展示につ

いて打合せ

委 員 会

15日 Ｖ 時 ｾ Ｘ 時於会館集会室

出 席 者 堤，三品各副委員長，木地，奥尾

西村各幹事，日本交通公社，宮後

氏，岡本氏

議事(1) ヨーロッパの都市と建築調査団参加申込

状況とドル引下げに伴う経費の影響につ

いて

12) 各小委員会の事業報告並び1ζ 事業企画 lζ

ついて

(3) 昭和48年度事業委員について

(4) そのほか

「建築家に話を聞く会」分科会

19日 Ｖ 時 ｾ Ｘ 時半於会館集会室

出 席 者 奥 尾，佐々木各幹事ほか 7 名

議事(1)第 5 回「建築家に話を聞く会」開催当日

の担当委員及び会の進め方について

(2) i 建築と社会」誌掲載担当編集委員につ

いて

(3) そのほか

建築家に話を聞く会

24日 Ｔ 時 ｾ Ｗ 時 Ｒ Ｐ 分於綿業クラプ

出席者村野藤吾先生，福田崎度先生

柳副委員長ほか2 名

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会

企画分科会

8日 正午 ｾ Ｒ 時於会館集会室

出 席 者 井 上 委 員 長，香西 ・酒井両委員

議事司1)i 社名住所欄の変更」の周知方法について

(2) Nn41の企画について

(3) その他

D グループ打合会

14臼 Ｖ 時 ｾ ＱＰ 時於会館 Ｓ 階会議室

出 席 者 樋 口 幹 事，正法院主査

防火材料の原稿調整

委 員 会

20日 6 時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者井上委員長，伊藤幹事ほか 6 名

議事(1)i 社名住所欄の変更J の周知方法について

(2) 防火材料の分類番号について

(3)廃止シ ー トについて

(4) 分類番号の新設について

(5) ぬ41 ( 7 月発行) のシートについて

(6) そのほか

住 宅 委 員 会

住宅展小委員会

22日 5 時半- 8 時 於 会 館 3 階会議室

出席者生田副委員長ほか 4 名

議 事 第10回よろず相談住宅震について

建 材 委 員 会

見学会と委員会

23日 2 時- 5時

於大阪ガス技術開発センタ ー

出席者石浦委員ほか 4 名

見 学 ガス諸器具の各種試験設備

委員会 セントラ ノレ ヒーティ ングについて

法 規 委 員 会

委 員 会

26臼 3時- 5時 半 於 会 館 集 会 室

出席者福田委員長ほか17名

議事(1)法令建築事務所制度について

講師 竹 口 信 夫 氏

は) 次年度法規委員改選について

見
品

十

. 6. .  
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大阪ロイヤルホテル新館新築工事の見学会

( 本会 ・大阪府建築士会 ・日本建築学会近畿支

部 共 催 )

13日 2時- 4時半

参加者 65名

設計吉田五十八研究室，株式会社竹中工

務庖

施工株式会社竹中工務庖

大阪大林ピルの見学会

( 本会 ・大阪府建築士会，日本建築学会近畿支

部 共 催 )

27日 3 時- 5 時

49  



参加者 宛名

設計 ・施工 株 式 会 社 大 林 組

自動化グレーザ光線を垂直測定に応用し、

4会 連 合 工 事 請 負 契 約 々 款 委 員 会

附竹中工務后では ，かねてよりレ ーザ光線を使って自動的に垂直測定をおζ なう機器 ・シ

ステム の開発に取り組んでいたが，ζ のほど世界で初めて実用 化に成功。乙れまで， レー

ザ光線の直進性を応用して トンネル測量， 水平測岳をおとなう機器は製品化されている

が ， ζ れをｾ直視 ｈ ， ｈζ 応用し ， 自動 化し たのは初めての乙とである。乙れによって超高居

ビルの鉄骨組み立て，エレベーター レールの据えつけスライデイングフォ ーム工法，超高

居煙突などの建設工事を高い精度で= スム ーズにお乙ない ，大幅な省力化が見込めるととに

なろう。 " レーザ自動垂直測定システム " は，水平レーザ発振器，レーザ霊直器，受光器，

指示装置，デジタ J レ表示器から構成される。

測定方法は ， リモコンによって 3ω 度回転する「レ ーザ発振器」から投射された水平レ ー

ザ光線を「レ ーザ垂直器」が適確に受けて，上下 2 方向に分割l投射する。垂直 IC投射され

たレーザスポットと測定したい個所に設置された「受光器」の中心とが合致すれば，垂直

であるととが確認され，狂っていれば「指示装置」が自動的にその数値を算出して「デジ

タJ レ表示器」に伝えるようになっている。また，測定個所1(. アクリ J レ板タ ーゲットを用い

るとレ ーザスポットが肉眼でとらえられるので，作業者全員がきE直精度を確認しながら作

業を進める乙とも可能。当 システムの特徴と機器の主な仕様はっき、の通り。

" レーザ自動垂直測定システム " を開発世界で初めての

於新大阪ホテ J レ

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

13日 8 時半- 9 時半

出席者 55名

当日は久田良吉氏より拓本行脚についてのお

話を伺った

9 日 2 時- 4 時於日; 本建築学会

出席者堀井委員長ほか B名

議事工事請負約款改正について

24日 正午- 4 時 於 日 本 建 築 学 会

議事(1)現行約款見直しについて

(2) そのほか

於大阪科学技術センタ ー

出席者大阪府建築部長ほか34名

大阪建築防災協会( 仮称) 設立について懇談

22日 3 時- 5 時 於 建 設 保 証 ピ ル

出席者大阪府建築指導課長ほか26名

議事(1)各団体出指金額の件

(2) 発起人会構成の件

(3) 寄付行為案一部変更案の件

! 大 阪 建 築 防 災 協 会 設 立 懇 談 会

2 "寺- 5時7 日

徴〉

きを直精度が5 万分の 1 と非常に高い

2 メー 卜J レから 3∞メートルまでの自動測定，眼視測定ができる

レーザ光線が上下 2 方向 lζ 同時投射できる

レーザ光線と眼視望遠鏡が切換え可能で，測定のガイ ドや点検が容易

限視望遠鏡は上下方向とも手元のつまみで合焦でき ， レーザIC切換えれば自動的 lζ 最

〈 特

①

②

③

④

⑤

 

小スポットとなる

一般の垂直器としても使え ，180 度対向して視準すれば検定も容易に行なえる

レーザ入射方向は，内蔵された水平方向望遠鏡lとより容易にガイドする乙とができる

レーザ霊直器は ，水平面内のシフティング装置とエレベータ三脚によって，レ ーザ光

線1( ，対する位置決めと求心が容易にできる

各機器は小形軽量で，持ち運びが容易である

⑤

⑦

③

 

(4) 設立当初役員選出案の件

(5) そのほか

〔団体会員

定行精機附

2月 の 入 会 者 ( 敬称略)

2 社〕

(レ ーザスポット直径〉

l∞mで'15φ mm以下

( 重 量 ) 4.8kg 

〈 レーザ発振 器 の 仕様〉

( 出 力 ) 3 m W  

( 発 散 角 )

0. 3mR ad ただし 5 X コリメータを併用

( 方 向 制 御 )

ラジコン遠隔操作，粗微動付

( 豆 沼 ) 5  kg 

@  

〈 レーザ霊直器の仕 様〉

( 上部望遠鏡)

倍率 20x ，対物レンズ有効径25φ m m

視界 1
0

21ぴ，測定範囲 2 m- ∞ 

( 下部望遠鏡)

倍率 4.5X ，対物レンズ有効径14φ m m

視界 4
0

，測定範囲 0. 8m- ∞ 

( ファインダー)

倍率 12x ，対物レンズ有効径15φ m m

視界 2

0

，最短視準距離 1.3m 

ブリヂストンエパーライト 大阪サーピス側

手 段 尚 義

永 田 光 弘

(111111111111111“11111111“"“ 111111111“111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

〔個人会員 10名〕

安 藤 元 日 占 i 粕 川 圭 司

秋 岡 訟 i 木 村 昭 一

束 利 雄 j 域 水 陽 一 郎

牛 崎 栄 一 郎 : 杉 山 武 文

2 名) ( 氏名省略)〔准会員

乙の件IC関するお問い合わせは下記ま でお願い

します。

附 竹 中 工 務 底 東 京 支 庖 03・294-2Ll l

生産本邸 村田

堺市地形図 (1/5000) 刊 行

従来より ，建築確認申請書 IC添える附近見取

図は不統一で，見取図の誤りが多々見受けられ

確認、事務に支障を来たしてきました。

乙のたび，事務処理の円滑化をはかり ，また

申請者側の利便を考慮して，堺市建築指導課で

は，堺市の地形図( 縮尺1/5α ね) を活用しての

附近見取図を作成する方法を講じ，確認申請の

窓口事務の合理化を図るとととなりました。詳

しくは，堺市建築指導課へお問い合せ下さい 。

なお，地形図購入の際は ，下記へお申込み下

さい。

購 入 先 : 株式会社植田青写真部

堺市旭通 2- 11 電話0722- 38- 7441

鱗入価格: 1  冊 3，5∞円( 送料別)

(左) レーザ発復器 (右) レーザ霊直器

UUI I“11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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信用JiJ 6技術ど伝統の

ア'X771LトZ事専 業 大J吉

誓言矢偏商由

大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364・代表 0 2 0 6 - 9

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 告11戸 di 生田 区北k 狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

'，l ! : ，治神戸 ( 331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区tii 笠町50( 堂ビル 5 階 502号室 )

ｾｬＡＺｾＱ￯＠ 大阪 (364) 2031- 4  

倉 庫 神戸 市 坪 介 区 八 幡 通 1 - 5  (屯訴221 2923)  

陸屋恨防水には 奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

新 工 法 ノ

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

前田 ｾｉｩＭｾ 古ｾ帯

の林( 冷工法) 苧 ヲ q イト

奥山化工業株式舎紅

l' ｾｉＺ＠ 東京 郎 中央 区銀[ 宅 8 - 4 ー 11 m訊 ・03(571)2703- 4・2370・4064・0264

大 阪 出 駁 所 大阪市郁仏区仰向小I I ! I 1) 2-3- 1  ｾ ｉｉ 話 ＰＶ Ｈ ＹＲ Ｑ Ｉ 2 4 9 7 ・(922) 7  2  8  0  

1'， ｬ ｬ ｩ ｗＭ Ｎｴｂ ￮Ｉｬｾ所 名 市 原 市 南 反 抗 江 町 3 3  屯J苦 052(811 ) 3  6  6  0  .  3  1  0  4  

札 帆 :HijU，荷 札帆市中央灰 ｾｴ 7. 条J l t l l qTn ｾＱｉ Ｓ ｦ［＠ 011(231 )  7  5  1  1  

|特許 岩 元 弐 ベ ン チ レ ー タ ー I
( 電 動 式 並 固 定 型 各 種 -

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅1

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事 ・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目5番22号

電 話 (981) 0615 - 0  618 
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4  

固

ｾ｣＠

52 

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備 設 計 ・ 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

《争
芸喜朗自Z 業社

本 社 東京都港区芝浜松町1- 2- 7  電話 (434) 6171( 大代)

大阪支社大阪市東淀川区加島町 357 電話 (302) 2271 ( 代)

支 底 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・福 岡

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・盛 岡 ・横 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 ・神 戸

大阪電気暖房株式会社

本 社

支 庖

営 鰻 所

出 張 所

株 式

会 社

取締役社長 菅 谷 健 児

給

暖

緋

冷

水 ・ 衛

房・換

生

気

設 計 施 工

大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 電 話 大 阪372局7 l 51( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944(代 )

神 戸 市 生 回 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

営 業 何 回 ・ 空 気 胸 和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 政 備 ・ 塗 装 段 備

・ 蒸 気 噴 射 式 ; 令 議 機/ i t宣言十 ・ 製 作 ・ 施 工

株式会社 建 材 社は4 月 1 同 期 し て

， 

株 式 会 社 大 気 祉 にM 変更し、たしま した。

⑧ 

本社・東京支庖= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑨ (572)7411 代

大 阪 支 底 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑨ (203) 3721 代

名古屋支底= 名古屋市中区錦 2 - 2- 13 ⑨ (211)1535 代

出張所= 札 幌 仙 台 ・笠 回・金 沢 ・神 戸

広 島・松 山・福 岡・ パ ン コ ッ ク

水道・衛生・暖冷房・其f也管 E 事

2宣 言十 並ｾ 工

( 旧斎雌 久孝事筋所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東京者fl 千代目区大手国T 2 の 8 11¥' j 也( 日本ピ J レ)

ヰUl l I ! 常業所

倉時葉書
ｊｾ 出悦

尚ｾ出悦所
|判山出減v庁

'Ill: ｊｾ 東京 ＨＲＷＰＩ 7  4  1  1 誕生 ( 代 表)

ｾＮｕｬｬｉＡ市 ｉ 軒大通西 Ｔ 丁目 ｕｌ 事 ｉ ｊｯＡｪ ｬ￮ 銀ピル Ｇ ＮＱｬ Ｎ Ｑ ｬｩ 札帆ｾＺＮＷＺ＾Ｖ
金 沢 市 お | 判 .r 2  Is: 1  Ｖ け Ｇ ，Ｑｬ， Ａ Ｏ［金 ｾ ，ｾむ Ｑ ＲＱＱＷＴ
制 作 『軒 御 幸 2 の 1 '，11. !占 稲 井 2V24:l6

A 怯 市 2 Is: r  9  Ｇ ，Ｑｬ泊， ｦＺｪ ｴ ｮ｀ＡＩ Ｑ ｾＵ
1判 111 市大f J ¥ :1 !! ( ) の 1 '，1l，I/; I国l山 f yr>'l 86

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 憶 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

努 斎 藤 省 三 商 唐

本 唐 東京都千代田区丸の内 2 の 4 の 1

大阪支腐

京都支后

支 底

嘗 蝶 所

大 阪 市 西 区 土 佐 婚 通 1 の 1

京 都 市 南 区 西 九 条 春 日 町 48

j L 幌 ・ 名 古 屋 ・ 福

宇 都 宮 ・ 横 浜

丸ピル 6 7  6 号

電話 212閃 3751

大同ビル 616号

電話 443刊 3361

電話 681刊 1781

岡 ・ 千 葉

熊 本

冷 暖 房 Y  各 拘 サ ッ シ

給排水、衛生水道 s  環 境 衛生 施 設

電 気 1 =、荷 役 速 機 機 械

厨 房 守 田 ー ー ー す 化学 鉱 山 機 械

三 機 工 業 去 を 大 阪 支 眉

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支底長 j賓川幸十郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 鱈 大 阪 (202) 代表3071

本 底東京・日比谷・三f冒ピル

支 唐名古屋 、福岡、，ｾ昼 、 広島、仙台 、富山

出 張 所 械 浜 、 金 沢 、 併 問 、 高 松

φ ‘  

空 気 関 和 俊 備

設 計 施 工

衛 生 股 備

三建設備工業株ま審枇

大阪支J吉

本 祉

支 社

大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 1131 (代 )

東京都中央区日本僑繍鮫町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大代)

名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

空 気 関 和 ・ 衛 生 設 備

。株式会社

司匝・・

・9 ‘

-
発 空 調

本社・本庖 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電骨量0 6 - 3 6 3 - 1371

支 庖東京都千代田区神田小川町 2丁目 l 番 地 電話 03- 292- 7751

名古屋市中村区広小路西通3丁目 9番 地 電話 052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電話 0822- 47- 4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電 話 0 9 2ー76- 3795

出 』見』

須

所 富 山 ・筒 井 ・京 都 ・ 神 戸 ・松 江

賀 工 業 株 式

A 、

ヱミ

空 気 調 和 衛 生 設 備

社

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1 4  電 話 441- 5171

a 一 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・福 岡支

営業所一 千 葉 ・横 浜 ・広 島
出張所 高 松 ・北 九 州

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑧ 精 研 ; 省 線 繍:iti i ' :t

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンターピル 2 階) 鄭便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 )1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京( 03) 262 - 3  2  4  1  - 4 番

温 湿 度 開 重 量 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 宮 悶 町 3 0  電 話 ( 364) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 閲 区 丸 ノ 内 3- 3 - 1(新東京ビル)

仙 台 支 庖

名古屋支庖

電 官舌 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 路 (21 ) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

電 話 (971) 3  6  2  1  
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空気調和・↑ 亘 1昆 恒 湿 ・ 冷 凍 ・ 冷 蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

日差 ・冷 房 ・空 丸 品 温 度 調 整 装 置

J支 Jt h包 じ

@不ニ熱挙エ納式舎粧

会ｾ

ー←

套拘
6!!! 高回

大阪市南区順慶町 2 - 5  0  電話 261 - 2436( j ¥j 

東京都大田区西馬込 1 - 2  - 1  電話 773- 1231ffi:l

銀 座 ・ t兵 絵 ・ 京 都 ・神 戸 ・ 悩 岡

本 庖

東京支唐

営 業 所

大阪市北区芝田町55番地( 北阪急ピ J レ9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番地

大阪支I苫

ネ土本

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

工 業 株

新日本空調株式会社

社

大阪市西区京町堀 1 丁目 6 2  電4活(443) 8161 ( 大代表)

名古屋市中村区水主町 l の1 2  電括(541 )0. 966(551)  1655 

東 京 師 港 区 赤 坂 2 丁目 3 - 1  2" 

赤 坂 ピ ー ク ピ ル H 菅電話 (583) 1  4  6. 7 

神戸市生田区北長狭通 7丁目 lのl 電話 (341) 1778 .  4386 

. .0-

ｾ＠式回山

本社

支 庖

出強所

大阪市北区堂島浜通 1 - 2  5  ( 新大ビル)

電話 ( 06)  344 - 6  0  3  1  ( 代)

東京都中央区日本橋本石町4- 2(三井第二別館)

電話 (03)  279- 5  6  7  1  ( 大代)

九 州 ・ 広 島 ・ 礼申見

北 陸 ・ 大 分 ・ 岡 山

大 阪 支 屑

本社・東京支庖

屋

村

古

海

名

東

空 気 調 和 設 備

宅 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備 関

く旦堕型里コ

3舎町震房副S

Ｍーーーーーーーーーーーーーーーーーー・倒Ｂ Ｂ 可 ＺｾＺｾｕＺｉ

Ci ，lf i T 

ー1=電'ー....ｾ＠ 東洋キャリア工業( 株) 製品販売 l苫・特約工事底

! ∞! 日本冷熱工産株式会社

ｾ＠ 本社及大阪営業所説薄日吉引1f11型TIl l ビル)

東 洋 然 工 業 機 式 会 経 大 阪 安 倍

T  E  L  ( 443)  8 0  7  1  

T  E  L  (562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 場 4 丁 目

本 社 東京都中央区京僑 2丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

冷 媛 房 ・ 衛 生 ・ 機 器 配 管

設 計 施 工

株 式 会 社 清 水 工 業 所

本 社 干531 大阪市大淀区南浜町 3 丁目 14番地

電 話 大 阪 ( 06) 372- 2851 (代表 ) - 7 番

東京支庖 〒104 電話東京 (03) 551- 8  0  4  1 番( 代表)

群馬出張所 〒 370.-0. 5電話大泉( o. 276)62-3394(代表) - 6番

宇都宮出張所 〒 620 電話字都宮 (0286)61- 0  9  3  0 番

君津出張所 〒 299- 17電話君津(04785) 2 - 2  3  7  5番

鳥取出張所 〒 680 電話鳥取(0857)23- 5  0  5  1  - 2番

出雲出張所 干 693 包括出雲( 0. 853) 21- 1  2  8  5 番

温 湿 度 調 整 ・ 暖 冷 房 ・ 換 気 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番地 の 1

電話(681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間 専 用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37(天満僑北詰)

電話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ③7431- 3  

大津市打出浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津 市 栄 町 2 - 1 1 1 1I t 倍③ 3 6  1  0  

会 社⑥ 

本社及京都支底

大 阪 支 唐

回 目 前 支 l吉

大津営難所

津 営 換 所

空 気 調 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

各 種 プ ラ ン ト 設 備

給 - 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 - 暖 冷 房 設 備

設 計 施 工

お 顎 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

設 計 製 作

各 種 送 風 機 ・風 力 輸 送 装 置

空 調 機 器 類 ・公害 防 止 装 置

電話大阪 ( 458) 3531 番

都 ・ 福 岡

大阪市大淀区中ｩＱｾ南ｩＱＱＱ Ｔ 丁目 ＱＱ

出 張 所 = 京

qJT 

，，:' 9.シ
株 式 盆 社

平' " 互業株式会社@  

関西燥房工業株式会社旧社名

本 社 大阪市住吉区万代 i l H丁目 3 T E L  ( 672) 1281 (大代)

営業所 東京 ・名古屋 ・広島 ・福岡 工場 和泉・名古屋

テレックス: 本社 No.. 562- 7688 和泉工場 No. 538- 5 898 

設 計 ・施 工
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社

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

電 気 株 式

代表取締役 山 本 博 三

大阪市北区中之島 3 の 3 朝日ビルディング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 関 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郷 蕊 野 町 2 I 番 地

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

A

Q

一

A

陽

ヰ土

本社営業所

朝

本

ｾ電気設備工事設計施工

tt- : 1 浅海電気株式会社

F  取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目 2

電 話 大 阪 (362) 8  

東 京 ・札 幌 ・ 名 古 屋 ・福 岡

旭 川・神 戸 ・姫 路 ・高 松 ・広

苫 小 牧 ・浜 松 ・ 光 ・沖 縄

2  

1  

社

支社 ・支底

営 業 所

出 張 所

電 気 設 備 の 頁

本

島

京都営難所

会 社

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6を 社

A

Q

一

A
式株業エ原栗

英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル)

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 l吉 東京・名古屋 ・舞鶴・大阪南・神戸 ・広 島 ・九州|

一一=

ロ

イm¥、栗取 締 役 社 長

社

収締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 城 東 r Of 江 東 之 町 三 r 目 Ji  

ｾ＠ Mi 大 阪 (9:11) 代 表 7 3  4  1  - "  

0388 .  2  1  9  :1 

大阪市城東反n江東之田r : :Tr l - - Ｎ ｩｬ ｬＮＡ占大阪 Ｈｾ Ｚ ｉｉ ＩＷＨ ｘ ｉＴ

fF良県f州帝rtH卸[i;]j曲 ηl 6  () ...ll ，!，r;I卸III庁 2 2607. .1おリ

設 計 ・施 工

A

Q

一

A
式

司'

株
と
一
刈

電 気 工 事

信 骨

司，本中

本

社

代表取締役 林

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡T 5  0  (堂 ピル 7 階)

屯 ぷ ⑮ 3 6  7  1  ( 代)

東 京 郎 中 央 区 日 本 矯 箱 崎 町 3 丁目 2 Ifi:.t也

電 ｊｾ ⑪ Ｑ 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・相 様 原 . ey . 悩 山

夫

工一

一

一

幽

〈

敏

晶

又事工
宮
内電

一
一
一

株 式 会 社

4土本

盾支

資 材 倉 庫

奈良営業所

出 張 所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町 1 T 目 1 1 0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川区西五反田 6丁目 25番 11号( 福島ピル )

電 話 東 京 (491)1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 (56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

社

庖

本

支

宝 電 機 株 式

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 岡T 五 O ( 盆 ビル三階)

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東京都港区新橋二一一六( ニュー新情ピル七1: 皆)

包 括 (504) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  ( 代)

戸 ・堺・千 築 ・ 宇 都 宮 ・熊

ネ土

電 気 ・ 唖 冷 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工

A

Q

一

A

キ土

1i5 

ゐ

本

支

営 業 所1苫支

群出号長: 戸斤

本
神営業所

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

電 気 工 事 ・ 富 十 装 工 事 ・ 設 計 施 工

社

ヨミ

大阪市西区 ｾ ｴ .tJ，iil ，江上述 l 丁目6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9  

東 京 ・ 名 古 出 ・lぶ 山 ・間

中IfI 取締役社長

社本

社本

支 庖

営業所
岡営業所

A

Q

冨

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

本 永 造

大 阪 市 北 区 西 線 川 町 1 5 m: 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京郡港区新僑 5 - 3 4 - 6  伺鴻ピル 5階

電 話 東 京 (434) 3848 .  (431) 似 35

大阪市 ・札帆 ・名古屋 - 凶日市 ・松山 . ￭Ｎｾ 山

電 気 工 事 設 計 施 工

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

交社長 姉 川 正 男

大阪市東区南純情五丁目 二八 番 地 泣 訴 大 阪 (202)0325- 9番

本 社 東 京 柿 千 代 閏 区 西 神凹 1 T  ｾ＠ 4 帯 地 5 サ

支 社 札 帆 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・名古屋. 1 ¥' 1 ¥間

出 媛 所 旭 川 ・ 白 河 ・ 繍 i兵 ・静 岡 . 1. 1 山

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 勝

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 田T 5  6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8 8 8 1  

東 京 ・名 古 屋 ・ 四 日 市 ・神 戸 ・ 和 歌 山

松 山 ・京 都 ・ 草 津 ・ 待 問 ・水 島 ・福 岡

山取締役社長

社本

社
A

S

A

 

事 株 式

自日四林

工

取 締 役 社長

藤エ太 陽

東 京 支 1，1;

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 1 - 2  

T E L (06)  452- 1  1  5  1 (代)

社本

所張出

大 阪 市 此 花 区 恩 賞 南 之 町 7 3  

T  E  L  (06)  462- 1  3  0  1  ( 代)
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奉 仕 感 謝 の 庖

特許申請中・完全滑止タイル

サ ン エ ス

5 5 5  タイル新発売

( カタログ進呈)

⑪ 認 11) ) 手窯業高J d

本 社 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 丁目 98番地( 靭本町パス{ 事前 )

電 話 大 阪 06 ( 532) 代 o4  6  1  

姫路営業所 姫路市北条ロ 126 番地 ( 住友生命保険ピル 3 階)

電 話 姫 路0972 (82)  0  9  9  9  

窓掛、鍛帳、日際、壁紙室内装飾紙

東洋リノリュームの東リ' 1 1 - ぺ. . ，ト発売元

⑥ 亀 井 株 式 舎 社

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋)

電 磁 大 阪 (251) 1353 ( 代) - 6 ・9996

営業所 名 古 屋 ・ 福 岡

⑩ 
ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手t-9ー・ミ〉オ亡jレ

合

目

♂

“

商

ι
わ

れ

幸

一

郎

-

-

一

域

開

BoardふSlateStandard 

フ タ パ 需 3阪

建t宣省総定の防火材料

ソリジツトスタイン基材伺等 o  0  0  3号

エ パ ウ オ ー ル 基 材 同 等 o0  0  3号

エ パ ー サ ン ド 基 材 同 等 0 0 0 4 号

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 5 4  iu話 (06) 702一7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

年中見ていただける 皆様の見本室

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

タイル

常 設 展 示 場

AM. 1O.0 0 - P.M. 5 .00 

日曜・祝日は休館

|実|

f 寸

特許 内舛式電動ベンチレーター 特許 内外式コンチニアスベンチレーター

( 大量自然換気方式)

r ぺ二二

内外建材株式会社

本 社 大 阪 市 西 区江 戸 沼 北 通 1 - 25(相 生 ピ ル )

T  E  L  (441 )3983- 5 ・4396

大 阪 工 場 大 阪 市 城 東 区 天 王 国 町 1 - 1  4  1  

T  E  L  (962)  1  1  4  9  

京 都 エ 渇 京 郡 市 東 山 区 山 科 東 野 弁 上 町

T  E  L075 (581 )  0  1  2  6  
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サ ッ シ

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ャ ッ タ ー

ド ア ー ハ ン ガ ー

製 造 直 売 ・すべ て工 場 渡 しで奉 仕す る

(ネヲ〈ーマーヶッ0 ・ぐ住専門司

@7臨時会事崩 τ ljι

干516 大阪な宮間判官さ訴「ー叫

雲ｾ三高製作所
本 社 ・ 工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8 0 番 地

' 70年代をリードする

庖舗づ く りのパイオニア

|庖舗各種 11陳列ケース 11冷凍ケース11電飾看板|

N. G. C. 式

内外互業株式会結

11¥俣シャ11/9- 工業株式会社大阪支庖

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ，，，q -

ド ア ー

大阪市東住吉区桑津町 3 丁目 16番地

• 

• 

輔

自11

ス チ ー ル

"] 7 J レミ

ス テ ン レ ス

武

P7官立

工場

11¥ f実※ 特 許

近代建築の要求する

工

作:

施

。

計

製

設:
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社

...0、

ヨ玄

電 話 大 阪 (471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471) 0  2  4  

d議

青 株 式

キ. """ 

J角

柏 原 漉

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 烏 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

ヤ

ボe マ

ヨrd 1-

3従

ｾ｟，｟＠

〆 ' / F インテリヤ・・・カラーストーン・・・研出し仕上/

( 旭化成ミューj レコー卜・セット品 )

s，ZP2・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 
いつも美しい

且

( 旭化成ミュ- ) レコート・セット品 )

- カタロ グ お 送 り し ま す

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業

発

売

元

- 全 国 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

57  



モルタル・コンクリー卜用

寧 ? ノ ー ル 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 織 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 援 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

事 A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 巡 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 着 性 に よ っ て 材 料 分離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

寧セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で、 水 や 空 気 中 の 温 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン トの 中 性 化 を 防 ぎ 、鋼 材 、 木 材 等 の 腐 蝕 ・l荷 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・防 湿 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

% 2: : :1-. ゐ( セメント起泡剤) . S p : : "・ & 場所打ち杭エ)
/  瓜添加剤 ノ

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

セ メ ン ト 混 和 斉IJ . 助 材 綜 合 メ ー カ ー

株式 ｾＮＮＮ｡ｾｉＢＢ __ ・唱，... 

会社........ヨ....・_..I晶_....... 
東 京 郵 品 川 区 大 弁 1 ー 15ー 1 宮E

東 京 (774)  4111代 表

茨 城 県 上 浦 市 大 田T 1  2 1 3  ' I t  オ:i ili ( 21 ) 5 1 8 9  

福 島 県 福 向 市 下 型 f 寺 下 逮 原 官膏 福 島 (  34 )  7  1  1  1  

ご一報次第
盛岡営費量所 岩 手 県 接 関 市 南 大 通 3 - 12- 50 ' I t  盛 岡 (  24 )  0  2  1  3  

人:1以リ; *1，1<: 1><:* ' 1' 本 2 - 17- 26 
カ タ ロ グ進 呈 し ま す 大 阪 営 業 所

' It 大 阪 (971)  4  7  6  5  

58  

特 許 セ メ ン ト 分 散 剤

自 然 石 状 積 ブ ロ ッ ク

コ ン ク リ ー ト 減 水 剤

クリプトン

' . . . 司書 ， .. 
(標 準 型)

(早 強 型)
型 枠 剥 離 剤

R  
(遅 延 型)

セハール

呈. 0ニ.:.1 = 段ブロック

其 の 他 コ ソ ク リ ー ト 二 次 製 品 建 設 材 料 全 般

⑮布云五五ヰ株式祭事t

本 社 神 戸 市 王H l ' 区熊内町 2 丁目 8 8 番 地

電話ー o7  8代表 ( 2 3 1 ) 1 4 2 1 ・6 9  5  6  

東京営業所 東京有11千代聞区内神田 1 - 12ー 12 美土代ピル

［ ｾ ｊＧ 丹 ＰＳ Ｈ ＲＹＴ Ｉ Ｖ Ｑ ＶＷ ・ Ｖ 1  7  7  

福 山出張所 稲 山 市 曙 町 3 - 7  8  - 2  

屯 話 0 8 4 9 ( 5 3 ) 2 0 2 7  

，‘  

， 



全く新しい床タイルです

三 星 ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イルと は製 法

原 料 配 介 が 全 く 遠 い ま す。指 ビ の他 に最 近開発さ

れ た 新 しい共重 合体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た 11111期 的 な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プの床タイルに比 べ

仕 上 り安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

と は 対 照 的 な 抑 止 し た 現 代 模 様。 ピサロンの持つ

エ ラ ス チ ック で 高 級 な 質 感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 しい世界を聞きま した。

協同組合員が責任をもって施工いたします

ニ 星 ピサロンは、材料だけの版売はいたしません。

責 任 施 工 の 出来 る 協 組 員 が 人 念 な 仕 上 げ を します。

これからはピサロンの時代です

三 星 ピ サ ロ ン の 新 し い 色 調 、 パ タ ー ン は 、 現 代 の

イ ン テ リ ア デ ザ イ ン に 要 求 さ れ る 個 性 的 な 床 造 り

に は 欠 かせ ません。東 京 浜 松 町の 超高 層 世界 貿 易

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロン と

はその模様がフランスの画家ピサロのタッチに 似

ていることから、名 付 けられたものです。
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製 造元 = 田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電話 ( 866)  6  1  0  1  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

電話 ( 441 )  5  9  5  1  

* 規 約 = 333. 3 X 333. 3 X  2 切 9 枚 / m'  

333. 3 X 333. 3 X 3 弘 9 枚 / m'  

肯 色 数 = 22色

女耐li 桁 = 2 m/mJ平，' ，，'， 1， 200FLI /  m'  (300m' 以 上)

3 引 j平，'，，'， 1，800 F[J /  m'  (300m' 以 J .)

小部 屋 川増・階段 ＴＰ Ｅ ，ＧＺｾ
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- 回転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

. 本品は特に各部品の材料 を 吟 l床 し、表面が錆

びないようポンデライジング加工を施した 上

に防錆塗装 をしてお ります。

・焼付 !1l 袋仕上製 品の他に、他の持出し吊の腕

宮11 ( 吊込後砕から露出する部分) に s u  S  27 

(18. 8) ステンレス製 へアーライン仕上の化粧

カバーを付けてあります。

・回転部分にナイロン 4 アリング及びスラスト

ベ アリングを i荻入してあります。

・別製の設計製作をも歓迎致します。

- 弊 社 製 立 枠付

ピ ポ ッ ト ヒ ン ジ

1;1:ー・

実 用 新 案 登 録

第 5 1 7 3 16号 の

:rr.牢宇 lニは: 1可 Iv ら

低 触 致 して お り

ま せ ん 。

55 5  
本 社 大 阪 市 生野 区巽 北 4 - 5 ー11 f i (06)75 1- 3653- 5/ 東 京 出 張 所 東 京 都墨 田 区本 所2 ー 11 - 11 f i (03 )623 ー7677

折 曲 げ 試 験 で す ば ら し い折 曲 げ 試 験 に 耐 え き れ ず

に 破断 した 一 般 防水 層 柔 軟 性 を 示 す ギ ル ・ア ス 防 水 層

ω  

西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 西 区 京 H可 堀 1 の 7 4  ;:丘 441- 5951  

東 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 11の 13 ';rt 866- 6101 

. - 入会のお申込は ・社団，圭人 日本建築協会 干 541 大阪市東区北浜3 37 電話大阪( 06) 231 ・9648 ・9649 ・9640 保管口座大阪39975番

θ  

定価 400 円 ( 送料共)


